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厚
揚
げ
竜
田
揚
げ

菜

の
花

か
ら
し
和
え

⑫

抑
日



●
材
料

（４
人
分
）

地
粉

カ
ッ
プ
ー

揚
げ
油

出
し
汁
、
ご
ま
油
、
塩
、
警
油
、

●
作
り
方

●
厚
揚
げ
は
、
１
枚
を
半
分
に
切
り
、
さ
ら

に
三
角
形
に
２
つ
に
切
る
。
ま
わ
り
を
５

ミ
リ
ず

つ
ぐ
ら
い
残
し
て
、
ナ
イ
フ
で
切

れ
目
を
入
れ
な
が
ら
、
底
に
穴
を
あ
け
な

い
よ
う
に
中
身
を
え
ぐ
り
出
す
。
醤
油
大

さ
じ
２
と
同
量
の
水
を
合
わ
せ
た
中
に
２０

分
く
ら
い
つ
け
て
お
く
。

０
玉
ね
ぎ
は
、
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

干
し
椎
茸
は
、
水
で
も
ど
し
、
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

０
人
参
は
、
２
セ
ン
チ
幅
の
輸
切
り
に
し
、

た
て
４
つ
に
切

っ
て
面
取
り
す
る
。
切
り

落
し
た
人
参
は
、
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

面
取
り
し
た
人
参
は
、
塩
少
々
を
ふ
り
、

か
ら
炒
り
に
し
、
出
し
汁
大
さ
じ
３
を
入

れ
、
蓋
を
し
て
、
と
ろ
火
で
や
わ
ら
か
く

な
る
ま
で
煮
る
。

●
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
は
、
塩
湯
で
さ
っ
と

ゆ
で
る
。

プ
ロ
ッ
コ
リ
は
、　
一
口
大
に
切
り
、
塩
湯

で
色
よ
く
ゆ
で
る
。

０
鍋
に
ご
ま
油
小
さ
じ
２
を
熱
し
、
玉
ね
ぎ

を
入
れ
て
炒
め
、
し
ん
な
り
し
て
き
た
ら

椎
茸
を
加
え
て
よ
く
炒
め
る
。
厚
揚
げ
の

中
身
を
バ
ラ
バ
ラ
に
は
ぐ
し
て
入
れ
、
人

参
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
、
よ
く
炒
め
、

塩
加
減
を
み
て
味
を
と
と
の
え
る
。

Ｏ
①
に
⑤
を
し
っ
か
り
と
つ
め
、
地
粉

（葛

粉
で
も
よ
い
）
を
ふ
る
。

０
地
粉
を
天
パ
ら
の
衣
く
ら
い
の
か
た
さ
に

水
溶
き
す
る
。

Ｏ
⑥
に
⑦
を
つ
け
、
熱
し
た
油
で
カ
ラ
リ
と

揚
げ
る
。
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
も
衣
を
つ

け
て
揚
げ
る
。

Ｏ
器
に
２
切
れ
盛
り
、人
参
、
プ
ロ
ッ
コ
リ
、

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
を
付
け
合
わ
せ
る
。

●
材
料

（４
人
分
）

菜
の
花

‐２０
グ
ラ
ム

カ
ツ
プ
÷

可

さ

じ

１

大
さ
じ
２

白
ご
ま
・

辛
子

（粉
末
）

の
皮
・

・少
々

●
作
り
方

●
菜
の
花
は
、
ご
み
な
ど
を
よ
く
取
っ
て
き

れ
い
に
し
、
た
っ
ぷ
り
の
水
で
、
花
に
傷

を
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
丸
洗
い

す
る
。
花
の
つ
い
て
い
る
方
を
９
セ
ン
チ

く
ら
い
に
切
る
。
熱
湯
に
塩
大
さ
じ
１
を

加
え
、
先
に
根
元
の
方
だ
け
を
入
れ
て
、

少
し
ゆ
で
、
し
ば
ら
く
し
た
ら
倒
し
て
全

体
を
つ
け
て
、
平
均
に
や
わ
ら
か
く
な
る

よ
う
に
ゆ
で
、
ザ
ル
に
上
げ
て
冷
ま
す
。

②
白
ご
ま
は
、
香
ば
し
く
炒
り
、
ょ
く
す
り

つ
ぶ
す
。

辛
子
は
、
水
で
溶
く
。

ゆ
ず
の
皮
は
、
細
切
り
に
す
る
。

Ｏ
自
ご
ま
に
溶
き
辛
子
を
入
れ
、
水
大
さ
じ

１
を
加
え
て
、
よ
く
す
り
ま
ぜ
る
。

Ｏ
①
を
③
で
和
え
、
器
に
盛
り
、
ゆ
ず
の
皮

を
天
盛
り
に
す
る
。

厚
揚
げ

玉
ね
ぎ

干
し
椎
茸

人
参
・

ブ

ロ
ッ
コ
リ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

・中
１
個

２
枚

４
個

工
伯８

本

小
２
本

ゆ 讐
ず 油



●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

桜
沢
里
真
の

食

養

料

理

カ

ー

厚
揚
げ
の
竜
田
掲
げ
、

新
し
き
世
界

へ
　
５
８
９
号

昭
和
６‐
年

（１
９
８
６
年
）
４
月
号

菜
の
花
か
ら
し
和
え

16

舞
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
Ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
８
″お

Ｈ̈
ヨ
ｏ
「
”
ヨ
Ｃ
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
ク
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″Ｍ
Ｉ
″
　
ζ

，
８̈
５

Ｈ雪
ｏ
３
ヨ
易

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（ジ
ー
オ
ー
）
…
０
８
混
８

ｏ
〒

∽彎
”
　

↑
ン
ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
コ
一８
】Ｂ

Ｃ
５
一ｏ
ｃ
ｏ
　

（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

３
８
３
げ
ざ
―

Ｌ
０
５

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
８
８
げ
ュ
一０
∽
、
形

容
詞
は

３
８
８
げ
一０
浄

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

■%～%ANS新 オーサワ塾④は、東京インターマック会館で

開催。講師は宮沢秀明先生、佐 々井譲先生です。

■4月 19～20日 、 1泊 2日 食養料理集中講座受け付け中 .′

■第12回正食医学講座 は、 2月 ～ 7月 まで九州・博多会場で開

かれます。詳細は巻末の別紙をご覧のうえ申し込みください。

■本紙の表紙デザインは、宇宙の根本構造の「ウズマキ」

(ス パイラル)の シリーズで、今年は「マツカサ」です。 ■日本Ci協会は毎週木曜休業です。

■ 本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の書作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による

複製は、当協会の文書による承認を必要 とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ

ば、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)

今
、
フ
ラ
ン
ス
は
自
然
医
学
ブ
ー
ム
②

／
ク
リ
ム
吉
見
…
…
…
＝

桜
沢
如

一
先
生
２０
周
年
に
さ
い
し
て

／
相
原
ヘ
ル
マ
ン

14

●
第
１
期
Ａ
Ｎ
Ｓ
講
師
紹
介

食
べ
も
の
と
夢
判
断
／
大
森
英
桜

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
仲
間
ヘ

私
か
ら
の
提
案
／
橋
本
宙
八
…
…
２‐

●
映
画
評
論

『
タ
ン
ポ
ポ
』
／
沢
田
美
弥
子

29

４
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
…
…
３０

手
打
ち
う
ど
ん
ピ
ザ
風
、
野
菜
入
り
中
華
風
煮
込
み
、
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

の
掲
げ
物
、
菜
の
花
と
豆
腐
の
煮
び
た
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

ク
レ
ー
プ
、
フ
キ
と
ウ
ド
の
ビ
ー
ナ
ツ
和
え
、
大
根
と
人
参
の
サ
ラ
ダ

●
ブ

ツ
ク
レ
ヴ

ユ
ー

『孔
子
暗
黒
伝
ヽ
徐
福
伝
説
Ｚ
ノ
ー
ベ

本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
′
　
今
号

一
部
五
〇
〇
円

（送
料
共
）

桜

沢
如

一
先
生

２０
周
年

記
念

執

筆

天
野
慶
之
、
小
牧
久
時
、
渋
沢
孝
輔
、
林

渡
辺
寛
海
、
所
　
健

一

慶三、宮メ「司

-3-



桜沢如一先生20周年記念祭

桜沢里真先生米寿パーティ
●
５
月
３‐
日

（土
）

午
後
２
時
～
７
時

●
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
浜
松
町

東
京
都
港
区
芝
浦
１

‐
３
１
‐０

８
０
３

ｏ
４
５
２

・
６
５
１
１

●
出
席
申
込
み
受
付
け
中

●
会
費
／
２
万
円

●
第
１
部

■
講
演天

野
慶
之
氏

（元

・
東
京
水
産
大
学
学
長
）

竹
井
博
友
氏

（株
式
会
社
地
産
会
長
）

■
シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
無
双

原
理
の
展
望
』

パ
ネヽ
ラ
ー

山

口
卓
三

氏

（正
食
協
会
代
表
理
事
）

佐
々
井
譲
氏

（日
本
正
食
品
研
究
所
）

中
村
二
郎

氏

（ド
イ
ツ
、
オ
ー
サ
ワ
セ
ン
タ
ー
）

■
参
加
者
意
見
発
表

●
第
２
部

桜
沢
里
真
先
生
米
寿

祝
賀
パ
ー
テ
ィ

-4-



GEORGE OHSハ拗颯

桜 沢 如 一 先 生
(1893～ 1966)

20周 年 記念 執筆

は
じ
め
て
お
会

い
し
た
時

の
こ
と

天

野

慶

之

昭
和
十
六
年
八
月
、
琵
琶
湖
畔
で
開
催
の
夏
季
講
習
で
お

眼
に
か
か

っ
た
の
が
初
め
で
す
。
そ
の
折
り
の
講
師
に
は
、

桜
沢
先
生
の
ほ
か
、
高
田
集
蔵
、
茂
原
右
眼
、
西
田
天
香
、

江
口
俊
博
の
諸
先
生
も
加
わ
り
、
盛
会
で
し
た
。
大
津
に
無

双
原
理
講
究
所
が
開
か
れ
て
間
も
な
く
だ

っ
た
と
お
も
い
ま

す
。
私
は
二
七
歳
、
結
婚
直
後
で
、夫
婦
で
参
加
し
ま
し
た
。

茂
原
先
生
は
自
然
運
動
を
実
演
指
導
さ
れ
、
そ
の
不
思
議

な
体
の
動
き
に
眼
を
み
は

っ
た
も
の
で
す
。
眼
を
開
じ
た
ま

ま
、
指
示
通
り
の
体
操
を
し
て
い
る
う
ち
、
各
人
各
様
の
体

の
動
き
に
変
る
の
で
す
。

江
口
先
生
は
手
の
ひ
ら
療
治
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
ず

っ

と
後
に
な

っ
て
知

っ
た
こ
と
で
す
が
、
江
口
先
生
は
甲
府
中

学
の
校
長
を
さ
れ
、
そ
の
あ
と
こ
の
療
法
を
ひ
ろ
め
る
た
め

各
地
を
歩
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
慈
念
と
い
う
こ
と
を
お

つ
し
ゃ
ら
れ
、
そ
の
心
も
ち
で
念
ず
れ
ば
遠
隔
の
地
の
病
人

で
も
治
せ
る
と
い
う
お
話
が
耳
に
残

っ
て
い
ま
す
。

西
田
天
香
さ
ん
は

一
燈
園
の
創
始
者
で
す
が
、年
の
暮
れ
、

路
頭
に
立
ち
、　
一
切
を
棄
て
る
と
い
う
行
の
実
践
を
語
ら
れ

ま
し
た
。
す
で
に
か
な
り
の
御
高
齢
だ

っ
た
と
お
も
い
ま
す

が
、
胸
の
奥
ま
で
浸
み
と
お
る
よ
う
な
お
話
で
し
た
。

高
田
集
蔵
先
生
の
お
話
は
よ
く
憶
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
聖

書
に
関
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
高
田
先
生

は
武
蔵
境
に
お
住
ま
い
で
し
た
の
で
、
そ
の
後
お
訪
ね
す
る

機
会
が
多
く
、
中
国
紅
卍
字
会
の
こ
と
、
聖
書
の
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス

〔編
注
、
「対
応
し

の
こ
と
、
そ
の
ほ
か
数
多
く

の
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。

桜
沢
先
生
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
話
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

も
、
記
憶
が
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ハ
ッ
キ
リ
思
い

う
か
ぶ
の
は
、
会
場
近
く
の
、
つ
ま
り
大
津
の
町
中
の
銭
湯

で
ご

一
緒
に
入
浴
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
驚
い
た
こ
と
に

は
、
先
生
は

一
度
だ
け
パ

ッ
と
湯
を
く
ぐ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま

体
を
拭
か
れ
て
、
そ
の
ま
ま
出
て
ゆ
か
れ
た
の
で
す
。
暑
い

最
中
で
し
た
が
、

「入
浴
す
る
と
塩
脱
け
に
な
る
」
と
体
を

陽
性
に
保
つ
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
通

り
実
行
さ
れ
た
の
か
と
お
も
う
次
第
で
す
。

玄
米
と
胡
麻
塩
、
そ
れ
に
ヒ
ネ
沢
庵
の
食
事
で
、
与
え
ら

れ
る
以
外

一
切
口
に
し
な
い
こ
と
を
五
日
ほ
ど
続
け
て
い
る

う
ち
に
、
骨
が
肉
か
ら
離
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
い
ま

し
た
が
、
終
り
ち
か
く
、
竹
生
島
ヘ
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

出
か
け
、
遊
覧
船
か
ら
広
い
湖
の
水
を
見
、
こ
の
ま
ま
跳
び

込
ん
で
、
思
う
存
分
あ
の
水
を
飲
ん
だ
ら
、
さ
ぞ
か
し
旨
い

だ
ろ
う
と
お
も

っ
た
こ
と
を
回
想
し
ま
す
。

戦
争
が
次
第
に
苛
烈
と
な
り
、
神
田
に
あ

っ
た

「む
す
び

社
」
に
も
弾
圧
が
あ
り
、
山
梨
県
日
野
春
に
講
究
所
が
移

っ

た
冬
、
私
は
自
分
で
作

っ
た
ダ
イ
コ
ン
と
塩
鮭
を
持

っ
て
、

古
い
、
木
造
の
旅
館
に
先
生
を
お
訪
ね
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
て
二
十
年
、
私
が
生
き
て
い
る
こ
と
の

フ
シ
ギ
さ
を
感
じ
ま
す
。
　
　

　

　
　

　

（６．

．
２

・
１３
）

（
〒
‐９‐
　
東
京
都
日
野
市
日
野
本
町
３
１
５
１
１３
　
Ｐ
Ｕ
ネ

ー
ム
、
ポ
ア
ッ
ソ
ン
　
一九
・
東
京
水
産
大
学
学
長
）
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桜
沢
如

一
先
生
を
偲
び
て

小

牧

久

時

桜
沢
如

一
先
生
に
つ
い
て
語
る
資
格
の
無
い
者
で
す
が
、

二
〇
年
祭
に
当
り
記
念
号
に
執
筆
す
る
よ
う
に
と
の
編
集
部

か
ら
の
御
依
頼
、
光
栄
至
極
に
存
じ
ま
す
。

桜
沢
如

一
先
生
の

「東
洋
哲
学
及
び
科
学
の
根
本
無
双
原

理
」
と
の
出
会
い
は
、
十
五
年
戦
争
の
末
期
の
こ
ろ
。
京
都

大
学
文
学
部
教
授

・
澤
潟
久
孝
博
士
が
、
同
じ
く
京
都
大
学

文
学
部
教
授
で
あ

っ
た
父
に
対
し
て
、
こ
の

「新
し
い
世
界

観
」
を
御
紹
介
下
さ
っ
た
の
に
依
る
も
の
で
す
。
詳
細
は
拙

著

『生
命
の
世
紀

・
全
生
物
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ
』

（第
二
文
明
社
レ

グ
ル
ス
文
庫
）
四
五
―
―
九
九
頁
の
通
り
で
す
。

終
戦
後
、
初
め
て
拝
眉
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
お
葉
書
、

お
手
紙
の
数
々
は
、
現
在
も
、
大
せ
つ
に
保
管
し
て
お
り
ま

す
。
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
終
え
て
、
武
庫
川
女
子

大
学
教
授
の
当
時
、
桜
沢

・
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
の
理
論

（生
物
に

よ
る
原
子
転
換
）
の
追
試
確
認
実
験
に
取
組
み
、
ひ
そ
か
に

フ
ラ
ン
ス
の

「比
較
病
理
学
雑
誌
」
に
専
門
の
論
文
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
最
終
報
告

（二
〇
余
年
が
か
り
）
を
去
る

一
九
八
五
年
八
月
、
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
国

際
生
物
化
学
会
議
で
終
え
、
幸
い
に
、
正
当
に
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
桜
沢
先
生
、
先
生
の
夢
は
、
遂
に
実
現
し
ま
し
た
。

御
高
承
の
と
お
り
、
今
日
で
は
、
桜
沢
如

一
先
生
の

「正

食
」
と
、
近
代
医
学

。
近
代
栄
養
学
の
最
高
権
威
者
た
ち
の

意
見
の
間
に
は
、
ほ
と
ん
ど

「差
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
元

・

大
阪
大
学
教
授

・
丸
山
博
博
士
御
夫
妻
の
よ
う
な
優
れ
た
方

方
の
長
年
の
御
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
今
後
の
課
題
を
、
わ
た
く
し
は
、―
―

①
人
間
の
殺
害
の
全
廃
。

②
高
等
動
物
の
殺
害
の
全
廃
。

③
昆
虫
な
ど
の
小
動
物
の
共
食
い
を
無
く
す
る
事
。

①
全
宇
宙
の
全
存
在

（人
間
以
上
の
も
の
た
ち
を
も
含
め

て
）
の
激
痛

。
激
苦
の
永
久
根
絶
。

と
し
て
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

（
『小
牧
久
時
欧
文
選

集
』
の
内
容
紹
介
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ

一
九
八
五
年
四
月
二
人
日

一
頁
大
全
世
界
の
知
識
人
に
ア
ピ

ー
ル
さ
れ
た
）
。
近
代
医
学

・
栄
養
学
が

「正
食
」
へ
と
完

全
に
歩
み
寄

っ
た
今
日
、
Ｉ
Ⅱ
は
容
易
で
す
。
皿
は
、
今
後

の
興
味
あ
る
課
題
で
す
が
、
昆
虫
に
は
大
脳
が
無
い
の
で
痛

覚
は
無
い
の
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
農
業
に
お
い
て
、
殺

虫
剤
は
全
く
無
用
で
す
。
Ⅳ
だ
け
は
、
人
間
の
力
で
は
不
可

能
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
死
し
て
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト

・
イ
エ
ス
に
よ
り
、
全
宇
宙
の
光
明
化
は
、
必
ず
、
し
か
も

早
急
に
実
現
し
ま
す
。

（な
い
し
、
三
大
秘
法
の
南
無
妙
法

蓮
華
経
に
よ
っ
て
の
み
、
Ⅳ
は
実
現
す
る
、
と
い
う
仏
教
学

の
主
張
も
あ
る
。
）
と
も
あ
れ
、
人
間
の
手
の
直
接
に
と
ど

く
、
Ｉ
Ⅱ
皿
は
、
桜
沢
如

一
先
生
の

「正
食
」
な
い
し

「東

洋
哲
学
及
び
科
学
の
根
本
無
双
原
理
」
に
よ
っ
て
の
み
実
現

す
る
領
域
で
あ
り
、
桜
沢
如

一
先
生
の
御
功
績
は
千
古
不
滅

で
あ
る
事
が
、
御
逝
去
二
〇
年
後
の
今
日
、
世
界
の
知
識
人

の
共
通
の
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、
動
物
実

験
全
廃
を
目
ざ
す
動
き
の
高
ま
り

（太
田
竜
氏
、
等
）
に
注

目
し
て
居
り
ま
す
。

（６‐

．
２

・
１２
）

（
〒
５２０
１
０１
　
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
本
町
　
滋
賀
県
新
世
紀

委
員
会
委
員
、
仏
国
国
際
大
学
名
誉
教
授
）

日
吉
生
活
の
想
い
出

渋

沢

孝

輔

た
し
か
昭
和
二
十
四
年
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
東

横
線
の
日
吉
に
あ

っ
た
真
生
活
協
会
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

ニ
カ
月
ほ
ど
住
み
込
み
ま
し
た
。
そ
の
と
き
初
め
て
桜
沢
先

生
に
お
目
に
か
か

っ
た
わ
け
で
す
が
、
私
は
東
京
外
語
の
二

年
生
。
桜
沢
先
生
の
お
名
前
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
母
や
兄

に
そ
れ
こ
そ
耳
に
タ
コ
が
で
き
る
ほ
ど
間
か
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

（真
に
有
効
な
真
理
の
体
現
者
）
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

で
そ
れ
は
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
子
供
の
私
に

そ
ん
な
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
日
吉
に
行

っ
た
こ
ろ
は
、
既
成
の
学
校
と
い
う
も
の

に
失
望
し
て
、
ど
こ
か
別
の
と
こ
ろ
に

〈真
理
〉
を
探
し
求

め
た
く
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
自
分

一
人
だ
け
の
決
心
と

行
動
で
し
た
が
、
学
校
の
ほ
う
は
休
ん
だ
ま
ま
、
日
吉
で
の

共
同
生
活
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
し
た
。

桜
沢
先
生
は
食
事
の
と
き
だ
け
同
席
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と

お
話
し
下
さ

っ
た
り
、
討
論
を
主
催
し
た
り
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
つ
も
甚
だ
厳
し
い
先
生
だ

っ
た
と
い
う
印
象
を
除
い
て
、

具
体
的
な
話
の
内
容
な
ど
は
い
ま
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
も
、
先
生
の
存
在
感
の
大
き
さ
だ
け
が
強
烈
に
焼

き
付

い
て
い
ま
す
。
た
だ
私
の
場
合
に
特
別
だ

っ
た
の
は
、

共
同
討
論
の
席
な
ど
で
は
内
気
で
め

っ
た
に
発
言
し
な
い
で

い
る
の
を
見
か
ね
た
、先
生
の
命
令
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
か
、

そ
れ
と
も
自
発
的
に
そ
う
し
た
の
か
、
ノ
ー
ト
に
書
い
た
も

の
を
時
々
先
生
に
提
出
し
て
見
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
の
ノ
ー
ト
は
次
の
日
に
な
る
と
、
適
切
な
批
評
や
強
い
励

ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
返

っ
て
き
ま
し
た
。
先
生
が
、
私
の
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専
攻
す
る
詩
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
も
深
い
教
養
と
共
感
を
持

っ
て
お
ら
れ
た
せ
い
も
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
先
生

と
私
と
の
個
人
的
な
対
話
の
場
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
が
、

多
忙
な
中
を
、
よ
く
も
我
ま
ま
な

一
生
徒
の
道
楽
に
付
き
合

っ
て
下
さ

っ
た
も
の
と
、
い
ま
も

っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
当
時
は
た
し
か
先
生
は
ヽ
超
人
的
な
ス
ピ
ー

ド
で
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
の
本
の
翻
訳
を
や

っ
て
お
ら
れ
た
は
ず

で
、
あ
ま
り
眠
ら
な
い
で
も
済
ま
せ
う
る
睡
眠
の
秘
密
を
発

見
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
語

っ
て
お
ら
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

食
事
の
と
き
以
外
は
、
寄
宿
生
同
士
で
何
や
か
や
勉
強
し

た
り
、
遊
ん
だ
り
、
横
浜
駅
、
渋
谷
駅
あ
た
り
に

「世
界
政

府
新
聞
」
を
売
り
に
出
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
ほ
と
ん

ど
売
り
さ
ば
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
同
宿
の
旧

制

一
高
生
だ

っ
た
原
島
賢
君
と
、
学
生
同
士
の
気
易
さ
で
特

に
親
し
く
な
り
、
彼
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
、

〈
フ
ン
ケ
イ

の
友
〉
と
い
っ
た
感
じ
で
、
わ
が
家
の
食
養
の
コ
ー
チ
役
を

務
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

食
養
の
道
に
身
を
挺
す
る
決
意
も
つ
か
ず
、
共
同
生
活
に

も
馴
染
み
き
れ
ぬ
ま
ま
、
結
局
ニ
カ
月
そ
こ
そ
こ
で
私
の
冒

険
は
挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
日
吉
生

活
は
私
に
は
生
涯
忘
れ
え
ぬ
体
験
で
す
。
桜
沢
先
生
の
思
想

に
は
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
著
書
を
通
じ
て
触
れ
続
け
て
い

ま
す
し
、
哲
学
、
科
学
含
め
て
、
最
近
の
世
界
の
思
想
動
向

が
、
次
第
に
先
生
の
考
え
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
方
向
に
む

か

っ
て
い
る
こ
と
を
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
ま
た
誇
ら
し
く
思

っ
て
い
る

一
人
で
す
。

（６‐

．
２

・
２８
）

（
〒
‐８５
　
東
京
都
国
分
寺
市
南
町
３
１
７
１
２
　
Ｐ
Ｕ
ネ
ー

ム
、
ム
ロ
ン
）

う
れ

し
く

て
、
楽

し
く

て
、

面
白

く

て林
　
　
慶

〓
一

ナ
ゼ
人
は
生
き
る
の
で
し
ょ
う
。
幸
不
幸
は
、
誰
が
断
定

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
桜
沢
師
は
、
多
く
の
テ
ー
マ
を
残
さ

れ
、
二
十
年
前
、
昇
天
さ
れ
ま
し
た
。
高
村
光
太
郎
風
に
云

う
の
な
ら
、
原
子
の

一
つ
と
な
り
、
私
達
の
内
に
生
き
、
見

守
り
、
循
環
し
、
息
づ
い
て
い
ま
す
。
生
命
か
ら
、
生
命

ヘ

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
壮
大
な
人
間
ド
ラ
マ
と
し
て
。

伏
義
か
ら
神
農
へ
、
そ
し
て
黄
帝
へ
、
老
子
の
説
く
易
経

か
ら
突
如
と
し
て

「未
開
人
の
精
神
』
と
云
う
師
の
説
、
科

学
手
法
を
用
い
て
の
東
洋
医
学
哲
学
の
幕
明
け
で
す
。

し
か
し
反
論
も
あ
り
ま
す
。
桜
沢
氏
の
死
後
、
週
刊
新
潮

は
コ
ラ
ム
で
次
の
よ
う
に
ヤ
ユ
し
て
い
ま
す
。
陰
陽
師
、
己

れ
の
生
涯
も
占
え
な
か

っ
た
の
か
と
。
恐
ら
く

『東
洋
医
学

の
哲
学
』
や

『永
遠
の
少
年
』
を
読
ま
な
か

っ
た
三
文
記
者

の
カ
ニ
の
眼
に
も
似
た
精
神
の
た
め
に
で
し
ょ
う
。

ど
ん
な
人
に
も
自
由
で
幸
福
な

一
生
を
送
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
い
た
る
具
体
的
生
活
指
導
原
理
と
宇
宙
的

規
模
で
、
い
つ
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
出
来
る
生
活
法
を

説
い
た
人
を
私
は
桜
沢
師
以
外
に
知
り
ま
せ
ん
。
サ
ム
サ
飢

じ
さ
が
原
動
力
と
師
は
断
言
し
ま
す
。
寒
さ
ヒ
モ
ジ
サ
で
日

日
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
生
活
が
、
学
び
が
Ｍ
Ｉ
で
あ
り
Ｃ

Ｉ
で
す
が
、
Ｃ
Ｉ
の
名
付
け
人
が
カ
ー
ン
で
す
。
エ
ミ
ー
ル

も
羽
田
沖
の
魚
の
餌
と
な
り
、
今
は
、
つ
ま
し
き
人
の
食
卓

を
賑
わ
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
合
掌

（彼
は
ホ
イ

ッ
ト
マ

ン
紹
介
者
）

生
ま
れ
れ
ば
人
は
死
に
ま
す
。
死
ね
ば
何
も
此
の
世
に
残

り
ま
せ
ん
。
富
も
名
声
も
。
全
て
空
と
散
り
ま
す
。
限
り
有

る
身
に
絶
え
ま
な
き
命
の
躍
動
を
ユ
メ
を
表
現
す
る
の
が
人

生
と
云
え
ま
し
ょ
う
。
毎
日
が
楽
し
く
て
、
ウ
レ
シ
ク
テ
。

そ
の
原
動
力
が
正
食
法
で
す
。
自
然
と
の
関
わ
り
合
い
の
中

に
、
つ
ま
り
、
対
立
す
る
全
て
の
モ
ノ
を
相
い
補
う
命
の
触

れ
合
い
の
日
々
で
す
。

五
千
年
前
、
老
子
は
云
い
ま
し
た
。

『学
を
絶
て
ば
憂
い

な
く
、
食
を
絶
て
ば
病
い
な
く
、
性
を
絶
て
ば
悩
み
無
し
』
。

余
り
に
も
多
き
執
着
心
の
強
き
今
の
世
に
、
無
執
着
、
無
所

有
、
無
差
別
の
宇
宙
の
秩
序
、
Ｃ
Ｉ
の
伝
統
は
、
誰
が
受
け

継
ぐ
の
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
無
権

師
よ
、
安
ら
か
に
眠
ら
れ
ん
こ
と
を

（６‐

．
２

・
２２
）

（
〒
４‐３
　
静
岡
県
熱
海
市
熱
海
１
８
８
３
１
８
９
　
Ｐ
Ｕ
ネ

ー
ム
、
ジ
ル
）

桜
沢
如

一
先
生
と
の
出
会
い

後
半
生
を
決
め
た
玄
米
食

宮

本

知

司

昭
和
二
十
七
年
五
月
某
日
、
市
内
の
学
友
か
ら

「父
の
友

人
、
中
村
嘉
寿
代
議
士
の
紹
介
で
、
東
京
か
ら
桜
沢
如

一
と

い
う
人
が
来
て
泊
ま
り
、
座
談
会
を
開
き
た
い
、
と
頼
ま
れ

た
か
ら
、
出
来
る
だ
け
沢
山
知
人
を
誘

っ
て
来
て
呉
れ
」
と

電
話
が
あ
り
、
当
日
同
僚
と
二
人
で
出
席
し
た
。

先
生
の
両
側
に
円
形
に
十
人
く
ら
い
座

っ
て
話
を
聞
き
、

こ
の
時
生
ま
れ
て
初
め
て

「玄
米
食
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
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ら
れ
た
。

そ
の
後
、
玄
米
食
を
始
め
て
か
ら
は
身
心
が
生
ま
れ
変
わ

っ
た
よ
う
に
よ
く
な
り
、
世
界
観

。
人
生
観
も

一
変
し
、
以

後
の
人
生
が
病
気
知
ら
ず
の
健
康
で
楽
し
い
平
和
な
も
の
と

な

っ
た
。
こ
れ
も
桜
沢
如

一
先
生
か
ら
玄
米
食
を
教
え
て
頂

い
た
お
蔭
と
、
そ
の
御
恩
は

一
生
忘
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
後
の

玄
米
食
を
人
々
に
奨
め
る
明
け
暮
れ
の
二
十
余
年
も
、
せ
め

て
も
の
桜
沢
如

一
師

へ
の
恩
返
し
の

一
端
に
も
と
の
微
意
か

ら
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
こ
の
時
の
師
の
玄
米
食
の
話
に
は
他
の
人
の

よ
う
に
直
ぐ
感
激
し
て
飛
び
つ
い
た
訳
で
は
な
く
、
多
少
の

疑
間
を
感
じ
た
。
そ
れ
で
数
力
月
の
間
、
納
得
い
く
ま
で
科

学
的
に
い
ろ
い
ろ
調
べ
研
究
し
て
、
初
め
て
師
の
説
の
正
し

い
こ
と
を
理
解
す
る
に
至

っ
た
。

そ
の
年
の
九
月
か
ら
、
絶
対
玄
米
野
草
食

（禁
、
酒

・
煙

草

・
砂
糖

・
動
物
性
食
品
）
の
食
生
活
に
入
り
、
厳
正
に
守

っ
て

一
年
を
経
ず
し
て
身
心
に

一
大
変
化
が
起
り
、
霊
能
が

著
し
く
向
上
し
た
こ
と
を
自
覚
し
、
玄
米
食
の
奇
蹟
的
効
果

に
狂
喜
し
た
。

か
ね
て
か
ら
、
人
生
の
後
半
生
は
前
半
生
に
社
会
か
ら
受

け
た
恩
を
返
す
こ
と
が
、
自
然
界
の
秩
序

「釣
り
合
い
」
の

原
理
を
成
就
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
、　
一

年
間
熟
考
し
た
末
、
現
代
の
日
本
に
と

っ
て
玄
米
食
の
復
活

・
普
及
が
最
も
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
り
社
会

へ
の
恩
返

し
に
な
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

人
生
八
十
と
み
て
、
四
十
歳

（昭
和
二
十
九
年
）
か
ら
始

め
後
半
生
の
四
十
年
を
こ
れ
に
捧
げ
、
八
十
歳

（昭
和
六
十

九
年
）
を
以
て
成
就

・
完
結
す
べ
く
計
画
を
立
て
た
。
四
十

歳
か
ら
開
始
し
て
引
続
き
現
在
、
そ
の
た
め
の
月
刊
食
医
学

雑
誌
の
発
行
、
毎
月
の
各
地
に
於
け
る
講
演
会

・
講
習
会
な

ど
を
通
し
て
微
力
を
尽
し
て
来
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

（６‐

．
２

・
１９
）

（
〒
７３４
　
広
島
市
南
区
本
浦
町
１
２
１
３
８
　
ペ
ン
ネ
ー
ム

日
灯
）

読
ん
だ
こ
と
だ

つ
た
ろ
う
か
。
今
何
十
年
振
り
に
読
み
返
し

て
み
る
と
、
当
時
の
感
激
が
そ
の
ま
ま
伝
わ

っ
て
来
る
と
は

…
…
、
云
う
べ
き
言
葉
が
な
い
。

桜
沢
先
生
に
お
目
に
掛
か

っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
四

月
二
十
九
日
、
大
阪
は
福
泉
寺
の
無
双
原
理
講
座
に
参
加
、

そ
の
時
が
、
始
め
で
あ
り
終
り
と
な

っ
た
。
聴
講
の
私
た
ち

に
放
た
れ
た
質
問
は
、
万
物
の
も
と
は

一
体
全
体
何
だ
？

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
か
と
思
う
。
私
た
ち
の
答
え
に
は
０

Ｋ
が
出
ず
、
黒
板
に
渦
巻
き
を
書
か
れ
て
、

「
こ
れ
だ
よ
」

と

一
言
、
今
で
も
こ
の
こ
と
が
私
の
中
に
渦
巻
い
て
？
を
求

め
続
け
さ
せ
て
い
る

。

以
来
自
分
の
身
体
に
寄
せ
て
は
返
し
、
寄
せ
て
は
返
す
大

波
、
そ
し
て
さ
ぎ
波
、
結
核
の
障
壁
か
ら
抜
け
出
し
て
就
い

た
職
場
に
無
事
二
十
年
、
停
年
を
む
か
え
、
さ
ら
に
三
年
職

場
を
勤
め
上
げ
る
こ
と
の
出
来
た
感
謝
は
汲
ん
で
も
汲
ん
で

も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
ま
で
至

っ
た
の
は
、
ひ
と
え

に
私
に
向
け
て
下
さ

っ
た

『
フ
リ
ッ
プ
物
語
』
に
あ
る
親
馬

の
役
を
し
て
下
さ

っ
た
数
限
り
な
い
先
輩
、
師
の
お
か
げ
で

あ
り
、
現
在
も
ま
た
、
自
分
は
仔
馬
な
の
だ
と
い
う
気
持
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

直
接
桜
沢
先
生
の
御
指
導
を
受
け
ら
れ
た
先
輩
、
師
の
お

話
に
よ
る
先
生
の
厳
し
い
、
慈
愛
あ
ふ
れ
る
ハ
ン
マ
リ
ン
グ
、

ま
た
著
書
を
通
し
て
伝
わ

っ
て
来
る

一
つ

一
つ
手
を
と

っ
て
、

引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
先
生
の
叫
び
が
、
つ
ま
る
所
、
仔
馬

の
動
き
を
手
を
出
さ
ず
に
じ
っ
と
見
守

っ
て
願
い
つ
づ
け
て

い
る
姿
に
重
な
る
不
思
議
な
魅
力
に
今
も
な
お
、
引
き
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
小
の
波
の
内
に
あ
る
自
分

を
眠
ら
ず
に
引
き
立
た
せ
て
呉
れ
て
い
る
と
確
信
し
、
感
謝

し
、
そ
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
問
題
に
し
て
い
る
い
じ
め
の
問

題
、
子
供
た
ち
の
苦
し
み
、
悩
み
、
親
の
戸
惑
い
、
迷
い
、

渡

辺

寛

海

Ｌ罐．，

二
十
歳
代
に
か
か

っ
た
結
核
に
よ
り
終
生
の
友
人
を
得
、

『無
双
原
理

・
易
』
『宇
宙
の
秩
序
』
を
手
に
し
て
、
心
身
に

わ
た
る
青
年
期
の
絶
望
か
ら
這
い
上
が
れ
た
よ
ろ
こ
び
は
、
つ

い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

冷
た
い
玄
米
む
す
び
を
病
床
で
噛
み
つ
つ
噛
み
つ
つ
読
み

進
ん
だ

『
コ
ン
パ
』
、
「新
し
き
世
界
へ
」
、
ま
る
で
桜
沢
先

生
が
日
の
前
に
居
ら
れ
る
よ
う
な
感
激
に
ひ
た

っ
た
。
即
、

そ
れ
は
大
胆
な
療
養
態
度
を
生
み
、
急
速
に
再
起
へ
の
道

が
ひ
ら
け
て
い
つ
た
。
著
書
と
し
て

『ウ
サ
ギ
の
ピ
ピ
』
、

「中
国
四
千
年
史
』

『三
十
五
億
年
の
君
の
伝
記
』
に
は
壮

大
な
歴
史
の
足
跡
が
自
分
の
身
体
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う

感
激
で

一
杯
に
な

っ
た
し
、

「世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
は
現

在
に
渦
巻
い
て
い
る
幾
つ
も
の
流
れ
に
距
離
を
置
い
て
見
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
た
し
、
そ
の
中
に
も
強
烈
な
印
象
と
な

っ

た

″南
支
那
海
の
奇
蹟
″
の
叙
事
詩
は
何
度
繰
返
し
繰
返
し
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を
思
う
と
き
、
桜
沢
先
生
の
ハ
ン
マ
リ
ン
グ
は
人
間
が
持

っ

て
い
る
思
い
上
が
り
、
自
信
、
価
値
感
を
徹
底
的
に
打
ち
の

め
す
た
め
に
向
け
ら
れ
た
先
生
の
愛
の
叫
び
で
は
な
か

っ
た

か
、
と
思

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（６‐

．
２

・
１７
）

（
〒
９３９
　
富
山
市
中
川
原
１
７
）

所

健

そ
れ
は
戦
後
二
、
三
年
の
頃
、
横
浜
桜
木
町
駅
近
く
の
国

電
内
で
、
若
い
女
の
子
か
ら
世
界
政
府
新
聞
を
買
わ
さ
れ
た

こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
。
当
時
二
十
過
ぎ
て
中
国
か
ら
引
き
揚

げ
、
母
妻
子
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
だ

つ
た
私

だ
が
、
そ
れ
で
も
頭
の
中
は
戦
争
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か
、

ど
う
し
た
ら
防
げ
る
の
か
、
と
い
う
疑
間
で
い
っ
ぱ
い
だ

つ

た
。そ

れ
か
ら
日
吉
や
代
々
木
を
尋
ね
、
本
を
求
め
、
時
折
り

の
集
会
に
で
る
程
度
で
、
病
気
治
し
に
は
、
余
り
熱
心
で
は

な
か
っ
た
。
た
だ
、
戦
争
は
人
間
の
心
が
起
こ
す
も
の
、
そ

の
た
め
の
心
の
健
康
法
の
基
礎
と
し
て
、
正
食
の
重
要
さ
を

理
解
し
、
そ
の
実
験
と
し
て
、
医
者
の
見
放
し
た
肺
ガ
ン
患

者
を
、
十
日
間
ほ
ど
で
元
気
に
退
院
さ
せ
た
が
、
つ
い
に
宇

宙
の
秩
序
や
無
双
原
理
を
体
得
さ
せ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、

数
年
後
に
夫
婦
問
題
等
も
絡
ん
で
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
は
、

食
養
の
み
に
よ
る
病
気
治
し
の
問
題
点
を
痛
感
し
、
以
後
は

も

っ
ば
ら
平
和
と
幸
福
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

先
生
の
御
言
葉
で
今
で
も
良
く
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
の

は
、

「
ノ
ン
ク
レ
ド
ー
ー
信
じ
る
な
」
と

「難
あ
り
有
り
難

し
」
（楽
は
苦
の
種
、苦
は
楽
の
種
。人
間
万
事
蜜
館
が
馬
？
）

先
生
と
お
別
れ
し
て
二
十
年
、
色
々
の
先
輩
や
本
で
教
わ

っ

た
が
、
無
双
原
理
や
宇
宙
の
秩
序
、
そ
し
て
ノ
ン
ク
レ
ド
が
、

ど
の
く
ら
い
、
新
し
い
知
識
や
情
報
の
、
理
解
や
選
択
に
役

立

っ
て
呉
れ
た
か
！
　
人
生
七
十
を
迎
え
、
今
ま
で
の
、
そ

し
て
今
後
の
私
の
思
想
や
行
動
に
、
い
か
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
た
か
！
　
と
て
も
書
き
切
れ
ま
せ
ん
が
、
た
と
え

ば
、
難
し
い
厚
い
本
を
沢
山
読
ま
な
く
と
も
、
資
本
主
義
や

社
会
主
義
、
共
産
主
義
の
長
所
や
短
所
は
直
ぐ
判
る
し
、
ま

た
、
安
藤
昌
益
の
思
想
も
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ゃ
超
能
力
、
霊
界
や
先

端
技
術
の
本
も
、
容
易
に
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
全
て
桜
沢
先
生
か
ら
、
人
間
が
生
き
る
上
で
の

最
も
基
本
的
な
教
え

（私
は
こ
れ
こ
そ
真
の
宗
教
と
呼
ぶ
ベ

き
と
思
い
ま
す
が
）
を
頂
い
た
御
蔭
と
、
御
恩
は
忘
れ
た
こ

と
は
無
い
の
で
す
が
、
申
し
訳
無
い
こ
と
は
、
い
ま
だ
何

一

つ
御
恩
返
し
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

折
り
か
ら
日
本
は
、
経
済
力
も
病
院
も
世
界

一
に
近
づ
き

な
が
ら
、
難
病
は
減
ら
ず
、
子
供
は
い
じ
め
ら
れ
、
国
家
財

政
も
健
保
も
赤
字
、
外
国
か
ら
は
貿
易
黒
字
を
責
め
ら
れ
、

世
界
の
戦
争
や
動
乱
も
収
ま
る
気
配
は
な
い
。　
一
時
も
早
く

「新
し
き
世
界
へ
」
と
叫
ぶ
先
生
の
愛
の
鞭
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
こ
の

「新
し
き
世
界
」
を
開
く
扉
の
鍵
は
、
も
う

充
分
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
は
た
だ
こ
の
鍵
を
、
大
勢

で
持

っ
て
、
皆
で
手
を
取
り
合

っ
て
、
力
を
協
わ
せ
て
開
く

だ
け
で
し
ょ
う
。
困
難
は
多
い
ほ
ど
面
白
い
。
ど
こ
か
ら
ど

う
始
め
る
か
？
　
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
詳
し
く
書
き
ま
し

よ
う
。

最
後
に
ノ
ン
ク
レ
ド

（信
じ
る
な
）
と
は
、

人
間
社
会
も
自
然
現
象
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
つ
い
て
、

疑
間
を
も
ち
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
そ
れ
を
実
験
し
、
そ
の

上
で
是
非
善
悪
を
判
断
す
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
般
若
心
経
の
呪
文

「ぎ
ゃ
―
て
い
、
ぎ
ゃ
―
て
い

を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。

「行
な
お
う
、
実
践
し
よ
う
、
真
の
幸
福

へ
の
道
を
、
皆
で

協
力
実
践
し
て
、
幸
福
を
実
現
し
よ
う
」
と
。

何
を
実
践
す
る
の
か
？

得
た
知
識
を
我
が
身
で
、
家
族
で
、
社
会
で
実
験
し
、
そ

の
成
果
を
世
界
に
広
め
て

「新
し
き
世
界
へ
」
の
扉
を
開
く

事
を
！

（６‐

．
２

・
２３
）

（
〒
２５９
‐
０１
　
神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
百
合
が
丘
３
１
２‐
‐

１
）

（以
下
次
号
）

桜
沢
先
生
に
会
わ
れ
た

方
　
ヘ

た
だ
今
、
記
念
執
筆
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
編
集
部
あ
て
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

本
誌
編
集
部
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桜 沢 如 一

東洋医学の哲学
― ― 最 高 判 断 力 の 書 ―一

■ 目次/医学か ?信仰 か ?/実用弁証法的な分類法/
東洋の無双原理/人間の起源/東洋 の医学/宇宙の

秩序/最高判断力

第 9届J発行 .ノ                 定 価

●マ クロ ビオテ ィックの原理

を分 か りやす く述べた名著 ′

A5半り 15× 21 cm

253′ ―ヾ-1′

2,000円 (〒 250)

桜 沢 如 一 著 日本CI協会刊

魔 法 の メ ガ ネ

―
無双原理は 魔法のメガネ 宇宙の果てから 心の底まで

神の御わぎを われらに示す おもしろ、おもしろ 無双の原理一―

増刷出来/
定価改定  1,200円  〒250円

米
陸
軍
研
究
所
が

「原
転
」を
″
認
／

日
本
Ｃ
ｌ
協
会
は
、
最
近
、
米
陸
軍
輸
送
設

備
研
究
開
発
司
令
部

（パ
ー
ジ
エ
ア
州
）
の
調

査
レ
ポ
ー
ト
２
２
４
７

『生
物
組
織
に
お
け
る

元
素
転
換
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
』

（Ｓ

・
ゴ
ー
ル
ド
フ
エ
イ
ン
、
１
９
７
８

・
５
）
と

い
う
文
書
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。
こ
れ
は
公

開
承
認
済
み
の
文
書
で
あ
る
が
、
桜
沢
先
生
が

晩
年
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ

「原
子
転

換
」
に
つ
い
て
、
米
陸
軍
が
独
自
の
立
場
か
ら

調
査
し
、

「確
か
に
元
素
転
換
は
存
在
す
る
」

と
結
論
し
て
い
る
／

▲ルイ・ケルヴラン博士

■
ル
イ

・
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
著
、
桜
沢
如

一
訳

『生
体
に
よ

る
原
子
転
換
」

「自
然
の
中
の
原
子
転
換
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
３
、
５
０
０
円
、
送
料
３
０
０
円
ず
つ
で
す

が
、
只
今
、
２
点
を

一
緒
に
ご
注
文
の
方
に
は
、
送

料
を
当
協
会
が
負
担
し
、
７
、
０
０
０
円
で
お
頒
け

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
日
太

， Ｃ
Ｉ
位
Ｘ
富
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吉
見
ク
リ
ム
（２
；
１
孝
）今

、　
フ

ラ

ン

ス

は

自

然

医

宅

フ

ー

ム

卜 、1

||
連
載
第
２
回

自
然
医
学
界
の

ジ

ヤ
ン
ヌ

・
ダ

ル
ク

昨
年
十
月
ご
ろ
、
「
フ
ラ
ン
ス

・
ソ
ワ
ー
ル
』
紙

（タ

刊
、
発
行
部
数
百
万
く
ら

い
）
の
第

一
ペ
ー
ジ
上
段

に
、

連
日
、
次
の
よ
う
な
広
告
が
出
た
。

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

風
邪
か
ら
、
あ
な
た
を
守
る
た
め
に

リ
カ

ｏ
ザ
ラ
イ
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。

４
３

・
６
９

●
４
０

ｏ
４
０

へ
お
電
話
を
，
・

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

こ
の
広
告

に
応
じ
て
掛
か

っ
た
電
話
が

一
日
に
四
千
。

三
週
間

で
、
延

べ
六
万
人

の
人
々
が
指
導
を
受
け
た
と

い

う
。
そ
の
間
に
リ
カ

。
ザ
ラ
イ
が
受
け
取

っ
た
手
紙

の
数

が

一
万
五
千
通
。
そ
れ
に
も
れ
な
く
返
事
す
る
た
め
に
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

い
っ
た
い
、
話
題
の
主
人
公
、
リ
カ

・
ザ
ラ
イ
と
は
、

ど
ん
な
女
性
な
の
か
。

彼
女
は
、　
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
若

い
世
代

に
か
な
り

人
気
の
あ
っ
た

ュ
ダ
ヤ
人

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
で
あ
る
。
数

年
前
に
、
車
の
事
故
で
全
身
に
重
傷
を
負

い
、
脊
椎
そ
の

他
の
骨
折
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
た
め
に
、
二
度
と
立

っ
て

歩
く
こ
と
は
な
か
ろ
う
、
と
言
わ
れ
、
現
代
医
学

に
見
放

さ
れ
た
。

そ
れ
が
今
、
以
前
よ
り
は
る
か
に
美
し
く
、
若
く
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
姿

で
、
不
死
鳥
の
よ
う
に
、
よ
み
が
え

っ

た
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

彼
女
を
奇
跡
的
に
救

っ
た
の
が
、
菜
食
主
義
の
自
然
医

学
だ
っ
た
。
そ
の
体
験
を
も
と
に
し
て
、
彼
女
は

『
わ
が

▲ リカ・ザライ
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自
然
医
学
六
４
５
０
ベ
ー
ジ
）
と

い
う
本
を
書

い
た
。

そ
れ
が
、
昨
年
、
六
カ
月
で
実
に
百
三
十
万
部
を
売

っ

て
、
空
前
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ
た
。
今
年

一
月
末

に

は
、
ほ
ぼ
百
五
十
万
部
に
達
し
た
と

い
う
。
ま
さ
に
、
爆

発
的
人
気
と
は
、

こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
月
に
な

っ
て

も
、
毎
週
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
順
位
の
ト
ッ
プ
で
、
他

の
本

を
断
然
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
医
師
会
は
、

こ
の
異
常
事
態
を

「
放
置

で

き
な
い
」
と
し
て
、
「
不
法
医
療
行
為
」
を
理
由

に
、
リ
カ

ｏ
ザ
ラ
イ
を
告
訴
し
、
「
国
民
的
危
険
」
で
あ
る
と
厚
生
省

に
訴
え
た
。

一
方
、
薬
草
専
門
の
治
療
家
た
ち
も
、
こ
の
プ
ー
ム
で

薬
草
が
不
足
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
、
警
告
を
出
す
騒

ぎ
で
あ
る
。

商
業
雑
誌

の
中

に
も
、
ぼ

つ
ぼ

つ
、

こ
の
人
気
歌
手
を

非
難
す
る
も
の
が
現
わ
れ
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
記
事
が
出
始

め
て
い
る
。

「
わ
が
自
然
医
学
』
の
内
容
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

ひ
と
口
に
言

っ
て
、
日
本

に
も
古
く
か
ら
無
数

に
あ
る
民

間
療
法

の
た
ぐ

い
で
あ
る
。

風
邪
に
は
レ
モ
ン
汁
が

い
い
と
か
、
脳
溢
血

に
は
生

の

玉
ネ
ギ
を
足
の
裏
に
は
る
と
か
、
ガ

ン
に
は
赤

い
ベ
ト
ラ

ー
プ
を
食

べ
る
の
が
い
い
と

い
っ
た
た
ぐ

い
の
ノ
ウ

ハ
ウ

が
書

い
て
あ
る
。
小
麦

の
ヌ
カ
の
効
用
や
、
粘
土

の
驚
異

的
効
能
も
出
て
い
る
。

煎
じ
薬
が
多

い
が
、
漢
方
も
ど
き
の
複
雑
な
調
合

の
物

も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
腸
の
掃
除
用
」
と
称
す
る
下
剤
は
、
次

の

よ
う
な
調
合
で
あ
る
。

る
り
ぢ
し
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
グ
ラ
ム

す
ぎ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
グ
ラ
ム

サ
ル
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
０
グ
ラ
ム

セ
ン
ナ
の
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
グ
ラ
ム

い
ぶ
き
じ
ゃ
こ
う
そ
う
　
　
　
　
　
１
０
グ
ラ
ム

あ
か
ね
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
グ
ラ
ム

甘
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
グ
ラ
ム

お
と
ぎ
り
草

の
花
頂
部
　
　
　
　
　
２
０
グ
ラ
ム

サ
ボ

ン
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
グ
ラ
ム

フ
ラ
ン
グ
ラ
皮
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
グ
ラ
ム

以
上
十
種
の
草
根
木
皮
を
３
分
間
沸
騰
さ
せ
、
後
１
５

分
浸
出
さ
せ
る
。
湯
の
み

一
杯
、　
一
日
三
回
服
用
。

「
目

を

つ
ぶ
り
、
鼻
を

つ
ま
み
、
ひ
と
息
に
飲
み
干
せ
―
」

お
も
し
ろ
い
の
は
、
本

の
中

に
、
わ
が
オ
ー
サ

ワ
式
食

養
と
同
じ
、
ま
た
は
非
常

に
似
た
手
当

て
法
や
考
え
方
が
、

ち
ら
ち
ら
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

基
本
食
は
、
黒
バ

ン
と
チ
ー
ズ
と
果
物
。

婦
人
病

に
は
、
粘
土
を
入
れ
た
温
湯
で
腰
湯
す
る
の
が

い
い
。

風
呂
の
場
に
１
キ

ロ
の
自
然
海
塩
を
ぶ
ち
こ
む
。

台
所
薬
局
。

ア
レ
キ
シ
ス

・
カ
レ
ル
。

エ
ト
セ
ト
ラ
、

エ
ト
セ
ト
ラ

一
九
五
〇
年
代
に
Ｇ
Ｏ

（桜
沢
先
生
）
は
フ
ラ
ン
ス
の

菜
食
団
体
や
自
然
医
学
団
体

に
積
極
的

に
講
演
し
て
回

っ

て
い
る
が
、
そ
の

一
つ
の

「
菜
食
協
会
」
∩
レ
モ
ン

・
デ

ル
ト
レ
、
会
員
四
〇
万
人
）
に
、
リ
カ

ｏ
ザ
ラ
イ
も
出
入

り
し
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
そ
の
せ
い
か
も
知
れ
な

い
。

マ
ス
コ
ミ
の
世
界
に
飛
び
出
す
彼
女
は
、
た
い
へ
ん
陽

性
で
強

い
論
客
で
あ
る
。
医
学
者
が
五
、
六
人
が
か
り
で

質
問
攻
め
し
て
、
や
っ
つ
け
よ
う
と
し
て
も
、
彼
女
に
は

歯
が
立
た
な

い
。
後
に
紹
介
す
る
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

ガ

ン
の
最
高
権
威
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

・
マ
テ
教
授
な
ど
は
、

む
し
ろ
、
リ
カ

・
ザ
ラ
イ
を
支
持
す
る
側
の
よ
う
に
見
え

る
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
も
、
リ
カ
を

エ
リ
ゼ
宮
に
招
待

し
て
賛
辞
を
送

っ
た
、
と
も
聞
く
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
質
疑
応
答

に
は
、
愉
快
な
の
が

あ
る
。

―
あ
な
た
の
自
然
菜
食
主
義
の
考
え
方

に
賛
成
し
ま
す

が
、
残
念
な
こ
と
に
、
私
は
肉
屋
な
の
で
す
。
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

「
商
売
を
変
え
な
さ
い
！
」

リ
カ
は
、
今
、
医
師
法
の
名
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
誰
の
目
に
も
、
こ
の
裁
判
で
、
彼
女
に
勝
ち

目
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な

い
。
病
気
の
治
し
方
を
指
示

す
る
姿
勢
が
、
あ
ま
り
に
も
大
胆
で
あ
る
。
医
師
の
免
状

が
な

い
の
に
、
病
気
の
診
断
を

ハ
ッ
キ
リ
言

い
す
ぎ
る
。

使
用
す
る
生
薬
の
量
が
度
は
ず
れ
て
多

い
。
そ
の
上
、
病

人

に
人
気
が
あ
り
す
ぎ
て
、
嫉
妬
を
買
う
。

ど
ん
な
に
人
気
を
博
し
た
と
し
て
も
彼
女
の
自
然
医
学

は
、
し
ょ
せ
ん
、
経
験
的
療
法
の
寄
せ
集
め
に
過
ぎ
な

い
。

原
理
な
ど
ま
る
で
無

い
。
理
論
的

に
は
、
科
学

に
よ
っ
て

た
ち
ま
ち
ひ
ね
り

つ
ぶ
さ
れ
る
に
決
ま

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
彼
女
は
、
医
学
の
権
威
の
前

に
、　
一
歩
も
ゆ

ず
ら
な

い
姿
勢
を
見
せ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
世
論
を
あ

お
り
た
て
て
、
敢
然
と
医
師
法
や
権
力

に
た
て

つ
こ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
見
え
る
。
そ
の
正
義
感
と
勇
気
が
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ジ
ャ
ン
ヌ

ｏ
ダ
ル
ク
に
似
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ヌ

・
ダ
ル
ク
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
寒
村

に
生
ま
れ

た
田
舎
娘
で
あ
る
。
神

の
声
を
聞
く
こ
と
し
か
知
ら
な

い

十
七
歳

の
娘
が
、
戦
争

に
強

い
わ
け
が
な

い
。
並
み
い
る

歴
戦
の
将
軍
た
ち
を
さ
し
お

い
て
兵
士
た
ち
を
指
揮
し
、

陣
頭
に
軍
旗
を
ふ
り
か
ざ
し
て
突
撃
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
を

撃
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
誰
に
も
考
え
ら
れ
な

い

こ
と
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
ジ
ャ
ン
ヌ

ｏ
グ
ル
ク
は
、
や
っ
て

フ
ラ
ン
ス
を
救

っ
た
か
ら
、
今
で
も
国
民
的
大
英
雄

で
あ

る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
馬
鹿
に
す
る
人
は
あ

っ
て
も
、
ジ
ャ

ン
ヌ

・
ダ
ル
ク
を
悪
く
言
う
人
は
、
ま
ず
、

い
な

い
。

そ
の
救
国
の
少
女
も
、
結
局
は
、
同
胞
の
嫉
妬

に
あ

っ

て
、
敵
軍
に
売
り
渡
さ
れ
、
生
身
の
ま
ま
焼
か
れ
た
。

リ
カ

・
ザ
ラ
イ
は
、
泥
く
さ
い
田
舎
出
の
フ
ラ
ン
ス
女

性
で
は
な
く
て
、

ユ
ダ
ヤ
系
パ
リ
ジ

ェ
ン
ヌ
で
、
華
麗
な

有
名
歌
手
で
あ
る
。
そ
の
点
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ

・
グ
ル
ク
と

違
う
。

動
物
実
験

の
反
対
運
動

で
は
、
も
う

一
人

の
自
然
主
義

ジ
ャ
ン
ヌ

ｏ
ダ
ル
ク
が
、
派
手
な
ケ
ン
カ
を
医
学
者

に
た

た
き

つ
け
て
い
る
。
ブ
リ
ジ
ッ
ト

・
パ
ル
ド
オ
で
あ
る
。

そ
の
勇
敢
さ
は
、
時

に
「盲
、
蛇
に
お
じ
ず
」
と

い
う
か
、

た
い
へ
ん
大
ら
か
で
も
あ
る
の
だ
が
、

フ
ラ
ン
ス
は
、
昔

か
ら
ど
う
も
女
神

の
国
で
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
女
は
花
を

も

っ
て
し
て
も
打

て
な

い
の
だ
か
ら
、
言
わ
ず
も
が
な
で

は
あ
る
。

さ
て
、
わ
が
リ
カ

・
ザ
ラ
イ
、
こ
の
自
然
医
学

の
聖
戦

を
ど
こ
ま
で
勝
ち
抜
く
か
。
現
代
の

「
魔
女
」
を
、
今
、

全

フ
ラ
ン
ス
が
見
守

っ
て
い
る
。
　

　

（
つ
づ
く
）

4/20毎月第3日曜/倉 ″ ″
体質を改善し病気を治す食事指導

‖時～4時

講師 橋本宙 八   1947生 まれ。1973年 に正食法の提唱者、桜沢如一の思想に出会う。福島

の山奥の原野を開墾し、手作 りで家を建て、 4人の子供のお産はすべて自分の手で取 り上

げた。現在、地元いわき市で「正食講座」を開講。子育て、教育、健康、その他正食に関

する何でも相談受けつけます。 (福島県いわき市小川町上小川字中戸渡35)

※相談 (有料)希望の方は正会員になり、予約受付して下さい。

手 造 り 食 品 (正食者向き)

◆ きねつき玄米もち (煮 くずれしません。1袋 10切 れ入り)

◆ 日高昆布つくだ煮、のりつくだ煮、冷凍食品 (コ ーフーカツ、ハンバーグ、ひえコロッケ、
南瓜コロッケ、蓮根ボール、中華まんじゅう、田舎まんじゆう、アップルパイ、小倉パイ、南瓜
パイ、ミートパイなど)(以上の商品には、砂糖、ハチ ミツ、みりん、大豆蛋自、煮干し、かつお

節などは一切使用 していません)

● 他社商品は、生グルテン、生妹、生ゆばなど生鮮食品、オーサワジャパン、正直村、ムソー

食品、ツルシマなどの商品。
● 配達は愛知県内 (一部地区をのぞくヽ 発送は全国各地へ。

正 食 の店 ず塾

愛 知 県 小 牧
〒485 a,0

生  堂
3

1

４

　
７

９

２

甫

７

寺

８

市

５６

正食の店モ ン トリオー ル
名古 屋市昭 和 区 南 山町 15-19
T466 ● 052・ 833・ 3868
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20周年 にさい して

相
関

原 ヘ ル マ ン
G。 オーサワ財団理事長)

桜沢如一先生

●近著、『万華鏡J(英文)よ り著者訳

西
の
か
な
た
の
太
平
洋
か
ら

ニ
ッ
ポ

ン
人
が
や
っ
て
来
た
。

礼
儀
正
し

い
、
黄
色

い
ヒ
フ
の

二
本
差
し
の
行
列
が

帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
、
四
輪
馬
車

に

鈴
な
り
に
な

っ
て

今
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
行
列
し
た
。

（
Ｗ

・
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン

）

一
八
六
〇
年
六
月
十
七
日
、
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン
は
七
十
七

人
の
日
本
の
侍
た
ち
を
、

こ
の
よ
う
に
歓
迎
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
時
、
チ
ョ
ン
マ
ゲ
姿
の
侍
た
ち
を
見
よ
う
と
し

て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
始
ま

っ
て
以
来

の
大
群
衆
が
プ

ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
に
集
ま

っ
た
と

い
う
。

そ
の
時
の
副
使
節
、
村
垣
淡
路
守
範
正
は
、
そ
の
模
様

を
日
記
に
書

い
て
い
る
。

「
私
た
ち
の
船
は
、
午
後
二
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港

に
着

い
た
。
波
止
場

に
は
何
千
と

い
う
船
が
我
々
を
待

っ
て
い

た
。
我
々
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊

の
あ
と
に

つ
い
て
広

い
通

り
を
行
進
し
た
。
な
ん
で
も
十
二
の
軍
隊
か
ら
選
ば
れ
た

八
千
人

の
士
官
と
兵
士
が
こ
の
行
進
に
参
加
し
た
。
そ
の

上
、
数
千
人

の
市
民
も
参
加
し
た
。
道

の
両
側
は
見
物
人

で
い
っ
ば

い
で
、

ア
リ
の
は
い
出
る
す
き
も
な
か

っ
た
。

我
々
は
夕
方
遅
く
ホ
テ
ル
に
着

い
た
。
そ
れ
は
六
階
建

て

の
豪
華
な
建
物
だ
っ
た
。
ど
の
窓

に
も
日
本

の
旗
が
飾
ら

れ
、
子
供
た
ち
は
手
に
手
に
日
本
の
旗
を
持

っ
て
迎
え
て

く
れ
た
」

記
録

に
よ
る
と
、
今
ま
で
聞

い
た
こ
と
も
な
い
、
も
ち

ろ
ん
、
見
た
こ
と
も
な

い
日
本
人
を
見
よ
う
と
し
て
、
見

物
人
が
道

の
両
側
の
家
の
窓
と

い
う
窓
、
屋
根
と

い
う
屋

根
、
道
路

い
っ
ぱ

い
に
う
ず
め

つ
く
し
た
。
す
ば
し
こ
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
商
人
は
、

こ
の
金
も
う
け
の
機
会
を
だ

ま

っ
て
逃
が
さ
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
店
の
前
に
腰
掛
け
を

作

っ
て
、　
一
人

一
ド
ル
で
貸
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ

イ
ム
ス
に
よ
る
と
、

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
は
こ
の
歓
迎

の
た

め
に
、
十
四
日
間
で
九
万

一
千
三
百
八
十
ド
ル
を
使

っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

（今

の
金
額
に
換
算
す
る
と
、
多
分

百
万
ド
ル
く
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
）

七
十
七
人

の
侍
た
ち
が
熱
狂
的
な
歓
迎
を
う
け
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
百
年
た

っ
た

一
九
六
〇
年
の

一
月
、
同
じ

マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
プ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
近
く

へ

一
人

の
侍
が
や

っ

て
き
て
、
彼
も
ま
た
熱
狂
的
な
歓
迎
を
う
け
た
。
今
度

の

侍
は
チ
ョ
ン
マ
ゲ
や
両
刀
の
代
わ
り
に
、
き
ち
ん
と
し
た

洋
服
に
ネ
ク
タ
イ
と

い
う

い
で
た
ち
で
、
サ
ビ

の
深

い
声

で
、
流
暢
な

フ
ラ
ン
ス
語
と
、
そ
れ
ほ
ど
流
暢

で
は
な

い

英
語
で
講
義
し
た
。
彼
の
ア
メ
リ
カ
で
の
名
は
、
ジ
ョ
ー

ジ

・
オ
ー
サ
ワ
と

い
っ
た
。

た
ぶ
ん
、

フ
ラ
ン
ス
で
の
評
判
を
伝
え
聞

い
た
の
で
あ

ろ
う
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
で
の
最
初
の
講
演
会

に
は
、
た
い

し
た
広
告
も
し
な
い
の
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
士
、
知

識
人
が
数
十
人
も
集
ま

っ
た
。
あ
ま
り
に
評
判
が
よ
か

っ

た
の
で
、　
一
月
だ
け
の
予
定
だ
っ
た
の
が
、
二
月
と
二
月

に
十
日
間
ず

つ
行
な
わ
れ
、
そ
の
他

に
日
本
人

の
た
め

の

特
別
講
義
も
行
な
わ
れ
た
。
彼
は
た
ち
ま
ち
有
名
に
な

っ

て
、
テ
レ
ビ

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
も
引

っ
張
り
出
さ
れ
た
。

い
よ
い
よ
三
カ
月
の
滞
米
期
限
が
き
て
フ
ラ
ン
ス
に
帰

る
時
、
彼
は
七
月
と
八
月
に
ま
た
ア
メ
リ
ヵ
に
や
っ
て
き

て
、
夏
季
講
習
を
す
る
と

い
う
約
束
を
さ
せ
ら
れ
た
。

ア
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メ
リ
カ
で
の
初
め
て
の

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
出
来
、
我

々
の
や
っ
て
い
た
「ギ

ン
ザ
」
と

い
う
店

で
は
、

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
品
を
売
り
始
め
た
。

あ
る
医
者
が
患
者

に

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
を
す

す
め
た
の
で
、
「
ギ

ン
ザ
」
に
は
毎
日
、
数
十
人

の
患
者
が

食
品
を
買
い
に
来
た
。
ジ
ョ
ー
ジ

ｏ
オ
ー
サ
ワ
が
初
め
て

英
語
で
書

い
た

「
ゼ

ン

ｏ
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と

い

う
本
は
、
あ
ま
り
に
有
名
に
な
り
す
ぎ
て
、
三
年
後
に
は

死
人
ま
で
出
た
ほ
ど
だ

っ
た
。

な
ぜ
、
彼
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
有
名

に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

彼
は
も
の
す
ご

い
知
識

の
持
ち
主
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

話
題
は
興
味

に
満
ち
て
い
た
。
彼

の
話
は
と
て
も

ユ
ー
モ

ア
が
あ

っ
た
の
で
、
た
え
ず
人
を
笑
わ
せ
た
。
彼
は
人
を

魅
す
る
何
か
を
持

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
単
に
人
を

喜
ば
す
芸
人

で
は
な
か

っ
た
。
彼
が
そ
ん
な
に
短
期
間

に

有
名
に
な

っ
た
の
は
、
二

つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
彼

の
徹
底
し
た
玄
米
主
義
の
食
事
法
で
、
全

て
の
病
気
が
治
る
と
公
言
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
、

彼
は
信
念

に
徹
し
、
恐
れ
を
知
ら
な
か

っ
た
。

い
や
、
「
恐

れ
」
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か

っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
彼
の
こ
の
信
念
は
、
ア
フ
リ
カ
で
自
分
の
熱
帯
性

カ
イ
ヨ
ウ
を
治
し
た
経
験
か
ら
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
。
彼
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
病
気
は
７
号
食

（玄
米
と

ミ
ツ
と
ゴ

マ
塩
）
だ
け
で
治
る
と
言

っ
た
し
、
本
に
も
書

い
■
＾
。

栄
養
過
多

で
病
気
に
な

っ
て
い
た
多
数

の
ア
メ
リ
カ
人

は
、
こ
の
７
号
食

で
大
変
よ
く
な

っ
て
い
っ
た
。
た
と
え

症
状
が
あ

っ
て
も
、
気
分
だ
け
は
す
ぐ
良
く
な

っ
た
の
で

一
度
こ
の
食
事
を
や

っ
た
も
の
は
、
こ
の
食
事
法
の
良

い

こ
と
を
決
し
て
疑
わ
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
彼

の
本
当

の
魅
力
は
彼
の
教
育
者
と
し
て
の

魅
力
で
あ

っ
た
。
彼
は
い
つ
も
講
義
を
、
病
気

の
原
因
、

現
代
医
学

の
治
療
法

の
批
判
、
ま
た
は
文
明
の
批
判
、
生

理
学
、
物
理
学
そ
の
他

の
陰
陽
的
見
方

で
始
め
る
が
、
最

後
は
徹
底
し
た
自
己
批
判
力
、
思
考
力
の
養
成

に

つ
い
て

語

っ
た
。
彼
は
、
全

て
の
病
気
、
不
幸
が
、
判
断
力

の
低

さ
、
く
も
り
か
ら
く
る
こ
と
を
教
え
た
。

い
な
、
分
か
ら
せ

た
。
彼
は
、
教
え
る
こ
と
で
は
満
足
し
な
か

っ
た
。
納
得

さ
せ
ね
ば
満
足
し
な
か

っ
た
。
彼
は
、
人
々
が
彼
の
話
を

信
ず
る
こ
と
を
き
ら

っ
た
。
そ
れ
で
、
彼

の
説
に
賛
成
す

る
者
は
そ
の
理
由
を
と
こ
と
ん
ま
で
説
明
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
彼
の
説
に
反
対
す
る
者
は
、
こ
れ
ま
た
良

い
勉
強
、

あ
る
い
は
弁
証
法

の
材
料
と
な

っ
た
。

こ
の
二
十
世
紀
は
、
科
学
や
技
術
が
我

々
の
生
活
に
新

し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
送
り
こ
み
、
我

々
の
生
活
や
考
え

方
を

一
八
〇
度
以
上
変
え
て
し
ま

っ
た
。
た
と
え
ば
、
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
、
テ
レ
ビ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
人
工
衛

星
…
…

彼
は
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
新
し
い
言
葉

を

ア
メ
リ
カ
人

の
中

へ
持
ち
込
ん
で
、
彼
ら
の
考
え
方
を

見
事

に
変
え
て
し
ま

っ
た
。
彼
は
言
葉

の
魔
術
師
で
発
明

家
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
後
の
目
的
は
、
キ
リ
ス
ト

が
二
千
年
前
に
説
き
ま
わ

っ
た
よ
う
に
、
「
天
国
」
と

い
う

も
の
の
現
代
的
説
明
だ

っ
た
。
彼
は
生
ま
れ

つ
き
の

ハ
ニ

カ
ミ
や
で
、
「
神
」
と

い
う
言
葉
を
使
え
な
か

っ
た
。
そ
れ

で
、
「
宇
宙

の
秩
序
」
と
か
、
「
無
双
原
理
」
と
か
言

っ
た
。

彼
に
と

っ
て
、
病
気
治
し
は
も
う
ま
ど
ろ
し
か

っ
た
。

病
気
な
ど
は
、
食
事
さ
え
正
し
く
す
れ
ば
治
る
も
の
だ
か

ら
、
も
し
良
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
食
事
法
が
間
違

っ
て
い

る
か
、
病
人
が
手
お
く
れ
か
、
な
の
だ
か
ら
、
彼
に
と

っ

て
そ
ん
な
も
の
に
は
も
う
興
味
が
な
か

っ
た
。
彼

の
ネ
ラ

イ
は
、
人
間
性

の
再
発
見
、
あ
る
い
は
自
由
、
正
義
や
幸

福
を
、

こ
の
あ
わ
た
だ
し
い
人
間

の
世
界

へ
実
現
す
る
こ

と
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
わ
け
は
、
こ
の
自
由
、
正
義

と
か
平
和

の
原
理
が
分
か
ら
な
い
か
ぎ
り
、
幸
福
も
健
康

も
な
い
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
ら
。

彼
は
、

こ
の
自
由
、
正
義
、
平
和
、
幸
福
と
か
健
康
を

「
宇
宙

の
秩
序
」
と

い
う
七

つ
の
ス
パ
イ
ラ
ル

（
う
ず
巻

き
）
の

マ
ン
ダ
ラ
で
説
明
し
た
。
そ
れ
は
言
葉

の
魔
術

で

弁
証
法
だ

っ
た
。
だ
か
ら
、
発
生
的
な
も
の
で
、
そ
の
場

か
ぎ
り
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
言
葉
や
筆
に
書
き

あ
ら
わ
さ
れ
な

い
も
の
だ
。
だ
か
ら
、
彼
の
死
と
同
時

に

彼

の

「
自
由
」
、
「
正
義
」
、
「
平
和
」
の
説
明
は
永
遠

に

去

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
余
韻
を
、
そ
の
言
葉
を
聞

い
た

何
人
か
の
人

の
頭

に
残
し
て
。

【
後

記
】
桜
沢
先
生
が
チ

コ
市

の
私

の
家

に
泊
ま

っ
て
お

ら
れ
た
時
、
私
は
大
胆
に
も
、

こ
の
へ
ん
に

マ
ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
の
学
校
を
建

て
る
と
約
束
し
ま
し
た
。
チ

コ
で

は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
近
く
の
、
こ
こ
オ
ー

ロ
ビ
ル
に

ま
あ
学
校

の
よ
う
な
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
な
私

が
約
束
を
果
た
し
た
時
は
、
先
生
が
亡
く
な

っ
て
二
十
年

も
た

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
先
生
は
喜
ん
で
く
だ

さ

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

（
１
９
８
６

・
２

ｏ
２
７
）
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正

夢

を
桜 み

沢 た

先

生

夢
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
が
睡
眠
中
に
頭
の
中
に
生
じ
た

映
像
の
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
若
い
青
年
が
学
校

を
出
て
社
会
へ
初
め
て

一
歩
を
ふ
み
出
し
た
時
に
、
未
来
に

大
き
な
夢
を
描
い
た
と
い
う
意
味
の
夢
も
あ
り
ま
す
。
希
望

を
夢
に
描
い
て
そ
の
夢
が
実
現
し
た
人
は
、
幸
福
な
人
で
す

ね
。私

た
ち
が
睡
眠
中
に
見
る
夢
に
正
夢
と
い
う
の
が
ぁ
り
ま

す
。
夢
は
過
去
の
い
ろ
ん
な
記
憶
が
混
沌
と
し
た
状
態
で
頭

の
中
か
ら
再
現
し
た
も
の
で
す
が
、
中
に
は
全
然
体
験
し
な

か
っ
た
未
来
の
夢
を
見
て
、
そ
の
夢
が
後
日
実
際
に
現
わ
れ

て
き
た
ら
こ
れ
は
正
夢
で
す
。

桜
沢
先
生
は
無
双
原
理
は
す
ば
ら
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
無
双
原
理
の
い
ち
ば
ん
根
幹
は
、
無
限
が
人

間
を
造

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
無
限
と
い
う
こ
と
は
時
空

を
超
越
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

桜
沢
先
生
の
自
叙
伝
を
み
る
と
、
若
い
頃
、
神
戸
の
貿
易

商
で
働
い
て
い
た
時
、
ご
飯
に
黒
ゴ
マ
６
焼
き
塩
４
の
、
い

わ
ゆ
る
六
四
の
胡
麻
塩
を
ま
っ
黒
に
ふ
り
か
け
て
食
べ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
も
の
す
ご
く
陽
性
に
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
あ
る
日
、
桜
沢
先
生
が
勤
め
て
い
た
貿
易
商
の
社
長
が

夢
枕
に
立

っ
た
の
で
す
。
夢
の
中
で
、
桜
沢
先
生
と
社
長
が

話
し
て
い
る
。
社
長
は
今
香
港
へ
行
っ
て
い
る
は
ず
だ
の
に

ど
う
し
た
の
か
な
、
と
思
っ
た
瞬
間
に
目
の
前
で
喋

っ
て
い

た
社
長
の
姿
が
消
え
た
の
で
す
。
後
日
、
社
長
が
香
港
で
死

ん
だ
と
い
う
通
知
が
き
ま
し
た
。
死
ん
だ
の
は
社
長
が
夢
枕

に
立

っ
た
時
間
と
同
じ
で
す
。

桜
沢
先
生
は
さ
っ
そ
く
香
港
へ
出
か
け
、
社
長
が
ど
ん
な
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も
の
を
食
べ
た
の
か
、
食
養
家
と
し
て
当
然
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
晩
、
桜
沢
先
生
は
社
長
の
死
ん
だ
ホ
テ
ル
ヘ
泊
り
、
同

じ
ベ
ッ
ド
に
寝
た
。
す
る
と
こ
こ
に
全
然
会

っ
た
こ
と
の
な

い
中
国
人
か
日
本
人
か
わ
か
ら
な
い
二
人
の
男
が
現
わ
れ
て
、

君
の
社
長
と
こ
う
い
う
こ
と
を
話
し
合

っ
た
と
か
、
長
々
と

言
う
。
パ
ッ
と
目
が
党
め
た
ら
、
そ
れ
は
夢
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
翌
日
か
翌
々
日
に
そ
の
夢
と
同
じ
二
人
の
人
間

が
現
わ
れ
て
、
夢
の
中
で
長
々
と
聞
い
た
こ
と
と
同
じ
こ
と

を
喋
り
出
し
た
。

桜
沢
先
生
が
み
た
こ
の
二
つ
の
夢
の
う
ち
、
社
長
が
死
ん

だ
時
間
に
夢
枕
に
立

っ
た
の
は
、
同

一
時
間
の
空
間
を
超
越

し
た
夢
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
の
方
は
正
夢
で
す
。
ま

だ
自
分
が
全
く
体
験
し
な
い
明
日
、
あ
さ
っ
て
の
こ
と
を
夢

で
見
た
。
夢
で
見
た
こ
と
が
何
も
実
現
し
な
い
場
合
は
正
夢

で
な
い
が
、
現
実
に
後
か
ら
起
き
た
わ
け
で
す
か
ら
こ
れ
は

正
夢
で
す
。

夢
は
五
臓
六
腑
の
疲
れ

僕
も
病
人
を
見
て
い
る
関
係
で
、
夢
に
つ
い
て
長
い
問
研

究
し
て
き
ま
し
た
。
重
病
人
を
指
導
す
る
時
は
、
夢
を
毎
日

記
録
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
に
よ
っ
て

ど
の
程
度
病
気
が
治

っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
の
で
す
が
、
夢

と
い
う
の
は
中
国
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
五
臓
六
腑
の
疲
れ

と
い
っ
て
、
き
れ
い
な
血
液
が
脳
へ
循
環
し
て
い
る
時
は
変

な
夢
は
見
な
い
わ
け
で
す
。
五
臓
六
腑
が
疲
れ
た
場
合
は
、

血
液
が
あ
ま
り
き
れ
い
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
臓
器
自

体
が
血
液
の
正
常
化
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
血
液
中
の
き
た
な
い
炭
酸
ガ
ス
は
肺
で
外
へ

出
す
。
日
か
ら
吐
い
て
い
る
息
は
き
た
な
い
炭
酸
ガ
ス
で
す
。

吸
う
時
は
き
れ
い
な
酸
素
を
吸

っ
て
、
汚
れ
た
血
に
き
れ
い

な
酸
素
を
抱
か
せ
る
と
、
紫
色
に
汚
れ
た
血
が
き
れ
い
な
ま

っ
赤
な
血
に
な
っ
て
心
臓
へ
送
ら
れ
、
再
び
心
臓
の
ポ
ン
プ

に
よ
っ
て
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
き
れ
い
な
赤
い
血
が

身
体
の
す
み
ず
み
に
栄
養
と
酸
素
を
配
布
し
て
、
帰
り
に
は

炭
酸
ガ
ス
と
血
液
の
汚
れ
た
分
泌
物
を
抱
い
て
紫
色
に
な
っ

て
、
心
臓
、
肺
へ
と
行
き
ま
す
。
こ
れ
が
血
液
循
環
で
す
。

脳
へ
そ
の
血
液
が
絶
え
ず
上
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
人
間
の
性
格
や
人
格
性
や
夢
は
、
た
だ
単
に
脳
へ
行

っ

た
血
液
の
生
理
現
象
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
す
。
肺
の
弱
い
人

は
、炭
酸
ガ
ス
の
混

っ
た
酸
素
の
少
い
血
液
が
脳
へ
行
っ
て
、

い
つ
も
憂
う
つ
な
夢
を
見
て
い
る
で
し
ょ
う
。

怖

い

夢

怖

い
夢
も
あ
り
ま
す
。
変
な
も
の
に
追

い
か
け
ら
れ
て
脂

汗
か
き
な
が
ら
、
な
か
な
か
足
が
前

へ
進
ま
な

い
夢
は
、
皆

さ
ん
も
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
合
ど
こ
の
臓
器

が
疲
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
腎
臓
で
す
。
腎
臓
は
私
た
ち
の

身
体
の
中
の
古

い
塩
分
や
た
ん
ぱ
く
質
の
い
ら
な
く
な

っ
た

も
の
を
濾
過
し
て
、
小
便
で
外

へ
排
出
し
て
い
ま
す
。
腎
機

能
が
低
下
し
た
時
は
、
こ
の
濾
過
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い

わ
け
で
す
。
い
ち
ば
ん
濾
過
で
き
に
く
い
の
が
、
動
物
性
た

ん
ぱ
く
―
肉
、
卵
、
魚
。
動
物
性
た
ん
ぱ
く
の
粒
子
は
大
き

い
の
に
、
腎
臓
の
糸
球
体
の
濾
過
す
る
穴
は
非
常
に
小
さ
い

の
で
す
。
水
の
分
子
と
塩
の
分
子
だ
け
し
か
濾
過
で
き
な
い

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
何
を
間
違
え
た
か
現
代

栄
養
学
が
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
は
栄
養
が
あ
る
と
い
う
の

で
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

動
物
性
た
ん
ぱ
く
は
粒
子
が
大
き
い
か
ら
、
お
小
水
と
し

て
は
毒
素
が
全
部
出
て
い
か
な
い
の
で
す
。
腎
臓
の
場
合
は
、

濾
過
し
た
も
の
以
外
は
全
部
血
液
二
戻
っ
て
し
ま
う
か
ら
、

肉
の
毒
は
尿
酸
と
い
う
毒
に
な
っ
て
、
血
液
の
中
へ
入
っ
て

し
ま
う
わ
け
で
す
。
尿
酸
と
い
う
毒
が
血
液
の
中
を
通
っ
た

時
、
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
痛
い

「痛
風
」
と
い
う
病
気
に
な

り
ま
す
。
痛
風
は
肉
食
の
国
に
多
い
病
気
で
、
日
本
に
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

最
近
、
栄
養
学
に
の
っ
と
っ
て
高
た
ん
ぱ
く
高
カ
ロ
リ
ー

が
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
省
が

一
日
あ
た
り
、
三
８
カ

ロ
リ
ー
で
十
分
栄
養
が
足
り
る
と
言

っ
て
い
る
の
に
、
日
本

人
は
去
年
百
カ
ロ
リ
ー
の
オ
ー
バ
ー
。
高
た
ん
ぱ
く
高
脂
肪

で
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
っ
た
と
な
る
と
、
肉
食
が
相
当

増
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
肉
食
の
害
も
増
え
て
く
る
。
腎

臓
に
動
物
性
た
ん
ぱ
く
の
毒
素
が
残
留
す
る
と
、
そ
れ
が
血

液
に
入
っ
て
、
そ
の
血
液
は
当
然
脳
へ
入
り
ま
す
。
そ
う
い

う
時
に
、
怖
い
も
の
に
追
い
か
け
ら
れ
て
、
自
分
の
足
が
動

か
な
い
よ
う
な
夢
を
見
る
わ
け
で
す
。

確
か
に
動
物
性
た
ん
ぱ
く
は
カ
ロ
リ
ー
が
あ

っ
て
陽
性
で

す
。
塩
気
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
も
十
分
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
陽

性
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
反
対
の
陰
性
も
必
ず
も
っ
て
い
ま

す
。
魚
で
も
イ
カ
で
も
暗
い
所
で
見
る
と
、
メ
ラ
／
ヽ
と
熱

の
な
い
紫
色
の
燐
の
光
が
見
え
て
き
ま
す
。
動
物
性
た
ん
ぱ

く
の
肉
質
の
中
に
は
、
燐
が
多
い
の
で
す
。
燐
は
陰
性
で
す
。

わ
れ
わ
れ
が
使
う
熱
の
あ
る
火
は
陽
性
で
す
が
、
燐
は
熱
が

な
く
蛍
の
光
と
同
じ
で
、
も
の
す
ご
く
陰
性
で
す
。
食
肉
に

は
燐
み
た
い
な
い
ろ
い
ろ
な
陰
性
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
が
当
然
血
液
の
中
へ
入
り
ま
す
。
そ
の
血
液

が
脳
へ
上
っ
た
時
、
怖
い
／
ヽ
夢
を
見
る
の
で
す
。

悲
し
い
夢
、
馬
鹿
笑
い
の
夢

悲
し
い
夢
も
あ
り
ま
す
。
心
臓
が
弱

っ
た
時
で
す
。
心
臓

の
圧
が
弱

っ
た
時
、
心
臓
が
疲
れ
た
時
、
つ
ま
り
、
甘
い
も
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の
や
果
物
の
よ
う
な
心
臓
を
弱
め
る
食
べ
物
を
と
っ
た
ら
血

液
が
薄
く
な
り
、
心
臓
が
と
た
ん
に
弱

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
血
液
が
脳
へ
上

っ
た
時
、
見
る
夢
は
悲
し
い
夢
で
す
。

同
じ
心
臓
で
も
、
も
の
す
ご
く
陽
性
に
な
り
す
ぎ
た
ら
、

こ
れ
も
病
気
で
す
。
笑
い
も
絶
え
ず
微
笑
ん
で
い
る
な
ら
、

こ
れ
が
い
ち
ば
ん
健
康
な
ん
で
す
が
、
馬
鹿
笑
い
と
な
っ
た

ら
、
こ
れ
は
も
う
病
気
で
す
。
精
神
病
院
に
は
、
絶
え
ず
死

ぬ
ま
で
グ
ラ
／
ヽ
笑

っ
て
い
る
病
人
が
い
ま
す
。
女
の
人
な

ん
か
、
た
だ
ニ
ャ
ラ
／
ヽ
笑

っ
て
い
て
気
持
悪
い
で
す
よ
。

笑
い
は
ひ
と
つ
の
喜
び
で
す
が
、
喜
び
も
大
喜
び
と
な
っ
た

ら
、
心
臓
が
危
険
な
状
態
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
場

合
に
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
た
か
と
い
う
と
、
苦
味
の
あ
る
も

の
で
す
。
苦
味
の
あ
る
も
の
を
と
る
と
心
臓
は
猛
烈
に
動
き

出
し
ま
す
。
心
臓
は

一
分
間
に
７２
回
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
血
液

を
押
し
出
し
て
、
ふ
く
ら
む
時
に
は
全
身
か
ら
戻
っ
て
き
た

静
脈
の
紫
色
の
血
が
入
っ
て
き
、
押
出
す
時
は
赤
い
血
が
動

脈
へ
出
て
行
き
ま
す
。
鼓
動
の
た
び
に
、
心
臓
の
全
部
の
血

を
押
し
出
す
の
で
は
な
く
、
三
分
の

一
は
残

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
馬
鹿
笑
い
を
す
る
と

一
回
空
に
し
ち
ゃ
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
空
に
し
た
ら
そ
の
次
の
ポ
ン
プ
の
量
が
足
り
な

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ひ
ど
い
時
に
は
大
笑
い
し
た
た
め
に
死

ぬ
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
死
で
す
よ
。
事
実
、
宝

く
じ
が
当

っ
て
死
ん
だ
人
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
新
聞
に

パ
チ
ン
コ
の
オ
ー
ル
セ
プ
ン
が
出
て
、
喜
ん
だ
瞬
間
に
死
ん

だ
と
い
う
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
。

微
笑
む
よ
う
な
喜
び
の
夢
を
見
た
場
合
は
、
非
常
に
健
康

状
態
が
よ
く
、
血
液
が
き
れ
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
馬
鹿

笑
い
す
る
よ
う
な
夢
を
見
た
ら
、
心
臓
が
陽
性
過
多
に
な
っ

た
状
態
で
す
。

甘
党
の
見
る
夢

肝
臓
が
疲
れ
た
と
き
に
見
る
夢

甘
党
の
人
の
夢
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
糖
尿
病
の
患
者
の
血

は
、
絶
え
ず
甘
い
で
す
。
ま
た
甘
い
も
の
を
と
っ
た
時
、　
一

時
血
糖
値
が
上
り
ま
す
。
こ
の
血
糖
値
の
上
っ
た
血
が
脳
ヘ

行
っ
た
時
に
、
そ
の
人
間
が
ど
う
い
う
現
象
を
起
す
か
と
い

う
と
、
周
囲
の
こ
と
を
全
然
気
に
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
周
囲
が
日
で
見
え
て
も
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
寝

て
は
夢
、
起
き
て
は
現
か
幻
か
と
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
幻
覚

幻
聴
の
世
界
へ
入
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
こ
そ
夢
の

世
界
の
人
間
に
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
甘
い
も
の
を
と
っ

て
、
膵
臓
が
弱

っ
た
人
で
す
。

夢
の
中
で
い
ら
／
ヽ
し
て
、
い
つ
も
は
そ
れ
ほ
ど
怒
鳴

っ

た
こ
と
が
な
い
の
に
短
気
に
な
っ
て
人
を
怒
鳴
り
つ
け
る
。

こ
ん
な
場
合
、
ど
の
臓
器
が
疲
れ
た
か
と
い
う
と
肝
臓
で
す
。

肝
臓
は
血
液
を
調
整
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
酵
素
に
よ
っ
て

あ
る
程
度
血
液
を
き
れ
い
に
し
た
り
し
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん

大
き
な
仕
事
は
、
肝
臓
で
胆
汁
を
つ
く
っ
て
十
二
指
腸
へ
絶

え
ず
流
す
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
食
物
を
食
べ
て
そ
れ
を
消
化
吸

収
し
て
血
液
を
造

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
食
物
の
中
で
主
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
澱
粉
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂

肪
の
三
大
栄
養
物
で
す
。
こ
れ
の
う
ち
澱
粉
は
口
で
消
化
し

ま
す
。
歯
で
細
か
く
物
理
的
に
く
だ
い
て
、
日
か
ら
出
て
く

る
唾
液
で
ア
ル
カ
リ
に
し
、
唾
液
の
中
の
澱
粉
分
解
酵
素
で

ブ
ド
ウ
糖
に
か
え
胃
に
送
り
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
の
方
は
、

口
で
は
全
く
分
解
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
胃
の
中
の
も
の
す
ご

く
す
っ
ぱ
い
胃
酸
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
ま
す
。
こ
の
胃
酸
を

く
み
出
し
て
、
そ
の
中
へ
肉
の
か
け
ら
を
入
れ
て
お
く
と
、

ほ
ぼ
３
時
間
で
ド
ロ
／
ヽ
に
溶
け
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
生
き

た
人
間
の
胃
の
中
で
肉
が
ど
う
な
る
か
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
観

察
し
て
み
る
と
、

３０
分
か
４０
分
で
溶
け
て
い
ま
す
。
胃
の
粘

膜
か
ら
ペ
プ
シ
ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く
分
解
酵
素
が
い
っ
ぱ

い

出
て
い
る
の
で
、
た
ん
ぱ
く
分
解
酵
素
と
胃
酸
の
相
乗
作
用

に
よ

っ
て
３０
分
か
４０
分
で
、
肉
の
た
ん
ぱ
く
質
を
溶
か
し
て

し
ま
う
わ
け
で
す
。

脂
肪
は
、
日
で
も
胃
で
も
な
く
、
胃
の
出
日
の
細

い
十
二

指
腸
で
消
化
さ
れ
ま
す
。
肝
臓
の
下
に
胆
の
う
が
あ
り
、
肝

臓
で
造
ら
れ
た
胆
汁
が
胆
の
う
で
濃
縮
さ
れ
て
、
十
二
指
腸

に
分
泌
さ
れ
分
解
を
う
な
が
し
ま
す
。
ま
た
胃
の
う
し
ろ
に

は
膵
臓
が
あ

っ
て
、
そ
こ
か
ら
も
の
す
ご
く
濃

い
ア
ル
カ
リ

液
が
十
二
指
腸

へ
入

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
膵
臓
の
液
と
胆
汁

に
よ

っ
て
脂
肪
が
分
解
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

私
た
ち
が
毒
性
の
な
い
植
物
性
の
脂
肪
を
と
っ
て
い
れ
ば
、

肝
臓
や
膵
臓
も
や
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
肉
や
卵
、
魚
の
酸

性
の
強
い
脂
肪
を
入
れ
ま
す
と
、
胆
汁
が
毒
性
の
強
い
動
物

性
た
ん
ぱ
く
の
脂
肪
の
毒
を
消
す
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、

そ
の
脂
肪
の
毒
は
そ
の
ま
ま
血
液
に
入

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
物
は
日
の
中
で
澱
粉
、
胃
の
中
で
た
ん
ぱ
く
質
、
十
二

指
腸
で
脂
肪
が
消
化
分
解
さ
れ
て
、
十
二
指
腸
の
細

い
と
こ

ろ
か
ら
ぐ
る
ぐ
る
ま
い
た
小
腸
を
通

っ
て
大
腸

へ
上

っ
て
い

く
間
に
血
液
に
変

っ
て
い
き
ま
す
。
腸
壁
か
ら
食
べ
た
も
の

が
、
ど
ん
ど
ん
赤
血
球
に
な

っ
て
身
体
に
入

っ
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
食
べ
た
も
の
が
完
全
に
消
化
さ
れ
な
く
て
も
、
や

っ
ぱ
り
小
腸

へ
入

っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
酸
化
し
た
脂
肪
が

完
全
に
ア
ル
カ
リ
に
消
化
さ
れ
な
い
で
小
腸

へ
行

っ
た
場
合

も
、
当
然
吸
収
さ
れ
て
血
液
に
入

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

ま
ず
リ
ン
パ
ヘ
入

っ
て
、
そ
れ
か
ら
静
脈

へ
入

っ
て
い
き
ま

す
。
酸
化
し
た
脂
肪
が
ほ
ん
の
微
量
で
も
混
じ

っ
た
血
が
脳
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へ
行

っ
た
ら
、
人
間
は
す
ぐ
カ

ッ
カ
し
た
り
い
ら
い
ら
し
て

き
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
短
気
に
な

っ
て
、
人
を
怒
鳴
り
つ

け
る
。
夢
の
中
で
自
分
が
い
ら
い
ら
し
た
り
、
人
を
怒
鳴
り

つ
け
た
り
し
た
ら
、
悪

い
脂
肪
も
の
を
と

っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

以
上
の
よ
う
に
中
国
で
い
う
と
こ
ろ
の

「夢
は
五
臓
六
腑

の
疲
れ
」
と
い
う
の
は
正
し
い
で
す
ね
。

重
病
人
の
夢
日
記

私
は
病
人
が
ど
の
程
度
治
っ
て
い
る
か
、
ま
た
非
常
に
危

い
と
こ
ろ
へ
入
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
長
い
間
、

重
病
人
に
夢
日
記
を
書
か
せ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
人
が
見

て
い
る
夢
に
よ
っ
て
健
康
状
態
が
わ
か
り
ま
す
。

重
病
人
は
ど
ん
な
夢
を
見
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
と
に
か

く
薄
暗
い
夢
で
す
。
も
う
１８
年
位
前
の
こ
と
で
す
が
、
先
天

性
の
盲
人
が
通
学
し
て
い
る
大
阪
の
盲
学
校
へ
行
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
失
明
し
て
い
る
若
者
た
ち
の
眼
を
治
し
て
や
る
と
も

ち
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「玄
米
で
眼
が
治
る
な
ら

や
り
た
い
」
と
６
人
く
ら
い
の
申
し
出
が
あ
り
、
み
ん
な
眼

の
病
気
と
し
て
は
重
病
で
、
弱
視
、
網
膜
色
素
変
性
で
遺
伝

性
と
か
で
し
た
が
指
導
し
て
み
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
重
病
だ

っ
た
娘
さ
ん
は
、
親
は
お
金
持
ち
で
玄
米
に
対
し
て
不
安
感

を
持

つ
て
い
ま
し
た
の
で
、
自
宅
で
は
厳
重
な
食
セ
ン
が
で

き
な
い
と
判
断
し
て
、
夏
休
み
は
私
の
家
に
つ
れ
て
き
て
、

女
房
の
作

っ
た
食
事
を
と
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
彼
女
に

毎
日
見
た
夢
を
書
か
せ
た
の
で
す
が
、
５
年
間
に
送

っ
て
き

た
夢
日
誌
は
相
当
の
量
に
な
り
ま
す
。

彼
女
が
最
初
の
頃
に
見
た
夢
は
、
非
常
に
薄
暗
く
登
場
人

物
が
古

い
ん
で
す
。
暗

い
廊
下
に
彼
女
が
た
た
ず
ん
で
い
る

と
前
の
方
を
黒
い
衣
を
着
た
人
た
ち
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩

い
て
い

て
、
小
さ
な
声
で
後
醍
醐
帝
、
後
醍
醐
帝
と
さ
さ
や
い
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
夢
で
、
そ
れ
が

一
晩
だ
け
で
な
し
に
三
日

も
四
日
も
同
じ
よ
う
な
夢
を
見
て
い
る
の
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
古

い
き
た
な
い
血
が
溶
け
て
脳

へ
行

っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

最
近
の
生
化
学
で
は
、
遺
伝
の
正
体
は
遺
伝
子
で
、
そ
の

本
体
は
Ｄ
Ｎ
Ａ

（
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
）
で
あ
る
と
い
っ
て

い
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
細
胞
の
核
の
中
の
染
色
体
に
あ
り
、　
一

種
の
記
憶
装
置
で
す
。
地
球
上
に
単
細
胞
が
発
生
し
て
３０
億

年
か
か

っ
て
現
代
人
が
で
き
た
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
細
胞

に
あ
る
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
こ
の
３０
億
年
の
記
憶
を
全
部
も

っ

て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
大
変
な
数
の
記
憶
で
、

私
た
ち
は
自
分
の
両
親
の
記
憶
も
全
部
持

っ
て
い
る
し
、
両

親
の
親
た
ち
の
記
憶
も
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

私
た
ち
の
時
代
は
何
百
億
人
か
の
過
去
の
人
た
ち
の
記
憶
を

持

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
正
し
い
食
べ
物
を
た
べ
て
、
き
れ
い
な
血
が
い

っ
ぱ

い
あ
れ
ば
、
古

い
細
胞
が
溶
け
て
き
て
も

一
日
に
少
量

で
す
か
ら
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
重
病
人
の
場
合
は
消
化

器
官
も
弱

っ
て
い
て
、
玄
米
を
食
べ
て
も
ほ
と
ん
ど
血
が
で

き
な

い
。
だ
か
ら
溶
け
て
く
る
古

い
細
胞
の
血
液
の
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
が
高
く
な
り
、
古

い
時
代
の
夢
を
見
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

古

い
時
代
と
い
っ
て
も
七
代
く
ら
い
前
の
夢
、
ち
ょ
う
ど

鎌
倉
時
代
あ
た
り
の
夢
が
多

い
ん
で
す
が
、
こ
の
娘
さ
ん
の

場
合
は
後
醍
醐
帝
と
い
う
か
ら
も

っ
と
古
か

っ
た
。
そ
の
時

の
彼
女
の
生
理
的
反
応
は
、
紫
色
の
湿
疹
が
も
の
す
ご
く
で

て
い
ま
し
た
。

彼
女
は
正
食
し
て
４
カ
月
目
に
は
、
ひ
と
り
で
大
阪
か
ら

私
の
家
へ
来
る
よ
う
に
な
り
、
半
年
目
に
は
な
ん
と
沖
縄
ま

で
旅
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
で
健
康
学
園
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
酒
も
魚
も
で
た
邪
食
の
健
康
学
園
だ
っ
た

そ
う
で
、帰

っ
て
き
た
ら
目
の
ケ
イ
レ
ン
す
る
病
気
に
な
り
、

今
で
も
そ
れ
は
治
り
ま
せ
ん
。
途
中
そ
う
い
う
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
女
が
沖
縄
へ
ひ
と
り
で
行
っ
た
り

活
発
に
な
っ
た
時
に
は
、
カ
ラ
ー
の
夢
が
で
て
き
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
の
夢
と
い
う
の
は
、
動
物
性
の
食
品
を
食
べ
た
時
に

見
る
こ
と
が
多
く
、
今
度
は
古
い
時
代
の
夢
で
は
な
く
て
、

最
近
の
夢
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

死
ぬ
と
き
に
見
る
夢

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
死
ぬ
時
に
見
る
夢
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
と
、
誰
で
も
死
ぬ
３
日
前
に
、
す
で
に
死
ん
で
い

る
お
じ
い
さ
ん
か
お
ば
あ
さ
ん
か
、
親
が
必
ず
夢
で
迎
え
に

き
て
い
ま
す
。

現
在
私
は
、
病
人
指
導
を
紙

一
枚
の
食
セ
ン
で
し
て
い
ま

す
が
、
最
初
の
１０
年
は
ど
ん
な
病
人
で
も
死
ぬ
か
生
き
る
か

の
そ
ば
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
頼
ま
れ
て
行

っ
て
み
る
と
、

も
う
玄
米
も
ほ
と
ん
ど
入
ら
な

い
末
期
の
ガ
ン
患
者
も
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
３
日
で
も
４
日
で
も
病
人
の
そ
ば
へ
泊

ま

っ
て
な
ん
と
か
助
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
す
る
と
病
人
は

死
ぬ
３
日
前
に
う
な
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
夢
を
見
て
い
る
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わ
け
で
す
。
脂
汗
を
か
い
て
う
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
起
こ
し

て
み
る
と
、
も
う
亡
く
な

っ
て
い
る
お
父
さ
ん
が
き
た
と
か

お
母
さ
ん
が
き
た
と
か
言
う
の
で
す
。
し
か
も
、
血
み
ど
ろ

の
姿
で
き
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
血
み
ど
ろ
で
迎
え
に
き
た

時
に
、
自
分
が
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
た
ら
も
う

そ
の
人
は
駄
目
で
す
。
お
迎
え
に
き
た
時
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
そ

っ
ち

へ
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
し
ま

い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
２
日
か
３
日
で
死
ぬ
ん
で
す
。
何
人
も

の
例
を
み
て
き
ま
し
た
。

私
は
食
べ
も
の
で
治
す
の
で
す
が
、
死
ぬ
か
生
き
る
か
の

病
人
は
食
べ
も
の
が
入
り
ま
せ
ん
。
玄
米
ス
ー
プ
が
入
れ
ば

ど
う
に
か
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
う
け

つ
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
死
ぬ
間
際
に
は
、
ぼ
く
は
お
手
当
を

や
る
。
手
の
ひ
ら
療
法
で
す
。
問
題
は
向
こ
う

へ
行
き
た
い

気
持
ち
を
、
こ
っ
ち

へ
も

っ
て
来
さ
せ
る
説
得
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
説
得
に
な
か
な
か
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
よ
。

「大
森

先
生
、
限
界
で
す
」
と
答
え
た
人
が
、
５
、
６
人
い
ま
す
。

社
会
的
地
位
の
あ
る
人
で
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
家
族
み
ん
な

が

一
週
間
も
寝
な

い
で
看
病
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
も
う

一

回
み
ん
な
の
と
こ
ろ
へ
戻
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
と
首
を
振
る

ん
で
す
。
こ
う

い
う
場
合
は
、
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

う
な
さ
れ
て
い
て
、
ま
だ
本
人
が
ど
う
し
よ
う
か
考
え
て
い

る
最
中
な
ら
、
た
た
き
起
こ
し
て
し
ま
え
ば
助
か
り
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

″食
養
手
助
け
の
会
″
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
会
は
助
け
合

い
精
神
か
ら
は
じ
め
た
会
で
、
今
日
は

あ
な
た
を
手
助
け
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
明
日
は
私
が
お

世
話
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
奉
仕
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
８
ｏ目
墓
目
山
一三
九
堀
し
げ
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

４

月

の
び

い
ゆ
う
会

「春

の
野
草

つ
み
」

と
き
／
４
月
１９
、

２０
日

（
一
泊
二
日
）

と
こ
ろ
／
民
宿

「小
林
」
秩
父
郡
荒
川
村
上
田
野
二

一
七
三

ａ
ｏ兒
甲
語
占
量
九
（西
武
池
袋
線
池
袋
駅
↓
西
武
秩
父
駅
、

の
り
か
え
秩
父
鉄
道
御
花
畑
駅
↓
武
州
日
野
駅
、
小
林
さ
ん

ま
で
徒
歩
２０
分
）

会
費
／
二
千
五
百
円

（定
員
１５
名
、
自
炊
）

集
合
／
４
月
１９
日

（土
）
午
後
４
時
、
現
地
集
合

間
合
せ
／
８
日
干
菫
下
八
里
一、
世
話
人

・
佐
藤
ま
で
。

※
ぴ
い
ゆ
う
会
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
主
催
の

「正
食
医
学
講

座
」
修
了
生
、
受
講
生
の
集
り
で
す
が
、
行
事
へ
の
参
加

は
ど
な
た
で
も
自
由
で
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

久

司

慶

三

氏

元

・
秋
田
大
学
教
授
で
久
司
道
夫
氏
厳
父
の
久
司
慶
三
氏

は
二
月
五
日
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
行
年
八
十
九
歳
。
謹

ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
久
司
道
夫
氏
は
、
四
十
九
日
法
要
の
た
め
、　
一
時

帰
国
す
る
予
定
で
す
。

野曽木さんの

庭の横を通つ

て川を渡る。

フリロビガシッ切料理
玄米食養家庭料朋 00種

桜沢里真著

普 及 版 刊 行 /

普及版+食養料理カード

お待たせ ノ

カラーベージ省略
普及版 →ペーパーノ` ック

+陰陽表の糊リセツト →

2,500円
〒300円

3,500円
〒 300円

-20-



レ
橋
本
宙
八
、
知
亜
季
夫
妻
と
子
ど
も
た
ち
。
（福
島
県
い
わ
き
市
の
自
宅
前
で
）

マクロビオティックの仲間ヘ

私からの提案
橋 本 宙

や
八

ちゅう

■
本
誌
５
１
７
号

（五
究
年
＝
月
号
）
の

『自
力
出
産
の
体

験
か
ら
』
（１４
ベ
ー
ジ
分
）
、
５
３
８
号

（冗
八
一年
１０
月
号
）

の

「娘
の
正
食
と
自
然
出
産
』

（９
ベ
ー
ジ
分
）
を
覚
え
て

い
ま
す
か
？
　
そ
の
橋
本
さ
ん
で
す
。

「自
力
出
産
」
の
次

は

「自
宅
の
自
力
建
築
」
を
や
り
と
げ
、
子
ど
も
さ
ん
も
４

人
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ
き
市
の
山
の
中
か
ら
、
日
本
中
、

世
界
中
の
仲
間
た
ち
へ
の

「提
案
」
で
す
。

〔編
集
部
〕

時
代

は

マ
ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
を
求

め

て
い
る

／

世
は
、
ま
さ
に
飽
食
の
時
代
、
グ
ル
メ
の
時
代
で
す
。
テ

レ
ビ
で
世
界
の
料
理
が
紹
介
さ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
々
は
、
今
日
は
イ
ン
ド
料
理
、
明
日
は
ス
ペ
イ
ン
、
次
は

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
プ
ラ
ジ
ル
と
、
ま
る
で
狂
っ
た
よ

う
に
世
界
中
の
食
べ
物
を
あ
さ
っ
て
い
ま
す
。
東
京
に
は
、

一
つ
の
ビ
ル
内
に
世
界
中
の
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
、
こ
と
食
に
関
す
る
限
り
、　
一
夜
に
し
て
世
界

一

周
が
可
能
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
日
本
食
プ
ー
ム
は
い
よ
い
よ
本
格
的
に
根
づ

い
た
よ
う
で
す
。
す
し
パ
ー
を
初
め
と
し
て
、
テ
ン
プ
ラ
や

刺
身
を
出
す
店
が
驚
く
ほ
ど
出
来
、　
一
般
家
庭
の
主
婦
ま
で

が
、
日
本
料
理
を
習
い
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
食
は
太
ら
な
い
、
健
康
に
い
い
と
い
う
こ
と
で
プ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
同
様
、
日
本
で
も

「健
康
食
、
自
然
食
品
」は
大
プ
ー
ム
で
す
。
ど
の
ス
ー
パ
ー
、

デ
パ
ー
ト
に
も
健
康
食
品
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
店
で
は
今
、

「
無
農
薬
野
菜
」
と
い
う
新
し
い
魅
力
的
な
も
の
を
、
ど
う

や
っ
て

一
般
の
商
品
の
中
に
割
り
込
ま
せ
よ
う
か
と
，虎
視
た

ん
た
ん
で
す
。
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一
般
の
メ
ー
カ
ー
が
進
出
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
自

然
食
品
」
の
基
準
は
い
よ
い
よ
ぼ
け
て
き
ま
し
た
。
店
頭
に

並
ぶ
商
品
の
多
く
に
は
、
「
無
添
加
」
「
本
醸
造
」
「
手
作
り
」

「
純
正
品
」
な
ど
と
い
う
文
字
が
、
無
責
任
に
印
刷
さ
れ
て
い

ま
す
。
飽
食
の
時
代
に
反
発
す
る
か
に
見
え
る
自
然
食
プ
ー

ム
も
ま
た
、
実
は
立
派
な
飽
食
時
代
の
に
な
い
手
な
の
で
す
。

し
か
し
、
国
内
、
国
外
を
問
わ
な
い
こ
の
よ
う
な
た
く
ま

し
い
食
状
況
は
、
そ
の
ま
ま
来
た
る
べ
き
時
代
の
あ
り
よ
う

を
予
言
し
て
い
ま
す
。
「
食
は
文
化
な
り
」
で
す
。
私
た
ち
が

願
う
「
一
つ
の
世
界
へ
」
の
確
か
な
動
き
が
、
「
食
」
の
万
国
交

流
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
確
実
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
と
言
え
ま

す
。ま

た
、
こ
う
し
た
動
き
と
は
別
に
、
社
会
の
表
だ
っ
た
状

況
に
も
万
国
共
通
の
動
き
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
自
然
保
護
を
は
じ
め
と
す
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
運

動
が
そ
の

一
つ
で
す
．
人
間
主
体
の
環
境
づ
く
り
を
反
省
し
、

動
物
、
植
物
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
環
境
を
保
護
す
る
と
同

時
に
、
地
球
を
も

一
つ
の
生
物
体
で
あ
る
と
い
う
視
点
で
考

え
て
い
こ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
実
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

運
動
で
す
が
、
時
代
は
も
は
や
、
す
べ
て
が
地
球
規
模
に
な

り
、
か

つ
て
の
よ
う
に
、　
一
個
人
、　
一
国
、
一
民
族
、
一
生
物

で
問
題
の
解
決
が

つ
く
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「地
球
人
」
「
地
球
村
」
な
ど
と
い
う
、
ひ
と
昔
前
な
ら
Ｓ
Ｆ

小
説
に
し
か
登
場
し
な
か
っ
た
言
い
方
が
、
当
た
り
前
の
時

代
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

時
代
は
ま
さ
に
、
Ｇ
Ｏ

（桜
沢
如

一
）
が
、
す
で
に
数
十

年
も
ま
え
に
予
測
し
た
通
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

（大
自
然
と
共
に
生
き
る
生
活
法
と
の
生

き
か
た
が
、
よ
う
や
く
社
会
の
中
で
実
現
し
て
き
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
ま
だ
非
常
に
不
完
全
で
、
私
た
ち
に

と
っ
て
は
物
足
り
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
そ
れ
で
も
大

き
な
前
進
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
問
題
は
、
世
の
中
の
こ
う
し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
持

つ
意

味
と
社
会
に
与
え
る
影
響
力
が
、
と
も
す
る
と
希
薄
に
な
り

が
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
責
任
の
多
く
は
私
た
ち
に

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
宇
宙
の
秩
序
に
従
っ
た
生
活
を
し

て
い
る
と
自
称
す
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
、
ゴ
ト
に
正
し

い
判
断
を
下
せ
る
は
ず
で
す
。
い
わ
ば
、
社
会
の
不
完
全
さ

を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る
立
場
に
い
る
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
持

つ
本

領
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
私
た
ち
の
判
断
力
が
、

一
般
の
人
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
キ
ラ
星
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
素
晴
ら
し
い
マ
ク

ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
人
間
も

一
部
に
い
ま
す
が
、
全
体
的
な
状

況
を
見
る
と
、
む
し
ろ
、
次
第
に
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
き
て

い
る
と
さ
え
、
私
に
は
思
え
る
の
で
す
。
か
え
っ
て
、
死
に

物
狂
い
で
努
力
し
て
い
る

一
般
社
会
の
人
た
ち
の
ほ
う
が
、

素
晴
ら
し
い
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的
生
き
か
た
を
私
た
ち

に
教
え
て
く
れ
る
場
合
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
、
単
な
る
自
然
食
、
健
康
食
に

成
り
下
が
る
ほ
ど

つ
ま
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

価
値
観
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
取
り

組
ん
で
い
る
私
た
ち
が
、
い
ち
ば
ん
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。

そ
し
て
、
時
代
は
今
、
確
実
に
こ
の
価
値
観
を
求
め
始
め

て
い
ま
す
！

私
が

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
仲
間
に
提
案
し
た
い
こ
と

は
、
私
た
ち
自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

つ
ま
り
、

「
判
断
力

の
向
上
」
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
か
、
共
に
考
え
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

脱
都
会
は

私
の
た
め
の
自
己
戦
略

私
は
５
年
前
に
東
京
を
抜
け
出
し
、
福
島
県
は
い
わ
き
市

の
山
奥
に
住
ん
で
い
ま
す
。
店
と
名
の
つ
く
と
こ
ろ
に
た
ど

り
着
く
に
は
十
数
キ

ロ
も
車
を
走
ら
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

部
落
は
か

つ
て
、
い
わ
き
市
の
チ
ベ
ッ
ト
と
言
わ
れ
た
く
ら

い
の
辺
ぴ
な
と
こ
ろ
で
、
戸
数
わ
ず
か
十
三
戸
の
、
過
疎
の

「
村
」
と
も
呼
べ
な
い
、
「
部
落
」
で
す
。
そ
の
部
落
の

一
角

に
少
し
ば
か
り
の
原
野
を
買
い
、
木
を
切
り
、
開
墾
し
、
自

力
で
家
を
建
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
畑
を
耕
し
、
私
の
母
親
、

女
房
、　
一
男
三
女
の
四
人
の
子
供
、
大
三
匹
、
猫

一
匹
と
住

ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
は
文
字
通
り
の
山
の
中
で
す
。
周
囲
は
雑
木
の
生
え

る
山
ま
た
山
で
、
イ
ノ
シ
シ
ゃ
タ
ヌ
キ
、
リ
ス
、
イ
タ
チ
、

ウ
サ
ギ
、
キ
ジ
と
、
野
生
の
動
物
た
ち
も
豊
富
で
す
。
犬
を

飼
っ
て
い
る
せ
い
で
、
動
物
た
ち
が
家
の
そ
ば
に
寄
り

つ
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
車
で
走
っ
て
い
る
と
き
に
イ
ノ
シ

シ
の
親
子
づ
れ
に
出
会
っ
た
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
途
中
で
タ

ヌ
キ
や
ウ
サ
ギ
に
出
く
わ
す
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

私
の
書
斎
の
前
の
小
さ
な
池
に
は
、
幻
の
魚
と
い
わ
れ
る
「
岩

魚
」
が
自
然
に
住
み

つ
き
、
時
折
り
そ
の
敏
捷
な
泳
ぎ
を
見

せ
て
く
れ
た
り
、
冬
に
は
渡
り
鳥
の
鴨
が
立
ち
寄
り
、
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
四
季
お
り
お
り
の
自
然
の
変
化
が

そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
心
の
豊
か
さ
と
な
る
よ
う
で
す
。
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こ
こ
の
自
然
は
、
確
か
に
素
晴
ら
し
く
、
私
た
ち
家
族
に

と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
し
か
し
、
単
な
る

自
然
賛
歌
は
、
私
の
趣
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て

の
自
然
は
、
も
っ
と
現
実
的
で
す
。
も
と
も
と
私
も
女
房
も

田
舎
育
ち
で
、
自
然
に
対
し
て
余
分
な
幻
想
は
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
生
活
を
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受

け
取
る
感
覚
が
元
か
ら
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
大
都
会
で
の
長
い
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
私
た
ち
の
人
間
性
を
去
勢
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人

間
性
の
回
復
の
た
め
に
こ
そ
、
正
食
を
求
め
、
正
食
に
た
ど

り
つ
い
た
わ
け
な
の
で
す
が
、
な
ん
と
、
そ
の
正
食
を
実
行

す
る
段
に
な
っ
て
初
め
て
、
自
分
の
中
に
そ
の
気
力
さ
え
無

い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
大
変
に
シ
ョ
ッ
ク
な

こ
と
で
し
た
。
な
に
し
ろ
、
こ
の
方
法
で
し
か
救
わ
れ
な
い

と
思
っ
て
飛
び

つ
い
た
正
食
な
の
に
、
そ
れ
す
ら
出
来
ず
に

モ
タ
モ
タ
す
る
始
末
な
の
で
す
か
ら
。

結
婚
、
家
庭
、
子
育
て
も
ふ
く
め
た
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
の
正
食
人
生
を
思
う
と
、
も
う
こ
れ
は
背
水
の
陣
を
敷

か
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
都
会
を
逃
げ
出

せ
ば
正
食
生
活
が
で
き
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
あ
り
ま
せ
ん

が
、
と
に
か
く
、
　
で
も
の
腑
抜
け
の
自
分
を
自
然
環
境
の
中

で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
け
れ
ば
、
正
食
に
も
立
ち
向

か
え
な
い
。
も
う
こ
れ
し
か
方
法
は
無
い
！
」
と
い
う
切
実

な
思
い
が
本
音
だ
っ
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
大
森
先
生
の
講
義
で
、

「
直
耕
の
人

こ
そ
が
唯

一
の
天
子
で
あ
る
」
と
い
う
安
藤
昌
益
の
言
葉
を

聞
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
よ
し
そ
れ
な
ら
ば
な
お
さ
ら
の
こ

と
、
田
舎
に
行
っ
て
畑
を
耕
し
、
生
命
の
元
で
あ
る
食
物
を

自
分
の
手
で
作
り
、
本
物
の
人
間
に
な
る
ぞ
！
　
と
意
気
込

ん
だ
わ
け
で
す
。
と
に
か
く
、
精
神
的
な
裏
づ
け
も
あ
り
ま

し
た
が
、
私
に
と
っ
て
の
脱
都
会
、
そ
し
て
山
奥

へ
の
移
住

は
、
正
食
生
活
を
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
る
た
め
の
、
最
初
の

「
自

己
戦
略
」
だ
っ
た
の
で
す
。

Ｐ
Ｕ
修
行

の
第

一
課
、

ま
ず
は
成
功

／

私
は
も
と
も
と
非
常
に
原
則
的
な
人
間
で
す
。
何
を
す
る

に
し
て
も
、
最
も
基
本
と
な
る
モ
ト
の
モ
ト
、
底
の
底
か
ら

や
ら
な
く
て
は
気
が
す
ま
な
い
性
質
で
す
。
そ
う
言
う
と
、

非
常
に
良
い
性
質
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
要
す
る
に
融

通
が
き
か
な
い
人
間
な
の
で
す
。
田
舎
と
い
っ
た
ら
山
奥
、

畑
を

つ
く
る
と
い
っ
た
ら
開
墾
か
ら
、
家
を
建
て
る
と

い
っ

た
ら
す
べ
て
自
分
の
手
で
、
と
い
う
按
配
で
す
。
そ
の
く
せ

生
来
怠
け
者
で
す
か
ら
、
い
つ
で
も
な
ん
と
か
し
て
簡
単
に

す
ま
す
方
法
は
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

何
を
す
る
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

家
を
建
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
も
、
知
ら
な
い
な
り
に

適
当
に
や
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま

ず
、
大
工
さ
ん
に
家
づ
く
り
を
習
っ
て
か
ら
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
五
カ
月
間
、
大
工
の
見
習
い
ら
し

き
も
の
を
や
っ
て
、
よ
う
や
く
家
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｇ
Ｏ
の
歌
に
「
陰
陽

一
日
、
食
養
三
年
、
真
生
活
七
、
九
年
、

無
双
原
理
は
丸

一
生
よ
！
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
自
由
人
に
な
る
た
め
の
基
本
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
私

は
こ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
三
年
間
は
基

本
食
で
ミ
ッ
チ
リ
と
労
働
を
し
ろ
―
　
と
い
う
こ
と
で
す
。

「自
分
の
手
で
家
を
作
る
」
な
ど
と
い
う
の
は
、
多
分
に
自
分

の
業
の
せ
い
も
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
業
の
排
毒
の
た
め
に

も
、
ま
た
、
自
由
人
の
修
行
の
第

一
課
を
果
た
す
た
め
に
も

格
好
の
仕
事
で
す
。
部
落
の
中
の
廃
屋
を
借
り
、
そ
こ
に
家

族
と
も
ど
も
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
玄
米
弁
当
を
持

っ
て
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
現
場
通
い
で
す
。
時
に
は
家
族
総
出

で
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
と
言
い
た
い
の
で
す
が
、

実
は
そ
う
で
は
な
く
、
み
な
幼
児
で
す
か
ら
、
む
し
ろ
遊
び

で
邪
魔
し
に
来
る
わ
け
で
す
。

雑
木
林
の
本
を
切
り
、
整
地
し
、
家
の
基
礎
を
作
り
、
材

木
を
製
材
し
、
刻
み
、
骨
組
み
を
立
て
、
屋
根
を
乗
せ
、
外

壁
を
作
り
、
床
を
張
り
、
壁
塗
り
の
た
め
に
左
官
を
し
、
井

戸
を
掘
り
、
水
道
管
を
設
備
し
、
電
気
工
事
を
し
、
畳
を
切

り
、
は
め
込
み
、
障
子
ふ
す
ま
を

つ
け
、
物
置
や
ら
■
斎
、

離
れ
の
部
屋
も
入
れ
る
と
合
計
六
〇
坪
の
家
作
り
を
し
、
そ

れ
か
ら
畑
の
開
墾
を
し
、
道
の
整
備
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
全
部

を

一
人
で
や
っ
て
、
な
ん
と
か
住
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

ゆ
う
に
二
年
は
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
ル
ン
ル
ン
気
分
で
や
っ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、

け
っ
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
作
業
は
、
や
る

気
と
体
力
さ
え
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
出
来
る
こ
と
で
す
。
家

の
外
壁
が
出
来
る
こ
ろ
に
は
、
も
う
な
か
ば
う
ん
ざ
り
し
て

い
ま
し
た
。
来
る
日
も
来
る
日
も
、
「
な
ん
で

こ
ん
な
馬
鹿

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」
の
連
続
で
す
。
そ
れ

で
も
、
こ
れ
は
Ｐ
Ｕ
修
行
の
第

一
課
、

「
途
中
で
や
め
た
の

で
は
自
由
人

へ
の
道
も
と
だ
え
る
」と
、
自
分
を
は
げ
ま
し
、

ど
う
に
か
計
画
は
遂
行
で
す
。

当
初
の
プ
ラ
ン
を
す
べ
て
成
し
遂
げ
て
み
る
と
、
確
か
に

自
分
に
と
っ
て
の
効
果
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
大
変
な
重
労

働
で
す
か
ら
、
相
当
な
排
毒
が
で
き
、
体
も
変
わ
っ
て
き
た

の
が
分
か
り
ま
し
た
。
精
神
的
に
も
、
人
間
が
生
き
る
に
必
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要
な
生
活
の
こ
と
を
、
あ
ら
ま
し
体
験
し
た
の
で
す
か
ら
、

も
う
ど
こ
に
行
っ
て
も
生
き
ら
れ
る
ぞ
―
　
と
い
う
自
信
も

生
ま
れ
、
確
か
に
、
都
会
で
腑
抜
け
て
い
た
自
分
の
、
人
間

と
し
て
の
野
性
味
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

し
か
し

一
方
で
、　
一
日
で
も
早
く
こ
ん
な
肉
体
的
生
活
を

抜
け
出
し
、
Ｇ
Ｏ
の
い
う

「
遊
ん
で
、
遊
ん
で
、
遊
ぶ
ほ
ど

他
人
に
感
謝
さ
れ
、
慕
わ
れ
る
」
、
そ
ん
な
自
由
人
の
世
界

に

一
日
も
早
く
行
き
た
い
―
　
と
い
う
思
い
も

つ
の
っ
て
き

ま
し
た
。
と
に
か
く

「食
養
三
年
」
の
基
本
生
活
は
、
身
体

改
造
の
土
台
と
な
る
時
期
で
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
、

状
況
に
応
じ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
の
よ
う
で
す
。

私
は
、
自
ら
の
体
験
で
、
「
食
養
三
年
、
基
本
食
と
重
労
働

で
、
確
か
に
判
断
力
が
上
が
る
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。只

今
、
真
生
活
真
っ
最
中
／

玄
米
を
食
べ
始
め
て
十

一
年
に
も
な
る
の
に
、
「
食
養
三
年

を
卒
業
し
た
ぞ
！
」
と
い
う
の
も
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で
す

が
、
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
器
量
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私

の
よ
う
な
ボ
ケ
ナ
ス
に
は
、
ひ
と
の
四
倍
で
も
上
出
来
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
間
の
食
事
も
、
Ｇ
Ｏ
の
示
し
た
基
本
食
だ
け
と
い
う

教
科
書
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
七
歳
に
な
る
長
女
が

生
ま
れ
て
か
ら
は
ず
っ
と
、
動
物
性

一
切
な
し
の
百
パ
ー
セ

ン
ト
純
正
穀
物
菜
食
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
毎
日
の
食
事

は
ほ
と
ん
ど
基
本
食
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
食
べ
物
の
質
の

面
で
は
、
ま
ず
は
合
格
点
が

つ
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
体

質
を
見
き
わ
め
た
う
え
で
の
調
理
や
食
べ
か
た
と
い
う
細
か

い
こ
と
で
は
、
今
思
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
大
ざ
っ
ば
な
や
り
方

が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

「
食
養
三
年
」
の
卒
業
を
自

分
で
宣
言
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
の
で
す
か
ら
、
玄
米
は

本
当
に
偉
大
で
す
―

自
由
人

へ
の
第

一
課
を
、
か
ろ
う
じ
て
勝
手
に
合
格
さ
せ

た
と
こ
ろ
で
、
私
の
目
標
は
、
第
二
課
の

一
真
生
活
七
、
九

年
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
正
食
家
と
し
て
の
真
生

活
を
守
り
、
こ
の
生
活
の
良
さ
、
面
白
さ
を
他
人
に
も
伝
え

る
と
い
う
生
活
で
す
。

つ
ま
り
、　
コ

粒
万
倍
精
神
」
の
パ

ラ
マ
キ
の
実
行
で
す
。
こ
れ
は
当
然
、
第

一
課
よ
り
も
さ
ら

に
困
難
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
面
白
く
、
ま
た
、
や
り
が
い

も
あ
り
ま
す
。

私
は
今
、
地
元
の
町
で
正
食
講
座
を
持
っ
て
い
ま
す
。
料

理
を
教
え
、
食
事
会
を
開
き
、
Ｐ
Ｕ
講
義
を
し
、
健
康
相
談

も
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
三
十
人
程
度
の
小
さ
な
会
で
す
が
、

そ
れ
で
も
二
年
間

つ
づ
け
て
い
る
お
か
げ
で
、
若

い
人
を
中

心
に
最
近
で
は
わ
ず
か
ず

つ
で
す
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
自
宅
で
は
、
縁
の
あ
る
人
の
病
気
治
療
も
ボ
ツ
ボ
ツ
手

が
け
て
い
ま
す
。
大
森
先
生
の
築
き
上
げ
ら
れ
た
正
食
医
学

論
を
主
と
し
て
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
で
す
。

と
に
か
く
、
他
人
に
教
え
た
り
、
伝
え
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
の
中
で
不
透
明
で
あ
っ
た
り
、
理
解
で
き
て

い
な
か
っ
た
箇
所
が

ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
て
き
ま
す
。
責
任
も

生
ま
れ
ま
す
の
で
、
緊
張
感
も
味
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
教
え

る
こ
と
は
、
そ
れ
以
上
に
相
手
か
ら
教
わ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
機
会
や
場
で
の
体
験
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
大
き
な

ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
こ
れ
も
Ｇ
Ｏ
の
言

う
通
り
で
す
。

「料
理
」、
「
正
食
医
学
」、
「
宇
宙
法
則
」
の
三
本
柱
は
、
自

由
人
に
と
っ
て
の
必
修
科
日
で
す
が
、
こ
れ
は
何
も
特
別
な

勉
強
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
生
活
の
た
め
に
必
要
な
ご
く
当

た
り
前
の
学
習
で
す
。
こ
の
三

つ
を
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

い
か
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
、
こ
れ
が
最
も
大
切
な

こ
と
な
の
で
す
。

正
食
は
最
高
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

私
は
正
食
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

か

つ
て
は
、
生
活
の
中
で
時
々
思
い
出
し
て
い
る
程
度
の

「
正
食
」
だ
っ
た
の
に
、
今
で
は
朝
か
ら
晩
ま
で

「
正
食
」

「
正
食
」
で
す
。
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
、
生
活
の
す
べ
て

が
「
正
食
」
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
入
れ
込
み
よ
う
で
す
。

ど
う
し
て
私
は
こ
れ
ほ
ど

「
正
食
」
に
こ
だ
わ
る
の
で
し
ょ

・つ
，
・

人
は
よ
く
、

「
正
食
」
の
限
界
を
口
に
し
、
目
的
の
た
め

の

一
つ
の
手
段
だ
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
い
ま

す
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
う
言
う
人
は
ま
だ
、
「
正
食
」
の

本
当
の
姿
と
面
白
さ
を
知
ら
な
い
の
で
す
。

「
正
食
」
の
中
に
は
、
私
が
人
生
で
求
め
る
す
べ
て
が
あ
り

ま
す
。

「
正
食
」
の
道
を
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
、
こ
の
気
持
ち

と
確
信
は
強
く
な
る
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
は

「
正
食
」

を
単
な
る
健
康
法
な
ど
と
は
、
け
っ
し
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
私
が
病
気
治
し
で

「
正
食
」
を
や
り
始
め
た
わ
け

で
な
く
、
今
で
も
、
と
り
あ
え
ず
肉
体
的
病
気
は
持
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
し
て
も
、
今
の
私
が
十
回
の
腕
立
て
伏
せ
を
五
十
回
で

き
る
よ
う
に
な
り
、　
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

走
れ
る
よ
う
な
健
康
を
手
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
い
何

の
意
味
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
　
こ
の
程
度
の
肉
体
的
健
康
な

ら
、
な
に
も

「
正
食
」
な
ど
と
い
う
め
ん
ど
う
く
さ
い
こ
と
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を
や
ら
な
く
て
も
、
世
間

一
般
の
方
法
や
努
力
で
、
い
く
ら

で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
が
、
厄
介
で
努
力
の
い
る

「
正
食
」
に
こ
だ
わ
り
続
け

る
理
由
は
簡
単
で
す
。
そ
れ
は
、
他
の
方
法
で
は
け
っ
し
て

手
に
入
ら
な
い
も
の
が
、

「
正
食
」
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る

か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
「
自
由
人
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
自
由
人
」

と
は
、
最
高
判
断
力
を
持
ち
、
す
べ
て
の
も

の
か
ら
解
放
さ
れ
た
精
神
と
肉
体
を
持

っ
た
者
、
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
簡
単
に
い
う
と
、　
フ
し
」
ろ
も
か
ら
だ
も
真
に

健
康
で
、
す
べ
て
の
こ
と
を
理
解
し
た
人
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

「
健
康
で
幸
福
な
人
間
」
と
い
え
ば
、
だ
れ
で
も
、
そ
れ
な

ら
私
も
自
由
人
に
な
り
た
い
！
　
と
い
う
で
し
ょ
う
。
私
に

と
っ
て
も
、
「
自
由
人
」
ほ
ど
魅
力
的
な
存
在
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
、
こ
れ
を
求
め
て
今
ま
で
の
半
生
を
生
き
て
き
た

し
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

一
生
も
、
き
っ
と
こ
の
「
自
由
人
」

を
求
め
て
生
き
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
正
食
」
と
は
、
こ
の

「
自
由
人
」
に
な
る
具
体
的
方
法
と

理
論
を
教
え
る
も
の
で
す
。

だ
か
ら
、
私
は

「
正
食
」
に
ひ
か
れ
、
私
と
私
の
家
族
の

す
べ
て
を
か
け
て
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、

私
が

「
自
由
人
」
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
女
房
に

も
子
供
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の

「
自
由
人
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
の

で
す
。
い
や
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
中
の
人
が
、
み

な
自
由
人
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
世
界
を
、
こ
の
日
で
見
た

い
と
さ
え
思
っ
て
い
ま
す
。

正
食
は
む
ず
か
し
い
？

本
来
、
こ
う
し
た
高
い
理
想
を
持

つ
の
が

「
正
食
法
」
だ

と
思
い
ま
す
が
、
年
々
こ
う
し
た
理
想
の
次
元
が
下
が
り
、

単
な
る
健
康
法
に
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
る
の
は
、
は
た
し

て
私

一
人
で
し
ょ
う
か
？

確
か
に
、

「
正
食
」
は
、
方
法
は
簡
単
で
す
が
、
い
ざ
実

行
と
な
る
と
、
な
に
し
ろ
自
分
の
業
と
の
間
い
で
す
か
ら
、

非
常
に
困
難
な
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
実
行
力
が
問

わ
れ
、
自
分
の
器
量
の
無
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
た
び

重
な
る
高
い
壁
の
前
に
、
次
第
に

「
自
由
と
幸
福
の
道
」
が

遠
の
い
て
い
き
ま
す
。
初
め
に
抱
い
た
燃
え
立

つ
夢
と
情
熱

も
い
つ
の
間
に
か
失
せ
、
次
第
に
世
間
の
人
の
価
値
観
に
逆

戻
り
、

つ
い
に
は
、
玄
米
は
健
康
の
た
め
の
オ
マ
ジ
ナ
イ
、

と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
は
た
し
て
、
正
食

は
、
そ
ん
な
に
難
し
く
、
「
自
由
人

へ
の
道
」
は
、
本
当
に
私

た
ち
凡
人
に
は
手
の
届
か
な
い
天
才
の
道
、
高
嶺
の
花
な
の

で
し
ょ
う
か
？

い
い
え
、
私
は
け
っ
し
て
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。

私
は
も
ち
ろ
ん
凡
人
で
す
か
ら
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
し

じ
ゅ
う
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
時

ほ
ど
、
「
正
食
の
道
、
自
由
人
の
道
は
、
万
人
に
可
能
な
道
だ

ぞ
、
断
じ
て
！
」
と
い
う
Ｇ
Ｏ
の
言
葉
を
、
強
く
確
信
し
ま

す
。
私
の
よ
う
な
凡
人
が
、
自
分
の
器
も
顧
み
ず

「
自
由
人

に
な
る
ぞ
！
」
な
ど
と
考
え
る
の
は
、
Ｇ
Ｏ
の
こ
の
言
葉
が

あ
る
か
ら
で
す
。

Ｇ
Ｏ
の
偉
大
さ
は
、
私
た
ち
凡
人
に
聖
者
の
道
を
解
放
し

た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
か

つ
て
ど
の
歴
史
上
に
も
実
現
し
な
か
っ
た

「万
人
に
可
能
な
自
由
人

へ
の
道
」
を
、
正
食
の
お
か
げ
で

今
、
凡
人
の
頭
と
体
で
大
手
を
振
っ
て
歩
け
る
の
で
す
。

ま
た
、
後
か
ら
続
く

「
凡
人
た
ち
」
の
た
め
に
も
、
今
、
自

信
を
も
っ
て
、
こ
の
道
を
歩
い
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
自
由
人
」
に
な
る
と
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
な
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
な
ら
だ
れ
で
も
持

っ
て
い
る
は
ず

の
能
力
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
発
揮
で
き
る
人
間
に
な
る
こ
と
で

す
。
い
わ
ば
、
「本
来
の
人
間
に
な
る
こ
と
―
」
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
完
べ
き
な

「
自
由
人
」
に
私
た
ち
が
す
ぐ
に

な
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
凡
人
の
私
た
ち
に
と
っ

て
の

「自
由
人

へ
の
道
」
と
は
、
私
た
ち
か
ら
子
供

へ
、
子

供
か
ら
孫

へ
、
そ
の
ま
た
子
供
へ
と

一
歩
ず

つ
、
一
段
ず

つ
、

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
と
多
く
の
試
練
を
経
て
、
初
め

て
た
ど
り

つ
け
る
道
の
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
ま
ず
、
私
た
ち
の
第

一
歩
が
な
け
れ
ば
何

も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の

一
歩
は
、
確
実
に

「
自

由
人
」
へ
向
け
て
の
第

一
歩
な
の
で
す
！

生
活

に
、

ジ

ヤ
ン
プ

の

た
め

の
シ

ス
テ
ム
を

／

と
も
す
る
と
、
私
た
ち
は
食
べ
る
こ
と
だ
け
に
こ
だ
わ
り

勝
ち
で
す
。

「
正
食
」
と
は
言
葉
の
上
で
は
食
べ
る
こ
と
で

す
が
、
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
こ
れ
だ
け
に
こ
だ
わ
る
と
、

目
標
を
見
失
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
よ
り
よ
く
食
べ
る
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で

す
。
た
と
え
ば
、
健
康
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、

「
料
理

技
術
の
向
上
」
が
必
要
で
す
し
、
的
確
な
料
理
の
た
め
に
は

体
を
知
る
た
め
の

「
正
食
医
学
」
も
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
健
康
な
体
で
何
を
す
る
か
は
人
生
の
全
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般
に
か
か
わ
る
生
き
か
た
の
問
題
で
す
が
、
そ
の
生
き
か
た

の
最
高
の
判
断
力
を
得
る
た
め
に
は
、
「宇
宙
法
則
の
学
習
」

が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
は
、
個
々
に
別
々
な
問
題
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連

し
あ
う
問
題
で
す
。
ど
れ
か

一
つ
が
欠
け
て
も
す
べ
て
が
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
共
に
か
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

向
上
さ
せ
た
と
き
、
私
た
ち
の
生
活
は
全
体
的
に
グ
ン
と
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
と
一冨
え
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的

な
生
活
が
で
き
て
る
人
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
非
常

に
う
ま
く
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

と
も
す
れ
ば
私
た
ち
は
、
問
題
の
解
決
を
生
活
の
外
に
求

め
が
ち
で
す
が
、
「
自
由
人
」
の
道
は
、
け
っ
し
て
、
あ
る
特

定
の
場
や
機
会
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
、

日
々
生
き
て
い
る
日
常
の
生
活
の
場
そ
の
も
の
に
、
す
べ
て

の
問
題
と
答
え
は
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
秩
序
に
従
っ
た
「
生
活
法
」

の
こ
と
で
す
。
生
活
の
中
で
試
さ
れ
、
実
証
さ
れ
て
こ
そ
本

物
だ
と
言
え
ま
す
。

ｉ

ヽ

日

、

　

　

　

　

　

、

夕
に
し
て
い
～
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

ネ

ッ

ト

ヮ

ー

ク

を

作
り
ま

し
ょ
う

ノ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
新
し
い
生
き
方
に
は
、
価
値
観

の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
多
く
の

摩
擦
や
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
の
に
、
こ
れ
を
検
討
す
る
場
や

機
会
が
本
当
に
少
な
い
の
で
す
。

今
の
私
た
ち
ほ
ど
、
多
く
の
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
者

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
良
質
の
野
菜
や
玄
米
が
、
手
に
は
い
ら

な
い
」、
「
家
族
が
病
気
に
な
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
」、
「
邪
食

が
や
め
ら
れ
な
い
。
困
っ
た
」、
「
育
児
は
ど
う
し
た
ら
い
い

ん
だ
。
教
育
は
？
」、
「
自
分
の
馬
鹿
さ
加
減
が
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
治
ら
な
い
。
ア
ア
、
弱
っ
た
、
ど
う
し
よ
う
」と
、

悩
む
こ
と
だ
ら
け
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
て
、　
一
人
で
悩
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
貴

重
な
時
間
は
ド
ン
ド
ン
過
ぎ
て
い
く
だ
け
で
す
。
む
し
ろ
、

悩
め
ば
悩
む
だ
け
、
か
え
っ
て
出
口
な
し
に
な
る
の
が
オ
チ

で
す
。

こ
ん
な
時
、
他
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
問
題

を
解
い
て
く
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
問
題
は
、
他

の
仲
間
も
ま
た
抱
え
て
い
ま
す
。

現
代
社
会
は
情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル

で
情
報
交
換
が
活
発
で
す
。
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
だ

け
に
、
同
じ
目
的
を
持

つ
人
間
の
交
流
も
盛
ん
で
、
研
究
は

ど
ん
ど
ん
深
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
あ
り
き
た
り
の
情
報
な

ら
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
手
に
入
る
時
代
で
す
か
ら
、
よ

け
い
に
、
深
く
幅
広
い
情
報
が
価
値
を
持
っ
て
く
る
わ
け
で

一９
。残

念
な
が
ら
、
私
た
ち
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
世
界

は

一
歩
も
二
歩
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
得
る
情
報
の

多
く
は
、
特
定
の
箇
所
や
指
導
者
か
ら
受
け
る

一
方
通
行
の

も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
真
の
進
歩
は
望
め
ま
せ
ん
。
現
状
で
の

一
番
の
問
題
は

仲
間
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
な
い
こ
と
で
す
ｃ
私

た
ち
は

今
こ
そ
、
互
い
に
連
帯
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
、

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

Ｐ

Ｕ

Ｓ

ネ

ッ

ト

ヮ

ー

ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
を
Ｐ
Ｕ
Ｓ

（パ
ス
）
と
し
ま
す
。

Ｐ
Ｕ
Ｓ
と
は
、
Ｐ
Ｕ

（無
双
原
理
）
の
ｒ
営
ざ
ヨ
（基
地
）
、

「
宇
宙
法
則
基
地
」
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

「
大

自
然
と
共
に
生
き
る
生
活
法
」
を
目
的
と
す
る
人
間
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
自
由
に
参
加
し
た
全
国
の
メ
ン
パ
ー

の
中
か
ら
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
も
効
率
よ
く
機
能
で

き
る
地
域
に
、
各
地
の
Ｐ
Ｕ
Ｓ
を
設
け
ま
す
。
こ
の
拠
点
と

な
る
パ
ス
の
構
成
人
数
は
何
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
こ
の
メ
ン
パ
ー
の
中
か
ら

一
人
、
活
動
を
展
開
す
る
デ
ィ

レ
ク
タ
ー

（演
出
者
）
を
名
乗
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
以
後
、

こ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
パ
ス
が
動
い
て
い
く

わ
け
で
す
。

ロ
パ
ス

・
セ
ン
タ
ー

こ
の
全
国
の
パ
ス
を
ま
と
め
て
い
く
の
が
、
パ
ス

・
セ
ン

タ
ー
で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
各
地
の
パ
ス
の
活
動
が
、

よ
リ
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
し
て
い
く
よ
う
に
手
助
け
す
る
、
い

わ
ば
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

・
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

ロ
パ
ス
の
活
動
内
容

生
活
の
基
盤
が

「
正
食
法
」
で
す
の
で
、

（
１
）
目
的
と
す
る
食
糧
の
確
保

（２
）
正
食
料
理
の
技
術
の
習
得

（
３
）
正
食
医
学
の
技
術
や
治
療
法
の
学
習

（
４
）
宇
宙
法
則
の
学
習

な
ど
が
、
毎
日
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
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そ
こ
で
、
各
パ
ス
で
は
、

（
１
）
無
農
薬
野
菜
、
玄
米
を
は
じ
め
と
し
た
純
正
食
品
、

書
籍
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
が
、
よ
リ
ス
ム
ー
ス
に
、
さ
ら

に
安
定
し
て
各
メ
ン
バ
ー
に
い
き
わ
た
る
よ
う
に
、
互
い
に

流
通
経
路
を
開
拓
、
工
夫
す
る
こ
と
、
そ
の
質
的
向
上
を
常

に
心
が
け
る
こ
と
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
生
活
必
需
品
が
ま

だ
ま
だ
手
に
い
れ
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の

情
報
交
換
や
便
宜
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
質
の
も
の
が
手
に
入

る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
２
）
食
事
会
と
座
談
会
を
開
催
し
て
、
正
食
料
理
の
技
術

交
流
と
各
自
の
情
報
を
交
換
し
あ
う
。

互
い
の
料
理
を
発
表
し
あ
い
、
教
え
あ
い
、
料
理
の
技
術

を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
。
ま
た
、
座
談
会

で
は
、
各
自
の
情
報
交
換
と
同
時
に

「
宇
宙
法
則
」
を
学
習

し
、
判
断
力
の
向
上
に
努
め
る
。
食
事
会
、
座
談
会
は
、
新

し
い
仲
間
を
増
や
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
大
い
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ど
こ
に
も
有
能
な
人
材
は
、
い
る
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
も
大
き
な
仕

事
で
す
。

（
３
）
パ
ス

●
レ
タ
ー
を
交
換
し
あ
う
。

こ
れ
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
最
も
有
効
で
重
要
な

活
動
で
す
。

そ
れ
は
、
メ
ン
パ
ー
が
月
に

一
回
程
度
、
手
紙
で
お
互
い

の
情
報
を
交
換
し
あ
う
の
で
す
。
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
の
問
題
点
は
明
確
に
な
り
ま
す
し
、
な
に
よ
り
う
れ
し
い

の
は
、
毎
月
、
仲
間
か
ら
多
く
の
情
報
が
あ
な
た
の
手
元
に

届
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

各
メ
ン
パ
ー
が
、
パ
ス

・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
送
っ
た
通
信

は
各
パ
ス
で
ま
と
め
、
自
分
の
パ
ス

・
メ
ン
パ
ー
と
他
の
パ

ス
に
送
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
共
通
の
問
題
意
識
を
持

つ
全
国
の
仲
間

の
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

人
と
の
交
流
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

め
ん
ど
う
な
規
則
な
ど
は
、
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
す

べ

て
は
、
こ
れ
か
ら
参
加
し
て
く
る
人
た
ち
の
活
動
か
ら
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
だ
れ
か
の
た
め
で
な
く
、
私

た
ち
自
身
の
た
め
に
あ
り
ま
す
―
　
と
に
か
く
、　
一
人

一
人

が
手
を

つ
な
ぎ
始
め
る
こ
と
で
す
。
す

べ
て
は
、
そ
こ
か
ら

始
ま
り
ま
す
！

■

こ
の
パ
ス
活
動

に

つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
は
、
返
信
用
封

筒
に
ご
自
分
の
あ
て
名
を
書
き
、
六
〇
円
切
手
を
は
っ
た
も

の
を
別
の
封
筒
に
入
れ
て
、
左
記

へ
お
送
り
願

い
ま
す
。

〒
９
７
９
１
３
１
　
福
島
県

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川
字
中

戸
渡
３
５

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

パ
ス

ｔ

ン
タ
ー

　

　

　

　

橋

本

宙

八

電
話
／
０
２
４
６

・
８
８

ｏ
２
３
３
５

一出中̈い知疇̈̈
中̈一一呻̈̈
一̈驀『勘一

夏

の
料

理
教
室

″
後

開
講

●
初
級
コ
ー
ス
／
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
イ
ツ
ク
料
理
の
基
礎
。

●
中
上
級
師
範
コ
ー
ス
／
桜
沢
流
普
茶
料
理
、
民
族
風

自
然
食
料
理
。

●
模
長
／
桜
沢
里
真

●
定
員
／
４０
名
（昼
の
部
１１
時
、
夜
の
部
６
時
）

1 
東熊 B新宿四 期 2丁 目24番 9号 株 式 会 社 天 塩  〒 ЮO電話 03o引 )52代 表 |

いま、もうひとつのl憂ヨη キ  |

用 塩

●
　
、

”
フ

ふ りか け に 1更 利

コクのあ る1味 わい

食卓用・調理用

淡l味 力i′ じヽがけられ

i′fけ やすくソフト

お、りかけ用 淡味塩

二 つ の 食 卓#FJq x. rii
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中
国
精
進
料
理
試
食
会

‰

「素
菜
」
食
と
は
？
―
―
道
教
の
自
然
思
想
か
ら
発
展
し
、

中
国
の
禅
寺
で
生
れ
た
二
千
年
の
歴
史
を
も
つ
精
進
料
理
。

肉
類
、
魚
貝
類
を

一
切
使
用
せ
ず
、
材
料
は
穀
類
、
本
の
実
、

山
菜
、
茸
、
湯
葉
、
大
豆
蛋
白
、
小
麦
蛋
白
な
ど
、
す
べ
て

植
物
性
の
材
料
を
用
い
る
。

「精
進
だ
し
」
は
、
①
こ
ん
ぶ
、
②
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
人

参
、
か
ぶ
、
玉
ネ
ギ
、
③
な
つ
め
、
大
豆
、
し
い
た
け
、
④

大
豆
、
⑤
も
や
し
、
し
い
た
け
、
⑥
干
し
し
い
た
け
、
な
ど

を
煮
こ
ん
で
作
る
。
南
さ
ん
の
精
進
だ
し
は
、
千
し
し
い
た

け
と
大
豆
も
や
し
を
２
時
間
か
け
て
煮
こ
む
そ
う
だ
。

「正
食
」
で
は
、
陰
陽
の
と
り
合
わ
せ
で
材
料
を
選
び
調
理

し
て
い
く
が
、
南
さ
ん
の
お
話
に
よ
る
と

「中
国
風
精
進
料

理
」
で
は
、
五
行
説
に
よ
る
五
味
の
と
り
合
わ
せ
、
四
季
の

調
和
を
は
か
る
。
四
季
は
、
「暖

。
暑

・
涼

・
寒
」
を
い
い
、

菱
な
ど
の
穀
類
、
小
豆
は
暖
か
い
も
の
、
本
の
実
、
ゴ
マ
は

暑
い
も
の
、
蓮
根
は
涼
し
い
も
の
、
大
根
、
自
菜
、
果
物
は

寒
い
も
の
に
な
る
。
水
ぶ
く
れ
の
体
質
の
方
に
は
、
キ
ノ
コ

の
よ
う
な

「寒
」
は
、
あ
ま
り
す
す
め
ら
れ
な
い
が
、
火
の

よ
う
に
し
ま
っ
た
体
質
に
は
、
寒
い
も
の
が
合
う
こ
と
に
な

る
。
と
い
っ
て
も
、
ふ
と
っ
て
健
康
な
タ
イ
プ
と
、
や
せ
て

健
康
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
ふ
と
つ
て
健
康
な
タ
イ
プ
の
方
を

無
理
に
し
め
て
や
せ
さ
せ
て
は
、
か
え
っ
て
健
康
を
損
う
。

四
季
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
に
、
南
さ
ん
は
中
国
の
精

進
料
理
を
体
系
づ
け
て
い
子
フ
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

●
中
国
精
進
料
理
試
食
会

日
時
／
５
月
１８
日

（日
）
午
後
１
時
～
４
時

所
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
３
階

講
師
／
南
喬
生

（死
三
年
台
湾
生
ま
れ
、
一老
〇年
か
ら
死
克

年
ま
で
台
北
市
で
精
進
料
理
の
店
を
経
営
。
一宍
一年
調
理
師

と
し
て
来
日
。

「中
国
精
進
料
理
研
究
セ
ン
タ
Ｉ
Ｌ
埼
玉
県

和
光
市
諏
訪
原
団
地
千
千
舌
五
、
８
日
〈甲
茜
共
究
０

主
宰
。

会
費
／
五
千
円
。
（六
菜
、　
一
湯
の
コ
ー
ス
）

＊
５
月
１４
日
（水
）
ま
で
に
要
予
約
。

お
産
と
育
児

の
テ
ィ
ー
チ
ン

妊
娠
か
ら
７
歳
ま
で

0参加できるようお父さんも協力して下さい。

所
●
日
本
Ｃ
ｌ
協
会
２
階
（予
定
）

講
師
●
山
西
み
な
子

（自
然
育
児
相
談
所
所
長
）

大
森

一
慈

（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
講
師
）

司
会
／
沢
田
美
弥
子

会
費
●
三
千
五
百
円

⌒
一
日
の
み
二
千
円
）

※
当
日
、
保
母
さ
ん
保
父
さ
ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募

っ
て
い
ま
す
。

5/3 GD 5/4(日 )

12時 開会

山西先生の

お話

1時半～

お茶と買疑

2時半～

対談

(山西、大森)

4時

12時～

大森先生の

お話

1時半～

お茶と参加

者の発雷、

ティーチイ

ン

4時 閉会

3/1新発売、限定 150本

大森英桜先生講演テープ

夢 は五臓 の疲 れ

60分 ×2 ¥3,000(〒 240)

日本C!協会
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伊丹十三監督作品

伊
丹
十
二
監
督

・
脚
本
の
第
二
作
は
、
大

衆
の
味
ラ
ー
メ
ン
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ラ

ー
メ
ン
の
食
べ
方
を
、
ラ
ー
メ
ン
道
四
十
年

の
大
御
所
を
演
ず
る
大
友
柳
太
朗
に
語
ら
せ

る
。

「ま
ず
は
じ
め
に
愛
情
を
こ
め
て
箸
で

ラ
ー
メ
ン
を
な
で
ま
す
…
焼
き
豚
を

一
度
ス

ー
プ
に
沈
め
て
か
ら
裏
が
え
し
、
右
上
に
移

し
ま
す
。
目
で
あ
と
で
ね
と
言

っ
て
敬
意
を

表
し
ま
す
」
た
か
が
ラ
ー
メ
ン
か
ら
、
ラ
ー

メ
ン
を
食
す
る
道
に
ま
で
昇
格
さ
せ
て
し
ま

そ
し
て
、
本
当
の
ラ
ー
メ
ン
を

つ
く
る
た

め
に
、
大
の
男
五
人
が
次
々
と
力
を
貸
す
過

程
を
軸
に
十
三
の
挿
入
話
が
組
み
こ
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
人
間
の
視
覚

・
味
覚

・
聴
覚

。
触
覚
を
刺
激
し
、
食
物
の
持

つ
官
能
的
な

面
を
も
盛
り
こ
ん
で
い
る
。
ま
じ
め
に
、
単

調
に
生
き
て
い
る
人
々
を
、
ち
ょ
っ
と
お
ち

ょ
く

っ
て
や
ろ
う
と
い
う
伊
丹
十
二
の
思
い

が
達
せ
ら
れ
て
い
て
面
白

い
。

″自
然
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
ら
、
甘

い
も

の
を
あ
げ
な
い
で
下
さ
い

″
と
首
に
カ
ー
ド

を
下
げ
て
い
る
子
供
が
登
場
す
る
。
子
供
に

札
ま
で
下
げ
な
け
れ
ば
健
康
が
守
れ
な

い
と

い
う
現
実
。
食
べ
も
の
を
た
か
が
食

い
も
の

と
し
て
と

ら
え
て
い
る
大
多
数
の
人
々
の
中

で
、
幼
児
が
親
の
切
な
る
思
い

（？
）
を
背

負

っ
て
、
ミ
ニ
・
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
マ
ン
を
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
、
滑
稽
と
い
う
よ
り
あ

わ
れ
だ
。

こ
の
映
画
の
最
後
の
三
分
間
は
、
食
養
を

す
る
私
に
と

っ
て
意
味
の
あ
る
時
で
あ

っ
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
の
字
幕
が
流
れ

は
じ
め
て
し
ま

っ
た
の
で
、
観
客
の
ほ
と
ん

ど
は
、
席
を
立

っ
て
し
ま

っ
た
。

乳
飲
み
児
が
、
乳
首
を
ほ
お
ば
り
、
う

っ

と
り
し
た
目
を
し
な
が
ら
、
左
手
の
小
さ
な

人
差
し
指
で
、
も
ひ
と
つ
の
乳
房
を
そ

っ
と

さ
わ
り
な
が
ら
遊
び
続
け
る
姿
が
語

っ
て
い

る
も
の
は
何
か
。

現
在
二
十
歳
に
な

っ
た
若
者
の
五
分
の
四

は
人
工
栄
養
で
育

っ
た
と
い
う
統
計
を
見
る

と
、
食
物
に
こ
だ
わ
り
、
グ
ル
メ
を
誇
る
伊

丹
十
三
が
、
せ
せ
ら
笑

っ
て
い
る
姿
が
浮
ぶ
。

「母
乳
で
育
て
て
も
ら
え
な
か

っ
た
若
者
の

皆
さ
ん
、
粉
ミ
ル
ク
は
本
物
を
味
わ
う
味
覚

を
砂
糖
で
消
し
、
う
ま
味
を
味
わ
う
喜
び
を

奪

っ
て
し
ま
う
こ
と
を
御
存
じ
な
い
で
し
ょ

う
」
と
。

食
養
を
行
じ
人
間
追
究
の
日
々
を
送
る
我

我
に
と

っ
て
、
人
生
と
は
自
己
認
識
を
達
成

す
る
こ
と
と
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
生
命
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
い
る
乳
飲
み
児
の
姿
は
、

自
分
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か

を
知
る
自
己
追
究
の
場
で
あ
る
と
言
え
る
。

育
て
ら
れ
る
者
と
育
て
る
者
と
い
う
分
け

方
を
す
る
単
純
な
見
方
で
は
、
と
ら
え
き
れ

な
い
深
い
も
の
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

生
命
力
の
あ
る
食
物
か
ら
つ
く
ら
れ
た
母

乳
を
通
し
て
流
れ
る
波
動
が
、
人
間
形
成
の

上
に
計
り
知
れ
な

い
重
要
な
働
き
を
し
て
い

る
こ
と
に
目
を
向
け
た

い
。

今
、
子
育
て
に
励
む
母
親
が
、
母
乳
で
子

育
て
を
す
る
日
々
の
生
活
の
中
か
ら
、
自
分

に
と

っ
て
の
正
食
を

つ
か
み
、
八
十
歳
ま
で

生
き
抜
く
底
力
を
貯
え
て
く
れ
る
こ
と
を
切

に
祈
り
た
い
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

（澤
田
　
美
弥
子
）
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ド

隠

門

錘

覇

鳳

●
材
料
／
地
粉

（カ
ッ
プ
５
）
、玉
ね
ぎ

（２
個
Ｘ
人
参

（３

本
）
、
コ
ー
フ
ー

（硼
８
、塩
、
コ
シ
ョ
ー
、
生
姜
、
ゴ
マ
油
、

パ
セ
リ
少
々
、
葛
粉

（大
１
）

①
地
粉
カ
ツ
．フ
３
に
塩
小
２
分
の
１
、
水
を
少
し
ず
つ
い
れ

て
耳
た
ぶ
く
ら
い
に
こ
ね
、
５
ミ
リ
く
ら
い
の
厚
さ
に
の
し
、

５
ミ
リ
く
ら
い
の
幅
に
切
り
、
熱
湯
で
き
っ
と
ゆ
で
る
。

②
力
Ｚ
フ
２
の
地
粉
を
塩
小
３
分
の
１
と
水
少
々
で
耳
た
ぶ

く
ら
い
に
こ
ね
、
丸
く
２０
セ
ン
チ
く
ら
い
に
の
ば
し
、
端
を

１
セ
ン
チ
く
ら
い
折
り
曲
げ
る
。

③
玉
ね
ぎ
は
薄
く
回
し
切
り
。
人
参
２
本
を
細
切
り
。

④
コ
ー
フ
ー
は
薄
切
り
に
し
、
油
で
揚
げ
、
一ミ
ン
ノ
切
り
し
、

カ
ス
フ
ー
の
水
に
醤
油
大
１
入
れ
、
下
に
昆
布
１０
セ
ン
チ
ー

枚
敷
き
、
そ
の
中
に
入
れ
て
水
が
な
く
な
る
ま
で
煮
て
、
生

姜
お
ろ
し
を
小
１
加
え
て
お
ろ
す
。

⑤
玉
ね
ぎ
は
大
１
の
油
で
よ
く
炒
め
、人
参
を
入
れ
て
炒
め
、

塩
少
々
で
味
を
つ
け
、
④
を
入
れ
て
ま
ぜ
る
。

⑥
鍋
に
大
２
の
油
を
温
め
、
①
を
さ
つ
と
炒
め
、
②
に
平
ら

に
の
せ
、
次
に
⑤
を
の
せ
、
残
り
の
人
参
を
お
ろ
し
て
、
葛

粉
を
３
倍
の
水
で
と
い
た
の
を
ま
ぜ
て
、
の
せ
、
天
火
で
躙

度
く
ら
い
で
２０
分
く
ら
い
焼
き
、
天
火
か
ら
出
し
て
バ
セ
リ

の
ミ
ジ
ン
を
ふ
り
、
四
つ
に
切
る
。

●
材
料
／
コ
ー
フ
ー
（硼
ｇ
、ね
ぎ
（１
本
ヽ
生
魅

（１
本
）

豆
腐

（１
丁
）
、
せ
り

（１
東
Ｘ
椎
茸

（５
個
Ｘ
葛

（大
１
）
、

昆
布

（１０
セ
ン
チ
ー
枚
Ｘ
自
然
塩
、
古
式
醤
油
、
日
本
酒
、

レ
モ
ン
汁
少
々
、
コ
シ
ョ
ー
少
々
、
ゴ

マ
油
、
生
姜
少
々

①
コ
ー
フ
ー
は
２
セ
ン
チ
角
を
斜
め
に
薄
切
り
し
、
油

で
揚

げ
、
カ
ツ
。フ
ー
の
水
、
大
１
の
醤
油
で
煮

つ
け
、
水
が
な
く

な

っ
た
ら
火
か
ら
お
ろ
し
、生
姜
お
ろ
し
小
１
を
加
え
る
。

②
ね
ぎ
を
２
セ
ン
チ
に
切
り
、
た
て
２
つ
切
り
。
生
独
は
さ

っ
と
油

で
揚
げ
、
た
て
２
つ
切
り
、
斜
め
に
う
す
く
切
る
。

豆
腐
は
２
セ
ン
チ
の
ヤ

ツ
コ
切
り
。
せ
り
は
湯
通
し
程
度
に

さ

っ
と
塩
ゆ
で
し
、
２
セ
ン
チ
に
切
る
。
椎
茸
は
水
に
も
ど

し
６
つ
切
り
。

③
鍋
に
ゴ
マ
油
大
２
入
れ
て
熱
し
、
ね
ぎ
、
椎
茸
を
炒
め
、

生
鉱
、
人
参
を
加
え
て
ま
ぜ
、
豆
腐
、
昆
布
を
入
れ
、
椎
茸

の
つ
け
汁
も
加
え
、材
料
す
れ
す
れ
に
水
を
加
え
て
煮
こ
み
、

吸
い
物
よ
り
少
々
塩
を
き
か
す
程
度
に
塩
味
を
つ
け
、
コ
シ

ョ
ー
少
々
、
日
本
酒
大
２
、
醤
油
大
１
入
れ
、
葛
の
水
ど
き

を
加
え
て
ど
ろ
み
を
つ
け
、
ゴ
マ
油
小
１
流
し
、
レ
モ
ン
汁

小
１
を
ち
ら
す
。

●
材
料
／
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

（８
本
）
、人
参

（中
２

分
の
１
本
、
た
て
長
切
り
ヽ
玉
ね
ぎ
（１
個
Ｘ
さ
つ
ま
芋
（小

１
本
）
、地
粉

（カ
ッ
プ
２
）
、
の
り

⌒１
枚
Ｘ
塩
、
善
油
、
揚

げ
油
（ゴ
マ
油
、
ナ
タ
ネ
油
半
々
）
、大
根
（お
ろ
し
に
す
る
）
、

葛
少
々
、
カ
ボ
ス
か
ス
ダ
チ
少
々
、
サ
ラ
ダ
菜
少
々

①
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
は
長
い
ま
ま
固
い
と
こ
ろ
を
切
る
。

人
参
は
１
セ
ン
チ
幅
に
長
く
薄
切
り
。
玉
ね
ぎ
、
さ
つ
ま
芋

は
１
セ
ン
チ
角
で
薄
切
り
、
の
り
は
８
つ
切
り
。
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②
地
粉
に
葛
を
大
１
粉
に
し
て
ま
ぜ
、
塩
小
２
分
の
１
、
水

少
々
で
衣
を
つ
く
る
。

③
鍋
に
油
を
熱
し
、
グ
リ
ー
ン
ア
ス
バ
ラ
に
衣
を
さ
っ
と
つ

け
、

‐７０
度
く
ら
い
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。
人
参
は
２
枚
く
ら

い
合
わ
せ
て
ず
ら
し
、
衣
を
つ
け
て
揚
げ
、
の
り
は
片
面
に

衣
を
つ
け
て
揚
げ
る
。
残
り
の
衣
に
玉
ね
ぎ
、
さ
つ
ま
芋
を

入
れ
て
大
さ
じ
で
す
く
い
、
か
き
揚
げ
に
し
、
皿
に
サ
ラ
ダ

菜
を
敷
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
色
ど
り
よ
く
盛
り
つ
け
、
大
根
お

ろ
し
を
用
意
し
、
替
油
に
ス
ダ
チ
の
汁
を
落
す
。

●
材
料
／
菜
の
花

（８
本
Ｘ
豆
腐

（１
丁
Ｘ
善
油
、
出
し
汁

（カ
ッ
プ
２
Ｘ
ゴ
マ
油
、
塩

①
莱
の
花
は
葉
つ
き
の
ま
ま
固
い
と
こ
ろ
は
切
り
、
根
元
が

太
い
時
は
包
丁
目
を
入
れ
、
塩
湯
で
色
よ
く
ゆ
で
る
。
豆
腐

は
３
つ
に
長
細
く
切
り
、
斜
め
５
ミ
リ
厚
み
に
大
き
く
包
丁

し
、
熱
し
た
油
で
自
く
浮
き
あ
が
っ
た
ら
、
す
ぐ
出
す
。

②
鍋
に
出
し
汁

（昆
布
と
椎
茸
で
と
る
）
を
カ
ツ
。フ
２
入
れ

て
煮
た
て
、
塩
小
２
分
の
１
、
う
す
口
醤
油
を
大
１
と
２
分

の
１
加
え
、
煮
立

っ
た
中
に
豆
腐
を
入
れ
、
ひ
と
煮
た
ち
さ

せ
、
菜
の
花
を
加
え
て
、
汁
ご
と
器
に
盛
る
。

赫

●
材
料
／
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
（１
ふ
さ
Ｘ
キ
ャ
ベ
ツ
（中
６
枚
）

人
参

（１
本
）
、
地
粉

（カ
ッ
プ
３
Ｘ
地
卵

（１
個
Ｘ
塩
、
コ

シ
ョ
ー
少
々
、
油

①
ブ
ロ
ツ
コ
リ
ー
は
小
さ
く
ひ
と
花
ず

つ
に
し
、
塩
湯

で
さ

っ
と
色
よ
く
ゆ
で
、
さ
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
１
セ
ン
チ
、
２

セ
ン
チ
の
長
方
形
に
切
り
、
人
参
は
細
切
り
に
す
る
。

②
鍋
に
ゴ
マ
油
小
２
入
れ
て
温
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
を
入

れ
て
炒
め
、
し
ん
な
り
し
た
と
こ
ろ
へ
塩
小
１
加
え
、
、フ
ロ

ツ
コ
リ
ー
を
加
え
て
ざ

っ
と
炒
め
、
さ
ま
し
て
お
く
。
塩
加

減
は
好
み
で
。

③
卵
を
ほ
ぐ
し
、
地
粉
を
ふ
る
っ
て
入
れ
、
塩
小
２
分
の
１

入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
、
水

（カ

ツ
。フ
３
と
少
々
）
を
少
し
ず

つ

入
れ
、
よ
く
た
た
き
な
が
ら
、
ま
ぜ
あ
わ
せ
る
。

④
２０
セ
ン
チ
く
ら
い
の
フ
ラ
イ
バ
ン
を
熱
し
、
油
通
し
を
し

て
油
を
全
部
し
た
み
、
③

の
材
料
を
茶
の
み
に
１
杯
く
ら
い

入
れ
て
薄
く
丸
く
流
し
、
端
が
浮
き
あ
が
る
よ
う
に
な

っ
た

と
き
、
裏
返
し
て
片
面
も
焼
き
、
②

の
材
料
を
大
さ
じ
山
１

く
ら
い
入
れ
て
四
方
を
折
り
、
包
ん
で
平
ら
の
方
に
包
丁
目

を
入
れ
る
。
二
つ
く
ら
い
ず

つ
器
に
盛
り
ま
し
よ
う
。
長
細

く
た
た
み
、
大
皿
に
盛
る
の
も
よ
い
で
し
よ
う
。

●
材
料
／
フ
キ

（２
本
）
、ウ
ド

（２
分
の
１
本
Ｘ
ピ
ー
ナ
ツ

（大
２
Ｘ
麦
味
噌

（大
１
×
讐
油

（大
ｌ
Ｘ
木
の
葉

①
ウ
ド
は
３
セ
ン
チ
に
切
り
、
さ
っ
と
ゆ
で
て
薄
切
り
。
フ

キ
は
皮
ご
と
塩
湯
で
ゆ
で
、
皮
を
む
き
、
少
々
塩
を
ふ
る
。

②
ピ
ー
ナ
ツ
を
油
が
出
る
ほ
ど
に
よ
く
す
り
、
醤
油
大
１
と

出
し
汁
大
３
加
え
て
ど
ろ
り
と
さ
せ
、
①
を
器
に
美
し
く
盛

り
、
②
を
か
け
、
サ
ン
シ
ヨ
ウ
の
葉
を
手
の
ひ
ら
で
た
た
き
、

天
盛
り
と
す
る
。

（ピ
ー
ナ
ツ
は
陰
性
で
す
か
ら
、
味
噌
で

調
和
さ
せ
る
）

●
材
料
／
大
根

（５
セ
ン
チ
×
人
参

（２
分
の
１
本
Ｘ
ラ
デ

ィ
ッ
シ

ュ
（６
個
Ｘ
甘
夏

（１
個
）
、塩
、
サ
ラ
ダ
菜

（４
枚
）
、

オ
リ
ー
ブ
油

（大
１
）

①
大
根
は
細
い
千
切
り
。
塩
を
ふ

っ
て
ま
ぜ
、
熱
湯
を
ひ
た

ひ
た
に
入
れ
て
、
ざ
る
に
揚
げ
る
。
人
参
も
同
じ
よ
う
に
し

熱
湯
を
か
け
る
。

②
ラ
デ

ィ
ツ
シ
ュ
は
小
口
輪
切
り
、
甘
夏
は
汁
を
取
り
、
醤

油
小
１
入
れ
る
。

③
ボ
ウ
ル
に
オ
リ
ー
．フ
油
を
入
れ
、
塩
小
２
分
の
１
入
れ
、

よ
く
ま
ぜ
、
②

で
つ
く

っ
た
甘
夏
の
汁
を
大
き
じ
３
入
れ
て

よ
く
ま
ぜ
、
①
を
固
く
し
ば

っ
て
和
え
、
ラ
デ

イ
ツ
シ

ュ
を

ま
ぜ
、
器
に
サ
ラ
ダ
菜
を
敷
き
、
盛
る
。

今
は
春
草
の
も
え
出
る
、
つ
み
草
の
季
節
で
す
。
よ
も
ぎ

も
大
き
く
な
り
、
の
び
る
も
育

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
よ
も

ぎ
は
ゆ
で
て
、
す
り
、
草
餅
が
つ
く
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
つ

ん
だ
ら
、
ゆ
で
て
塩
を
た
く
さ
ん
ま
ぶ
し
て
容
器
に
保
存
し
、

使
う
時
は
塩
出
し
し
て
用
い
ま
す
。

の
び
る
は
、
細
か
く
き
ざ
ん
で
味
噌
煮
に
す
る
と
、
生
命

力
の
強
い
草
で
す
か
ら
、
体
に
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
つ
く
し

は
、
は
か
ま
を
取
り
、
油
炒
め
を
し
て
醤
油
で
煮
つ
け
ま
し

ょ
う
。
大
変
お
い
し
い
も
の
で
す
。
タ
ン
ポ
ポ
の
根
は
、
キ

ン
ピ
ラ
に
し
て
毎
日
少
し
ず

つ
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
リ
ュ

ー
マ
チ
、
打
ち
身
に
も
よ
い
の
で
す
。
今
月
の
料
理
は
ピ
ク

ニ
ッ
ク
に
も
応
用
で
き
ま
す
。
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'86.9月 6日 l■l～9月 13日 l■l

東京/大阪発

ダ
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〆

プ
…ル

／
「
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／

ご

※参加■に含まれるもの

・利用交通機関の運賃・料金、航空運賃

(エ コノミークラス使用 )

・送迎バス等の料金、観光料金

(バス料、ガイ ド料、入場料 )

・宿泊料金・税・サービス料金 (2人 1部屋使用 )

・ 食事料金・税・サービス料金…飲物は含まれません

・手荷物運搬料金 (1人 1個 、自際線は20短以内、中

国国内線は15k9以内 )

・ 団体行動中のチップ並びにサービス料金

・ 中国査証料金(中国査証料実費及び申請手続代行料 )

※参加費用に含まれないもの

・超過手荷物料金、クリーニング代 。電報電話料・追

力0飲食等個人的性質の諸費用及びそれに伴う税・サ

ービス料

・各国空港施設使用料 (成田2000円 、香港120ホ ンコ

ンドル、中国10元 )

響
●西安

桂林● 広州 日次 月日 (曜 ) 地    名 摘 要

l

9月 6日

(■ l

東京・大阪

香港

広州

午前 :空路香港ヘ

通関手続後、香港島観光

夕食 :如意斎素食

空路広州ヘ

入国手続後ホテルヘ 〔広州泊〕

9月 7日

(日 )

桂林

広州 朝食 :中国式朝粥

広州中医学院にて講義を聴講

昼食 :菜根香素食館

広州市内観光

空路桂林ヘ

タ食 :レ ストラン  〔桂林泊〕

3

9月 8日

(月 )

桂林 朝食 :中国式朝粥

潤江下り 船上にて昼食

夕食 :七星公園内菜食レストラン

〔桂林泊〕

4

9月 9日

ω

林

州

安

桂

広

西

朝食 :中国式朝粥

空路広州経由西安ヘ

タ食 :素味香菜館  〔西安泊〕

5

9月 10日

(村

西安 朝食 :中国式朝粥

西安観光 (秦始皇兵 `馬 儒博物館 )

昼夕食 :素味香菜館 〔西安泊〕

6

9月 11日

(村

西安

上海

朝食 :中国式朝粥

険西省博物館見学

昼食後空路上海ヘ

上海市内観光

夕食 :功徳林素食処  〔上海泊〕

7

9月 12日

(D

上海 朝食 :中国式朝粥

終 日仏教、道教寺院見学

昼食 :王仏寺

夕食 :功徳林素食処  〔上海泊〕

9月 13日

田

上海

香港

東京・大阪

朝食後空港ヘ

出国手続の後香港ヘ

免税店でショッピング

午後一番の便で日本ヘ

着後解散



☆香港、広州、桂林、西安、

上海の素菜食レストラン、

寺院で、中国の精進料理を

味わう

☆広州中医学院の視察、講義

の 聴 講 ― 陰陽や医食同源や中西結

合医学について

☆上海で仏教道教の寺院巡り

☆日本Cl協会講師・大森―

慈先生の同行

躙　　　　　　　　　　　　一
●募集人員/30名限定

東京発着20名 、大阪発着10名

●参加費用/¥298,000円 ※

●主催/ぴいゆう会

●後援/日本CI協会

正 食 協 会

●企画/アイランドジャップ

*問合せ、申込み先――東京はアイランド

(東京都渋谷区神宮前4-11-14-204803
・401・ 1688)大阪はアイランド・ジャップ

・センター (大阪市南区西清水町34江川

直ビル3F 806・ 245。 1414)ぴいゆう会

係まで。

劇

一ヨ

策

倉

増

而

通

笞

丼

意

春

素

令

春
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道

ニ
ニ
ナ
エ

ニ

ロ
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孔

や
奮
‥
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最
〓
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¨
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百

日

□

●
諸
星
大

二
郎

集
英

社

　

一
九
七
八
年

段

・
周
の
時
代
の
祭
器
に
、
黎
雀
文
と

い
う
模
様
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

〈黎
）

は
ガ
ツ
ガ
ツ
音
を
た
て
て
食
べ
る
、
（客
）

は
あ
る
だ
け
食
べ
つ
く
す
ム
サ
ボ
リ
の
人

獣
で
あ
る
。

孔
子
の
暗
黒
面
は
「朝
に
道
を
聞
か
ば
、

タ

ベ
に
死
す
と
も
可
な
り
」
と
い
う
求
め

て
や
ま
ぬ
知
識
欲
に
み
た
諸
星
大
二
郎
は
、

顔
回
の
夭
折
を

『論
語
』
に
あ
る
東
夷

ヘ

の
記
述

へ
と
結
び

つ
け
た
。
東
夷

（蓬
莱
）

に
は
何
か
あ
る
。

『徐
福
伝
説
Ｌ
死
究
年
）
で
は
、
不
老
長

寿
の
薬
を
探
す
よ
う
命
じ
ら
れ
て
、
三
千

人
も
の
童
子
を
連
れ
て
蓬
莱

へ
渡

っ
た
徐

福
の
謎
に
せ
ま
る
。
徐
福
は
再
び
中
国
に

帰
ら
ず
、
故
郷
の
村
の
者
は
秦
の
始
皇
帝

の
罰
を
恐
れ
て
改
姓
し
た
と
い
う
。

●
桜
沢
如

一
　

　

（
非
売
品

）

６５

ｏ
‐Ｏ

ｏ
２３

「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
」
よ

り

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
ら
、
死
ん
で
も
も
ら
い
ま
せ
ん
。

ノ
ー
ベ
ル
は
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
の
発
明
者

で
、
人
を
大
量
に
や
さ
し
く
殺
せ
る
方
法

ば
か
り
を
研
究
し
た
。

つ
ま
り
、
形
而
下

（
モ
ノ
の
世
界
）
の
学
問
で

一
番
偉
く
な

っ
た
人
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
う
ん
と
金

が
で
き
た
。
そ
れ
で

一
生
不
幸
に
な

っ
ち

ゃ
っ
た
。
死
ぬ
ま
で
、
結
婚
が
で
き
な
か

っ
た
」

見
え
る
世
界
と
見
え
な

い
世
界
の
幸
福

を
説
く
Ｃ
Ｏ
の
講
義
。
Ｇ
Ｏ
の
波
動
に
ふ

れ
る
に
は
、
こ
う

い
う
テ
ー
プ
を
聞
く
の

が

一
番
だ
。
こ
の
テ
ー
プ
は
４
月
２６
、

２７

日
の

「
Ａ
Ｎ
Ｓ
新
オ
ー
サ
ワ
塾
」
参
加
者

に
配
布
す
る
。

フ̈

ッ
ク

レ

ヴ

ュ
ー

tlイ タン
腱櫨物性薇農‐。伝統の腱薫1食墨

ビン入  ●|lol,  V350 ‐
袋 入 ■■|10109  V350

帥 純 正食 品 マル シ マ
〒 722 尾 道 市 新 浜 1-6-21 雪 0848・ 22・ 2506

美 術 印刷 一 般

郵 東 賀
代表取締役 野 ヶ 山 量 尉 矢日

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111

電 話  東蒔マ (862) イtヨ長 1  6  2  7 -ヽ  9  番

-34-



注 目のマイナスイオン/電子本 で健康 を/

阻 ■口0竃暮〕勇テ気
ステンレスハット

＼ 輩`r燎
/ 空気を

(* t lt 7i > v 7'i.At )1,)

油類の酸化をおさえ、雪りをよくします。

酒類の味がさわやかに、おいしくなります。

0果実の醸味をやわらげ,完熟の味にします。

粉類が活性化 し,バン・コーフー 。おやき等

よく発酵 し,消化吸収もよくなります。

●野菜・ 果物の鮮度がもどり,日持ちします。

美容と健康に最適な

ぉぃしぃ水をつくります。
電子水を使うと ……

●ご飯がおいしく炊けます 。

●キヤヘツ・ レタスがパ リ

バ リの鮮度に蘇 ります。

●植物・ 金魚が活き活きします。

●洗顔・美容に効果があります。

0番茶な どあらゆる飲みものの味が,甘く

まろやかな風味になります(1～ 2時間 )

タバコが軽くなります (20～ 30分 )

0乾電池が長持ちします。

●刃物の切れ味をよくします (15分 )

0ゴマ塩などの醸化をふせぎ.風味を保つ。

リフレッシュ

●マイナスイオンの重 要性 について

あらゆる生命・物質は、いイオンと イオ

ンの調和のとれた状態によって安定していま

す。 しかし、時の経過と共に、この| イオン

はC)イ オンにくらべ、崩壊、離散しやすく、

その結果として、物質は不活性化、すなわち、

酸化をまねき、やがて腐敗現象を起します。

そこで、クリスタル電子イオンシステムは、

このOイ オンを充足し、イオン安定の回復を

はかり、生命 。物質の酸化疲弊から、真の活

性力を生みだすことができるのです。

この電子イオンシステムは、戦後まもなく

研究開発され、今日、その利用分野は、ます

ます拡大しています。米・野菜・果物等の農

産物をはじめ、麺・パン・豆腐等の加工食品

の生産に、まょ、油・飼料等の酸化防止、養
鶏・畜産等々、幅広 く普及しています。

通産省型式認可番号▽91-27199
厚生省医療用具承認番号 (60B)第 290号

■クリスタルバイタリティ電子製水機 (貯水式 )

番 容 量 人 数 1ヽ法 (cm) 白重 価  格

MAX-10 1～ 2人用 22× 22× 54 9k9 ¥ 128,000

Cヽ:-16 2～ 3人

'11

26 5× 28 5× 45 5 9峰 ¥ 178,0∞

CV-26 26′ 3～ 5人 用 265× 285× 595 10町 ¥ 198 000

CV-56 56′ 5人以 1 30 × 40 × 67 16k9 ¥398,000

■クリスタルバ イタリティ電子 イオン風呂セ ッ ト ¥163,000

身体の表面からイオンを補給し、血液の循環をなめらかにします。

湯ざめ、湯疲れもありません。

■クリスタルバイタリティ電子 イオンシー トセッ ト¥166,000

頭痛 肩こり・不眠症・慢性便秘などに効果があり、熟睡ができ、疲

労の回復に役立ちます。 ※全種 、分割払いも可能 です。

*詳 しい資料をお送りします。ハガキか電話で下記へお申し込みください。

東京都世田谷区北沢3-27-7(〒 155)

● 03 (485) 4 7 8 5田 山 商 会 代 表/田山雅朝



1販 _■ 店 名 1 亀_所
。 電  話  1曽 彙時間・休日1主 な商品、僣しもの T]

人 間 医学社府中支 局
●康医学囃広島県鶴囀詢店

〔〒726〕 広島県府中市府中町590-6
8 0847-41-7668 詩 に定めず

食品、ライスピネガー、真空

浄血泊療器、正食浄血指導

い 純正食品マルシマ 〔〒722〕 広島県尾道市新浜1-6-21国道2号線沿
0 0848-22-5577

∞
日

〓
祝

¨
日曜．

自然食品販売普及活動、P
U研究会、自然食品会館

鶴 島 食 贔
〔〒747〕 山口県防府市南松崎町5-4● 0835‐ 22-0347

社長 鶴島ツユ子  専務 原田昌一・弘美
純正食品、自然食品全国卸
2F健康教室開放

山口健康生活センター 〔〒753〕 山口県山口市道場門前2丁 目4-22(駅 通り)

● 0839-23-1842 (本部・研究所 ● 083972-381Xl)
10:00～ 18:00

毎日曜日
健康相談 燿勢相談、健康
教室、各種サークル活動

ヤ ス 彙 贅 健 サ ロ ン 〔〒68924〕 鳥取県東伯郡東伯町八構223
● 0858522243 井上裕恵

10:∞～17:00
無休

純正食品配達・発送、健康
相談、CI図書、リマ化粧品 ①

ア ズ ヤ
〔〒760

1' 0878
香川県高松市紺屋町3-6

21-7665
9:00～ 21:00

愛燿純正食品センター 〔〒790〕 愛蛾県松山市場渡町10-22松 山東高東 300m
● 0899-43-6464 菅本フジ子

8 :00～ 20:00
第4日 曜日

健康相談、料理壽習 (毎火
曜日)東洋医学会 (第3日 曜 )

ピ ネ ス
(〒 796〕 愛媛県八幡浜市矢野町4丁 目渡辺薬局内

● 0894221768 渡辺大起、渡辺ナミ枝
10:∞～17:lXl

毎日曜日
幸せの輪をひろげましょう

①

の  ま  商  店
〔〒794〕 愛媛県今治市常盤町4-717

8 0898-32-2378
10:00-20:00
無   休

自然食品、書籍販売
①

<九州 0沖縄地方>
八 幡 自然 食品 セ ン ター 〔〒806〕 福岡県北九州市八幡西区八千代町6-22

● 093-6214184
料理講習会、健康相談、勉
強会 (各 1～ 2回 )

①

自然 回 帰健康 セ ンタ ー 〔〒802〕 福岡県北九州市小倉北区田町105
80935613001 代表 北崎允昭

10:00～ 19:00
日曜・祝日

正食指導
ゲルマニウム温浴 ①

サ ニ ー 健 康 食 品
〔〒813〕 福|』 県福岡市東区千ヽ 15105

8 092-681-0883
10:00～ 19:00

毎日曜日
食品、洗剤、書籍、器具、
自然化粧品 ①

あ ま の が は 〔〒816〕 福‖l県 大野城市栄町2416
● 0925814916 長木光世

9:00～ 19:00
毎 日曜 日

健康食品、自然化粧品
①

フレン ドショップ徳隅
〔〒870H〕 人分県人分市HI尻 4535

8 0975-42-1215
10:00～ 20:00

日曜 祝日
食品、野菜。松山医院長に
よる健康相談・正食指導

天 粧 下 通 店
〔〒860〕 熊本県熊本市下通148

● 0963549161 福山敬救
体質別食養相談・オリープ
自然美容相談・ 1、 3日 曜 ①

天 粒 子 飼 店
〔〒860〕 熊本県熊本市東子飼町35

● 0963434043 福山聖乃
毎
一

休
体質別食養相談、オリープ
自然美容法 ①

天 然 村
I〒 89144〕 鹿りこ島県熊毛郡曜久町菱生335(高平)

8 09974-7-2922・  7-2541

′じヽ身魂のいこいの場、案内
書60円切手同封請求 ①

自然食品センター陽報
|〒 900〕 llll縄 県‖

`覇

市久茂地3H8
8 0988-61-7195

10:00～ 19:00
日1濯・祝日

食養相談、料理教室、書籍
純正食品、 リマ化粧品 0

玄米食レストラン 味口
〔〒900〕 沖縄県811覇 市泉崎1911琉球折報社向

8 0988-66-5366
9:llll～ 19:00
日曜・祝日

食品・玄米レストラン
陽報・泉崎店 ①

肛 葉 純 正 食 品 店
〔〒902)沖 縄県邦覇市寄宮156

0 0988-54-0296
10:00-20:00

毎日曜日
食養相談、書籍販売、純正
食品、アザレ化粧品 ①

くすりとメスを使わない
い トキワヘルシー研究所

〔〒91111〕 沖縄県那覇市若狭2-3-13

80988631589(研 究所)628555(事 務所)
年中無休

減食、正食、断食療法、体
内清掃慢性病短期治療指導

場二

年

層

３

豆

応

品

慶

食

業

部

創
日

‘
〔〒861-46〕 熊ホ県上益城郡甲佐町岩下143

■, 096-234-0447
7100～ 19:00

毎日曜日
純正豆腐、食養研究会
純正豆腐の味嗜漬 ①

旬 の 味  そ よ 風 〔812〕 福岡市東区箱崎38-20
● 092-641-9044

10:00～ 18:30
日曜、木ll

無農薬有機野菜、果物、食
品。市内近郊配達 ①

一功
”
ユ・ミ

晨
＜ム．

食

民

然

有

自

夢
〔〒885〕 長崎県島原市桜町951

80957643169(本 田春代)

地卵、無農薬有機野菜直売
安全食品、安全洗剤配達 ①

友の店に入会御希望の方は別ページの人会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込み下さい。
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マ ル ナ カ 薬 局
〔〒403

8 0552
山梨県富士吉田市下吉田251

22-0200
9:00～ 21:llll

第 2、 4日 曜日
漢方薬、健康相談、リスプ

ラン化粧品、食品 ①

自然食品センター川合
〔〒414

8 0557
静岡県伊東市南町1-1-6

36-7306
10:30～ 18:∞

毎水曜日
純正食品、無農薬野菜、C
I図書、ヨガ教室週 2回 ①

院都京 〔〒4∞〕山梨県甲府市九の内222-12
8 0552-26-0008

9 :00-20:00
毎日曜・祝日

鍼灸、漢方薬、正食品によ
る綜合治療 ①

<近畿地方>
マクロ ビ オ テ ィック 〔〒606〕 京都市左京区高野蓼原町77

● 0757114551 レストラン
弁 当
籍

(予約制 )、 正食品 、書 （∪

京都自然食贔 センタ… 〔〒604〕 京都市中京区河原町通り夷川東北角
● 075-221-7890、  231-0348

9:00～ 18:00
日曜・祝日

ヘ ル ス 伏 見
〔〒612〕 京都市伏見区桃山町鍋島7国鉄桃山駅西50m

8 075-611-0337
10:00～ 20:00

毎日曜日
純正食品、洗剤、自家栽培
無農薬野菜、配達可 ①

①

中村自然医食センター 〔〒602〕 京都市上京区河原町通九太町下ル伊勢屋町410
● 075-256-4388

9 :00～ 20:00
日曜・祝日

自然食、グルマニウム温浴
エアロピクス、症状別体操

囲 エ ン チ ー ム 三 丹
〔〒620〕 京都府福知山市堀内田町19532

8 0773-22-9508
8:30～ 20:00
不定期の日曜

食品、厨房器具、酵素、化
粧品、天塩、書籍他

天 粒
マクロビオティックセンター

〔〒624

ずたI

京都府舞鶴市サンモールマナイ1丁 ロヘルスショノプみ
内 ● 077376-7126

9:KKl～ 19:00
無   休

食養相談、自然化粧品、食
品、書籍販売

了 瑚 自 然 食 品
〔〒625〕 京都府舞鶴市五条朝日北

8 0773-63-5729
10:00～ 19:00

第一日曜
食品、調理器具、リマ化粧
品、書籍販売、配達、発送 ①

ヘルスマー ト大手通店
〔〒540〕 大阪市東区大手通251

0 06-945-0618
9:30～ 18:30
第245日曜.祝 日

正 食 協
〔〒540〕 大阪市東区大手通251

0 06-941-7506
9 :00～ 18:00

毎 日曜 日
料理教室 (火 ホ土)定例会

(第 1日 曜)入門講座

研心館 本部 食 養道場
〔〒545〕 大阪市阿倍野区西田辺町2229

8 06-691-1590
9:00～ 21:00
無   休

無双原理研修、気の研究会
食養道場、心身統一合気道

福 □ 健 康 道 場 〔〒533〕 大阪市東淀川区西淡路118-2 栃尾ビル
● 06-341-7798、  345-5621

入会金 3,X100円

治療費 1.l100円

ロ

テ

学

ス

の

レ

び

テ

喜

イ

と
デ

康

ラ

健
バ

〔〒503〕 大阪市北区中崎23-12自 然食品店暁
8 06-371-8014 毎月曜 日

正食品、料理講習、正食指
導、ヨーガ、合気、仙道他

自 然 食 品 む ぎ の 家
〔〒532〕 大阪市淀川区東三国町4175地下鉄東三国駅南口

● 06-395-7806 、 393-4577
8:00～ 20:00 健康講習会、食品、無農薬

野菜販売 ム

ハ ッコー山 海 フーズ 嘔lツ 観謀辮麟厭粽軍話
ニゾ~ン新知ビル ‐０

金

00～ 17:00
土・日営業

無農薬野菜、強化食品、書
籍販売、配達可 ▲

サ ヌ キ ・ ア ワ
〔〒535〕 大阪市旭区清水21843
● 06-954-0425

9:00～ 19:00
毎日曜日

純正食パ

迭、野菜
生
涜

豆

卸

納

他
ヽ
バ

種

ユ

８０
生 A

アイラン ド・ジャップ・
セ  ン  タ  ー

〔〒542〕 大阪市南区西清水町34 江川直ビル3F
8 06-245-1414

10:00～ 19100 書籍、自然食品販売
①

山 本 祥 口
(ソ  フ  ィ  ー

)

〔〒573〕 大阪府枚方市高田222 PU学園
8 0720-53-2200

福園、水・金曜
日

健康相談、料理教室、PU
勉強会、出張講師、GO書

神戸ヘルスフーズ岡本店
鋤

店

６５

士
ロ

〒

住
神 戸市東灘区岡本177 ● 0784531777
住 吉町室の内237 ● 0788222600

10:00～ 19:00
毎ホ曜日

正 食指導、食養、美容相談
無農薬野菜

マ ツ ヤ 健 康 食 品
〔〒655〕 兵庫県神戸市垂水区五色山849

8078-7089380 東松弘樹

10:00～ 19:00
毎日1=日  ・

正食健康相談、純正食品、
野菜、化粧品、卸 小売

南紀自然食品センター
シ ャロ ン 勝 浦 本 店

〔〒64953〕 和歌山県那智勝浦町朝日2239
● 07355-2-1107

正食料理 ヨガ・足′じヽ道、
南紀正食会、自然医学会

桧  層  荘 〈民宿)
〔〒517051二 重県志摩郡阿児町鵜方9431(正 食料理可)

● 0599430077伊勢志摩マクロピオティンク (玄庵)● 34372
9:00～ 18:00 CI書 籍、年 1・ 2し 1健 康

学園・講師 橋本宙 八 ①

<中国。四国地方>
ビバ健 康 ハ ウ ス本 部 〔〒733〕 広島県広島市中区傾町223

● 082-293-8321
9:00～ 19:00 食品、野菜市、健康の集 t

健康・美容相談、合宿

皆   実   C  l 〔〒734〕 広島県広島市南区皆実町4112
● 0822552846平 賀佐和子

毎月、第4土曜、例会、料
理講習、PU勉強会

同 岩 本 線 合 漢 方
〔〒730〕 広島県広島市東区若草町104

8 082-261-8001
日曜、祝 日、毎
第 4月 曜

食品、漢方薬、鍼灸による
綜合治療、健康教育実施 ①

明 治 製 粉 l■ )

〔〒726〕 広島県府中市中町536
● 0847-41-2255 小川 清

毎日曜 日
めん類、純正養老醤油、イ呆
命みそ製造
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販 売 店 名 1 住  所 。 電  薔  1盤 時日・休日 1主 な由鳳 僣しもの
|

< ,/ rol.ELilt*E 〔〒190〕 立川市柏町4‐5-16
● 0425-35-5227

３０

日

‥
曜

‐８

日卜
・第３

Ю
第

自家栽培の無農薬有機野菜
純正食品、食養・健康相談 ①

Ll +ol E +lltr 〔〒196〕 昭島市中神町H74107
● 0425-45-1254

10:∞～19:00
毎日曜日

無農薬有機野菜、純正食品
安全洗剤、健康・美容相談 ①

美 山 口 茶 舗
〔〒192〕 八王子市長沼町58-2∝ -6日 生商店内

● 0426359643 自宅 ● 0426-359214
11:lXl～ 18:00
毎土・日・祝日

海苔、自然食品、健
談ヽ

茶
相

お
康 ①

口造自然食品センター 〔〒192〕 八王子市明神町4-1-7
● 0426-44-6162

10:lXl～ 19:00
第 2日 曜日

無農薬野菜、食品、書籍、
リマ化粧品、配達 。発送 ①

自然食品センターあずま 〔〒19203〕 八王子市堀ノ内450
● 0426761258 ドンク併設

8:lXl～ 20:∞
毎日曜日

純正食品、野菜、食贅相談
料理講習、巡回販売、配達 ①

南 部 菜 嘆 場
〔〒192〕 八王子市明神町41013

● 0426463095 蒼玄協会 ● ∝26-25∞ 96
H:30～ 23:∞

毎日曜日
玄米菜食郷土料理、蒼玄協
会、正食半断食、理学療法 ①

葉明 日
〔〒194〕 口T田 市玉川学園2-7-6

● 0427-29-5015
10:00～ 18:30

毎日曜日
有機野菜、食品、手作り生
活用品、図書、移●I販売 ①

い な ば 酒  店
(〒 llXl-01〕 東京都大島元町2110

0 04992-1221
8:lXl～ 20:00

毎火曜日 ①

自 然 食 租 品  美 味 〔〒202〕 保谷市東伏見26-20
0 0424-63-7613

9 11Xl～ 20:∞
毎日曜日

無農薬野菜、 トーフ、バン
毎週月水金に入荷 ①

ん

店

ぇ

品
い

食

すう

然
ほ
自

〔〒182〕 調布市仙川町113-16
8 03-326-2356

10:00～ 19:00
毎日■日

無農薬、無添加のお茶・
有機野菜・果物、純正食品 ①

lkl身 土 ゲルマニウム

健 康 管 理 セ ン タ ー
〔〒187〕 小平市学園東町30-54

0 0423-45-8540
回帰水総発売元、食養相談
健康指導

<東海・甲信越>
酒 井 須 三 子

〔〒380〕 長野県長野市上松1535
0 0262-34-3824

リマ化粧品取扱、正食品販
売、長野無農薬野菜の会

ティーハウス プテロン 〔〒38901〕 長野県北佐久郡軽井沢町追分1074
0 02674-5-7525

9:lXl～ 21:30
毎火曜日

薬草茶

食 養 の 店  ス エ ヒ ロ
〔〒390〕 長野県松本市本lLl 14 2

● 0263-36-3493 年中無休
無農薬野菜、地元の農産カロ
エ品、ムソー食品他

新 滓 自然 食品 セ ン タ ー 〔〒956)新 潟県新津市本町392 ● 025024-5810
食養料理教室 (第 3月 曜)、 日本料理教室 (年 4回 )

9:30～ 19:00
毎日曜・祝日

有機農産物
食養相談、CI図書、配達 ①

堂明楊
〔〒959-21〕 新潟県北蒲原郡水原町下条口T15-5

8 02506-2-7433
３０

日

‐９

日

ヽ

４

３０

．

８

第
配達 毎週火曜 日

①

自然食の店 カジコー 〔〒460〕 愛知県名古屋市中区錦11824大正生命錦ビルBl
t' 052-221-7900

10:00～ 20:∞
無 休

自然食品、自然食レストラ
ン、料理教室

丸 の 内 薬 局
〔〒930〕 富山県富山市九の内211

● 0764-24-0891
9:lXl～ 19:∞

毎日曜日
漢 方相談、健康相談、オー

サ ワジャパ ン商品

正 食 の 店  和 や
(〒 930H〕 富山県富山市中川原17

● 0764-25-1448
9:00～ 20:∞

年中無休
台所食品、本、圧力鍋等

福 井 健 康 学 ロ
〔〒910)福 片県福井市照手lH2

● 07762138H
ヨガ・正食の健康道場
自然食品センター (市内)

マ ル カ ワ み そ
〔〒915〕 福井県武生市杉崎口rl1 44

0 0778-27-2111
8:Clll～ 18:∞

年申無休
天塩仕込みの味噌・椛販売
賃カロエ、味噌作りの指導

富士クリーン健康 センター 〔〒418)静‖l県富士古市宮町528
00544240556 富寸:の 茶l■・食堂 ●235835

10:lXl～ 18:∞
毎日曜・祝日

第月毎＜
菜

室

野

教

ヽ

理

品

科

食

養

＞

食

曜 ①

自 然 食 品「生 きる」
心 と体 の健康 の た め に

〔〒410〕 静同県熱海市中央田r1927
0 0557-83-5490

10:lXl～ 17:∞
毎日曜日

健康食品、卵油、グラニス
ケ九、健康指導、灸 ①

命然会健康文化 セ ンター 〔〒453〕 受知県名古屋市中村区則武119-3
8 052-451-4195

8:00～20:∞
年中無休

正食普及、料理教室、合気
ヨガ、茶道など文化活動

(合 )′ Jヽ 島 商 店
〔〒457〕 愛知県名古屋市南lκ 呼続元町161

● 052-821-8746
8:∞～19:∞

毎日曜日
無農薬玄米、玄米餅製造、
純正特油、味噌

愛 知 陰 層 会

(長   生   堂 )

〔〒485〕 愛知県小牧市大字寺浦2943
8 0568-76-2731

9:∞～19:∞
毎 日曜・祝 日

食養講演会、リマ ,ク ノキ
ングスクール、健康相談 ①

豊橋 自然食品 セ ン タ ー 〔〒440〕 愛知県豊橋市松葉口r365市民病院前
1' 0532-54-5876

9:CXl～ 18:30
毎日曜日

食品全11、 化粧品、健康相
談

大 岩 自 然 食 品
〔〒47033〕 受知県知多郡南知多田r内海中之郷73

8 0569-62-0342
9 :l10～ 18:30

毎日曜日
食品全般、化粧品、健康相
談 ①

健 康 自然 食品 セ ン タ ー
阜岐 〔〒502〕 岐阜県岐阜市長良鮎原町1丁 目

8 0582-32-0631
9 :00～ 20:CXl

毎 日曜 日
食品、書籍、化粧品、正食
講座、料理教室

柳 屋 自 然 食 品 店
〔〒51111〕 岐阜県岐阜市織出塚町12

8 0582-45-9355
10:00～ 20:∞

毎日曜日
無料健康相談
正食料理教室

熱 海 断 食 道 場 〔〒413〕 静岡県熱海市伊豆山字吾妻1∞21
0 0557-80-2101

半断食合宿セミナー
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販 売 店 |1 住  所 ・ 電  話  1鱗 時間・休日 1主 な商&催 しもの
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味穂 自然食品 。江古田店
〔〒176〕 練馬区栄町40(北 口栄町本通り商店街)

8 03-948-5701
９

日０ヽ‐
眼

■
毎

無農薬農産物、雑穀類、食
養相談、配達・発送 ①

味穂自然食品・練層店 〔〒176〕 練馬区練.52221(北 口弁天通り商店街)

● 03-948-6911
10:30～ 19:30

毎日曜日

食品食

送

正

発

純

・
ヽ
達

菜

配

野

ヽ

薬

談

農

相

無

養 ①

ピ ー ナ ツ ハ ウ ス 〔〒177〕 練馬区上石神井3289
8 03-920-1589

9:KXl～ 20:tXl
年中無休

無農薬野菜、無添加食品、
書籍、電話にて注文配達 ①

富 士 見 台 自 然 食 品 店
〔〒176〕 練′馬区貫井31416

● 039906773 代表 酒井三恵子
9:KXl～ 19:00

毎日曜日
自然農法食品、野菜 、化粧
品、図書 ①

自然 食 品 の 店 な な くさ
〔〒177〕 練馬区西大泉町11510

0 03-925-0914
10:llll～ 20:00
第2・ 第4日 曜日

無晨薬野菜、豆腐、パン、
書籍、洗剤、自然食品5tp種 ①

い ゲ ダ ツ 商 事
〔〒160〕 新宿区荒木町4解脱会東京道場横

● 033571161～ 4
健康自然食品、化粧品、図
書販売他

サ ン ゴ 革 本 舗 囲 〔〒160〕 新宿区西新宿853ス トーク新宿小岩井ビル603
8 03-366-2921

営間時２４３６

業
宿便取りのサンゴ草、梅普
番、豊寿

西武新宿駅前クリニック 〔〒1611〕 新宿区歌舞伎町2456千 代田ビル4F
● 032099217 予約制

10:∞～18:KXl
毎日曜・祝日

漢方湯液治療、宿便・発汗
療法、鍼灸指圧整体食養 ①

夕 一
為

ンセム

ル

ウニマル

ア

ゲ
ｒ

〔〒160〕 新宿区高田馬場1244106
0 03-207-4101

10:00～ 17:∞
毎日曜・祝日

正食+ゲルマニウム、ヘ ル
スサ ロン、販売代理 店指導

自然 食 品 の 店 たん ぼ ぼ
〔〒162〕 新宿区富久町246

8 03-353-4545
10:∞～19:llll

毎日曜日
信州内城農場直販有機野菜
リマ化粧品、健康食品他 ①

不 二 自 然 食 贔
〔〒106〕 港区麻布十番2213-の 橋交差点バス停前

■
' 03-451-8966

:30～ 19:00
毎日曜日

食養相談、料理講習、隣接
区内配達 ①

あ い わ 。世田谷店
〔〒154〕 世田谷区世田谷

● 034270665健康美容センター併設
10:00～ 19:00

毎日曜日
無農薬有機野菜、海産物、
純正食品、安全洗剤 ①

やんれ
〔〒157〕 世田谷区南鳥山5114

0 03-326-5085
10:llKl～ 20:00 女性3人の八百屋と玄米レ

ストラン、無農薬野菜、乾物
lal

店

ド

円

ツ

専

ウ

品食然

ル

自

べ
〔〒143〕 大田区北馬込23318都営地下鉄,馬 込駅徒歩 1分

● 03-771-9243
10:llll～ 19:30

毎日曜日
無農薬野菜、雑穀類、純正
食品、化粧品、配達 ①

自然食品と手作り小物の店
マ サ  チ エ ミ

〔〒146〕 大田区多摩川1352
● 03-756-2445

10:00～ 19:00
毎日II・ 祝日

純正食品、無農薬野菜、料
理教室、健康相談、配達 ①

ローリング療法研究所 〔〒116〕 荒川区東尾久6486(都 電 熊の前)

● 03-819-1792
10:∞～20:∞

毎日曜日
ローリング治療・健康法指
導、中医食養指導、食品

;-.'; r.lt->5- 〔〒130〕 墨田区両国3254と きわビル3階
8 03-633-7433

10:∞～19:00
第1 第3日 曜日

陰陽疫身健康法、ソフトカ
イロ、食養指導、指圧治療 ①

高砂 自然食品センター 〔〒125〕 葛飾区高砂8135
● 03-600-1412

9:∞～19:∞
毎日曜 日

無農薬野菜、果物、料理講
習、勉強会、配達・発送 ①

女 性 専 科
はりきゆう亀有清涼院

〔〒125〕 葛飾区亀有1245富士見荘105
● 03-603-4008

9:30～ 19:00
毎ホ曜・日曜日

女性の慢性病専門のはり、
きゅう院、OJ商品取扱 ∪

商山田
〔〒155〕 世田谷区北沢3277

0 03-485-4785
10:00～ 17:00

土・日曜

健康電子製水機、風呂用の

活性板等、全国卸じイヽ売り

村寿長囲
〔〒150〕 渋谷区神山町420

8 03-465-8151
10:llll～ 19:tlll

日曜、祝日
料理教室、配達、発送、無

農薬野菜、化粧品 ①

<東京・市部>
は じ め 健 康 食 品 店

〔〒180〕 武蔵野市中町1295
0 0422-54-7716

∞
錮０ヽ２０』

８

第
食品全般、無農薬野菜
4,IIみ ち先生料理教室

村や さ
〔〒181〕 三鷹市下連雀3625 80422476639 ミルキーウエイ

武蔵野市吉祥寺北町5417 ● o422536483 蜘新
０ヽ‐
鵬

∝
鋼

無農薬野菜「自然の法則と
共に生きる正食J発行 ①

南 伊 豆 山 荘 〔〒202〕 保谷市柳沢329
80424673404五 罵久男 山荘連絡先 ● 0558623629 野   菜

山荘・静岡県賀茂郡南伊豆
町カロ納 113942整体指導

社弟兄

自然 食 種 供 給 セ ンター
〔〒181〕 三鷹市中原2-126

8 0422-49-7225
群
体

ヽ硼
聾̈

無農薬野菜、自然食糧品
書籍販売、農山林用具 ①

東 京 シ ー ド 〔〒184〕 小金井市本町65シ ャトー小金井1階
8 0423-84-4600

10:00^-18:00
毎日曜日

健康食品、食品全般、書籍
健康・美容相談、配達

自 然 食 品 の 店 和康
〔〒184〕 小金井市本町31013

0 0423-85-5261
００

日

‐８

月
ヽ

・

００
曜

１０
毎

食品、書籍、健康相談、料
理教室、玄米試食会 0

自然 健 康 食 品 の 店
い   な   ほ

〔〒187〕 小平市花小金井1718
● 0424-62-8975

10:00～ 19:00
毎日曜日

自然健康食品、有機無農薬
野菜、石けん、書籍 0

久米川 自然食センター
ふ・ れ ,あ ・ ぃ の村

〔〒189〕 東村山市栄町22228
8 0423-95-9525

11:00～ 19:00
毎日曜日

食品、有機野菜、イオン水
生成器、書籍、配達、宅配 O
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販 売 店 名 1 住  所 。 電  話  1馘 時間・休日1主 な薔鳳 僣しもの
|

フ タ バ 菫  局
〔〒356〕 埼玉県上福岡市上福岡6-3-3

● 0492-61-2738
7:lXl～ 21:∞

心身健康相談、純正食品、
本、ニキビ、肌荒用化粧料 Э

大橘自然食贔センター 〔〒3511〕 埼玉県川越市霞ケ関北5-128
8 0492-32-9445

9:∞～19:00
毎水曜日

書図

習講ヽ
品

理

食

料
無農薬野菜、
玄米試食会、 Э

い 洩 見 サ ンヘ ル ス 〔〒335〕 埼玉県蕨市中央193浅見ビル602
● 0484-312102

10:00～ 17:00
毎日曜・祭日

グルマニウム温浴、正食指
導、食品

す こ や か 菫 局
〔〒359)埼玉県所沢市松葉町262

00429-955570(西 武新宿線新所沢駅東口3分 )

漢方相談、健康相談、食養

料理教室 (毎 月第3土曜)
①

市 川 平 和  菫 〔干272〕 千葉県市川市真間3H12
0 0473-22-0810

10:00～ 19:00
毎日曜日

食品、無農薬野菜、料理講
習、勉強会。配達・発送 ①

自然食品の店 たんぼぼ 〔〒277〕 千葉県柏市泉町16-18
8 0471-67-1997

9:∞～19:lXl

無  休
食品、無農薬野菜。食養・
美容相談、各地発送 Э

La Vle de   清 菫
(〒 273〕 千葉県船橋市馬込町725

0 0474-39-7493
10:00～ 16:lXl

毎日曜・祝日
食品、無農薬野菜、書籍、
配達。料理教室 ①

菊 屋 片 山 商 店
〔〒2H〕 神奈川県川崎市幸区古市場134

● 0445226233～ 4 整体道場併設
9:00～ 20:∞

毎ホ曜日
自然酒 。無添加 (ワ イン、
本味酪 、焼酎ヽ全国発送

①

株 式 会 社 豊 兼
〔〒220〕 神奈川県横浜市西区花咲町4 Hl

● 045-231-4823、  242-3614      
・

10:llKl～ 19:lXl

第 2日 曜日
食養健康画期的美容粕談、
第 1日 曜健康美容講演会 ①

自 然 食 品 セ ン タ ー
弘  明  寺  店

〔〒232〕 神奈川県横浜市南区中島町481
● 045712-3339

10:00～ 19:lXl 無農薬野菜、無添カロ豆腐、
批把葉温圧横浜支部 ①

菊 屋 百 貨 店
健康自然食品センター

〔〒244〕 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町44
00458817636、 田中久夫

:30～ 16 :llll9 料理教室 (第 2水曜・イリ11

みち、第3水曜・松田晃旺)
①

湘 南   豆   彦
〔〒233〕 神奈川県横浜市港南区港南台7499

● 0458313040、  グループ購入歓迎
無添カロ豆腐製造販売、国産
大豆・日塩研大島苦7f使 用

(■)天 ■ 架 相 模 原 店
〔〒229〕 神奈川県相模原市相模原357

● 0427558870 健康美容センター併設
10:00～ 19:00

毎日曜日
無農薬有機野菜、海産物、
純正食品、安全洗剤 ①

一
ド

タ

一

・ノ
ロ

セ食

ス

然

ル

自

ヘ

〔〒242〕 神奈川県大和市中央6322大和警察署ウラ
● 0462621X120

10:∞ ～19:00
毎日曜日

食品、化粧品、CI図書、
配達、発送。治療院併設 ①

洞■陰
〔〒249〕 神奈川県旭 r市 ,ユ F5328

0 0468-73-7137
10:00～ 19:00

毎日14日
食品、無農薬野菜、豆腐、
化粧品、食養相談、配達 ①

ゆうき自然健康食品店
〔〒249〕 神奈川県旭 F市 久ホ25H

● 046873-8050
10:00～ 19:30

祝  日
有機野菜、酵母バン、豆腐
みそ、特油、貸奉、発送

（じ

寿延
(〒 239〕 神奈川県横須賀「1根岸町436

0 0468-35-8773
10:00～ 19:00

毎日曜日
無農薬農産物、豆腐、食箋
指導、料理講習会。配達 ①

真 営 堂 治 療 院
〔〒25003)神奈川県足柄ド郡箱根町湯本97

8 0460-5-6525
10:00～ 19:00
月11・ 第 3日

'1

敏灸・指圧。生活習慣の改
造力健 康の人口

白
不和

〔〒232〕 横浜市南区井土ケ谷下町17

1' 045-714-4125
現在は注文による

配達 、発送のみ
純正食品、大森英桜VTR
図書、勉議会、情報交換会

（〕

ク

ル

ツナ

一

ス食

レ

然自

ク
〔〒228〕 神奈川県相模原市南台4-168

8 0427-48-8986
11:30～ 11:30
水、木曜日

日替リランチ、手造り菓子、
自然酒、食品、化粧品 ①

館′b健
〔〒250〕 小田原市荻窪2851

8 0465-35-1247

<東京区部>
ン
店゛́

沢
ワサ

北
一ォ

東
〔〒151〕 渋イギlκ 大山町115イ ンターマ ンク1階 (売 店)

● 034655021 小田急線東北沢1分 14

３０

日

‥

祝
10:30～ 18

毎本曜日・
日本CI協 会事業部、国内
諄接 0

ノヽ
　
一

′

一，

ヤン̈

′ヽ

ワ

セ

サ
一　一一一一い一

ォ

配
〔〒173〕 板橋lえ 小茂根54(‐般lt文 先)

8 03-958-7112
9:00～ 17:00
毎日曜日・祝日

日本CI協会事業部、都内
配達、国内配送 ①

自然 食 品 セ ン ター 本 店
〔〒150〕 渋谷区神南1106 ● 034967103
1:業 所・横浜市縁区美しが丘51318 0045-901 5Hl

平 日 10～ 19100

日・祝日 10～ 1ぶ ∞
食品全般・図書、小売・卸
レストラン「天味」併設

ゲルマニウム健康サロン
中        野

〔〒164〕 中野区中野2-231ニ ューグリーンマンション401号
8 03-383-1980

Ю
第

00～ 20:30
・第4日 曜日

グルマニウム温浴、玄米入
門コース、温浴器販売指導

健康 自然食品店 
Ⅲ
ミナ

¨ 〔〒165〕 中野区新井52011西武新宿線新井薬師駅南口3分
8 03-385-6058

10:OKl～ 19:00
毎日曜日

無農薬野菜、食品、化粧品
海産物、雑穀類、配違 ①

グ  ル  ッ  ベ

自然食糧品店レストラン
〔〒167〕 杉並区荻窪5-27-5 自然食糧品店 ●3987427 10:00～ 19:00 日曜定休

八百Eのレストラン ●3931224 10:30～21:00 木曜定休
無農薬・有機農産物、自然
食糧品、海産物、雑穀類他 ①

ナチュラルハウス・■ 〔〒167〕 杉並FX荻 窪24112
● 033916261レ ストラン ミ荻窪村ミ併設

％
休

ヽ８
甕
¨

健康食品、無農薬野菜、愛
の教室 (ョ ーガ料理)

エコロジー生活協同組合
イ  サ  キ  会

〔〒112)文 京区Fi山 5-3512第 2さ つき荘101号

0 03-813-7825
各種講習会、料理教室、機
関誌「イサキ」年間19Xl円

味         穂

自然食 レス トランとお茶
〔〒176〕 練馬区栄町39-27(江 古田駅北口2分、音大通り横)

● 03-948-9635
11:∞ ～21:∞
第 3日 曜日

コンパ、集いなど申し受け
ます。20席
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このページは日本CI協会友の店加盟の、皆さまのお近くの自然食品店、レストラン、治療院等をご紹介するものです。

食品、日本CI書籍のご購入はもちろんi勉強会、料理教室、健康食事生活相談に、下記の友の店を安心してご利用下さ

い。(なお、①印はオーサワジャパン商品取扱店です)

販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 主な商品、催しもの

<北海道 0東北地方>
北 海 道 健 康 学 苑

〔〒078-02〕 旭川市永山町H52-6
8 0166-48-4107

０

日”叡
食養相談、足心道指導、食
品・書籍

サ ロ ン 十 和 田
〔〒034〕 青森県十和田市稲生田T1034

8 01762-2-7840
10:00～ 20:∞

毎日曜日
談

精

相

有

康

ヽ

健

品
月例の集い、食

①

マ ナ 自 然 食
〔〒020-01〕 岩手県盛岡市高松11531

0 0196-62-6205
10:Oll～ 20:∞

毎土曜日
料理講習 (第 4水 )、 食品、
野菜雑穀、図書、配達引売 ①

盛ロマクロビオティック
センター い―は一と―ぶ

〔〒020-01〕 岩手県盛岡市上田堤1-512
0 0196-61-3024

９

第
∞～20:00
・ 3月 曜日

食品、無農薬雑穀、野菜、
果物、リマ化粧品、勉強会 ①

こ う げ ん 虫 〔〒980〕 宮城県仙台市大町2617
8 o222-65-4465

10:00～ 19:lXl

月末日曜日
食品、無農薬野菜、強化食
品、書籍、配達・発送

会    津   慶
純正食品流通センター

〔〒966〕 福島県喜多方市字諏訪1561
● 0241224193 会津正食研究会事務

":

8 :30-19:00
年中無休

品

送

食

発

正

方

純

地
日本 CI図 書、

①

昌勢お喜サンケン (〒 077)北海道留萌市本町 3「 Hた くぎん向かヽ
8 01644-3-0289

9:∞～18:00
毎日曜日

ヨガ・正食の健康道場
講演会、純正食品、書籍

みちのく自然食品センター 〔〒980〕 宮城県仙台市中央3107
8 0222-62-7677

9 :00-19 :00
毎日曜日

料理講習。魅、種油、海産
物等卸。小売、地方発送 ①

秋田自然食品センター 〔〒010〕 秋田市山王5丁 目324
8 0188-23-2921

10:00-18:00
日

'1、

ネ兄日
料理教室、側申講演会、食
品販売、無農薬野菜 ①

<関東地方>
群層マクロビオテイック
センター MAttN A

〔〒370〕 ‖‖う県高崎市和田町713
8 0273-22-5484

10:00～ 20:00
毎月曜日

図書、食品販売、無双原理
と正食の勉強会、健康相談

高崎 自然食品センター 〔〒370〕 群馬県高崎市新町63
80273-25-2605

10:00-19:00
毎日曜日

図書、食品販売、
手・ヨガ講習会、

空

導
・
指

食

康

正

健

鈴 木 述 子
〔〒37012〕 群馬県高崎市山名町乙611

80273-46-4921 群馬県安全農法研究会
自然晨法晨産物・カロエ、料理
教室。群馬食養友の会 ①

須 藤 商 店
(〒 376〕 群馬県桐生市東久方町2621

80277-44-5733
8 :00-20 :00

毎日曜日
食品、有機野菜、自然酒、
自然化粧品 ①

嗜 雨 農 場
〔〒349-13〕 栃ホ県下都賀郡藤岡町大前1751

● 028262-2635 来訪の際、要連絡
無農薬野菜、穀
物

自給自足的基盤に立っての
衣食住の追求と実践 ①

自然食スーバー健康館
〔〒321〕 栃木県宇都宮市やなせ町513駅 より徒歩10分主婦の店な
らび ● 0286364330

〓
休

ヽ硼
」（

食品、森下食箋他全部有。
グルマニウム温浴 ①

食 姜 健 康 セ ン タ ー 〔〒320〕 栃ホ県宇都宮市一番町24駅より7分
8 0286-36-2415

10:00～ 18:KXl
毎日曜日

純正食品、リマ化粧品、森下
食品、CI吾籍 ①

ブ
店

ョ
商

ンヽ・ ズ

繁
フス

田

へ
内

〔〒3∞ -12〕 茨城県稲敷郡牛久町牛久3475ぶ どう園通り
8 o298-72-0135

9:00～ 19:00
毎月曜日

食品、書籍、器 具

自 然 健 康 食 品
三    好   屋

〔〒336〕 埼玉県浦和市北浦和1-19-4
8 o488-86-7234

9:00～ 20:00
毎水曜日

食品、書籍、器具。美容・
健康相談。配達・発送

ヘル ス ショップ浅 野
〔〒336〕 埼玉県浦和市常盤9-10-4

8 0488-31-0647
9 :30-20:00
無休(臨時休業)

食品、無農薬野菜、書籍、
リマ化粧品、食養相談 い

自 然 食 生 協
全 ロ セ ン タ ー

〔〒336〕 埼玉県浦和市三室1359-11
● 048874-2691 月刊「健康と食物」

9:llkl～ 18:00
毎日曜日

食品野菜果物、強化食品、
料理教室、グルマ温浴 ①

小 川 自 然 食 品 店 〔〒362〕 埼玉県上尾市上町2-7-25
● 0487748504 料理講習 (CI協 会より講師)

9:30～ 18:30
無休(臨時休業)

純正食品、有機農産物、健
康医学社浄血指導講習 ①

埼玉東部玄米正全普及会
堂■太 〔〒343〕 埼玉県越谷市大沢4-10-5

0 0489-62-3479
9 :00--20:00

無  休
純正食品、書籍

①

村直正
〔〒364〕 埼玉県北本市西高尾5237

8 0485-92-2007
9:∞～18:00 豆店、納豆、あげ、みそ、

善油、野菜卸。巡回販売
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自然食ニュースのミネラル栄養療法基礎講座開講 !

今、話題の ミネラル栄養療法の真髄をあなたも学んでみ

ませんか。
一般の方々はもとより健康食品店の皆様は地域の人々か

ら信頼される健康 リーダーとしてご活躍されるために、是

非この機会をお見逃しなく積極的にご参加下さい。
●基礎講座期間 昭和60年 12月 ～昭和61年 11月

●開 講 日 時 毎月第1日 曜日(原則)皿11:lXl～興2:00
場 中心健康センター (目 黒駅前 )

品り:1区上大崎 3-3-6803(449)5001
(変更する場合もあります。)

師 近藤 賢医学博士 (エージングクリニック院長)

講  料  1回 (1講座 ) 3,000円
込 受 付 各講座開講日の 5日 前迄

バイオミネラル研究会
8031719)4876

●会

●講
●受
0申

●基礎講座内容

60/12月 1日

61/1月 5日
2月 2日

3月 2日

4月 6日
5月 11日

6月 1日

7月 6日

8月 3日
9月 7日

10月 5日
11月 2日

12月 7日

ミネラル栄養療法

リューマチ、関節炎

ガン

心筋梗塞

脳溢血

アレルギー疾患

ボケ、ノイ ローゼ

肥満、糖尿病

シミ、ソバカス

慢性疲労、生理時

ス トレス

カゼ

消化吸収不全

まとめ・受講修了証授与

好評。/ コ 鋭 畔 の圧縮濃 密講義録

食物による健康法・ 健康相談
『新しき世界へ』1982年 10月 臨時増刊   特価2000円

(送 料共 )

保存活用版 (病名・手当名の索引つき)

大 森 英 桜 /七号食 0少食・反応、手当法の実際、健康相談

大 森 一 慧 /一家を健康にする料理の工夫、饉 料理

●本誌526号 と528号の合本     .「 550号」といつてご注文下さい。

新
し
き
世
界

へ

五
八
九
号

◎
　
一
九
八
六
年
四
月
号

発
行
日
　
昭
和
六
十

一
年
四
月

一
日

編
集
荼
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発
行
所

　

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

〒

一
五

一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
丘

電
話
　
０
３
　
４
６
９

・
７
６
３
１
一代

）

振
替
　
東
京

０
／

１
９
４
１
２
５

■

編

集

後

記

■

●
今
月
二
十
四
日
は
桜
沢
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
満
二
十

年
。
先
生
に
縁
の
あ
っ
た
方
々
が
、
貴
重
な
原
稿
を
続
々

寄
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
一
つ
一
つ
の

「
証
言
」
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
そ

こ
に
生
々
し
い
Ｇ
Ｏ
の
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
貴
重
な
お
話
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
本
Ｃ
Ｉ
に
も
、
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
Ｏ
Ａ
（
オ
フ
ィ

ス

ｏ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
小
波
（？
）
が
来
て
、
ご
覧

の
通
り
、
前
号
か
ら

一
部
の
ベ
ー
ジ
が
ヮ
ー
プ

ロ
で
打
っ

て
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
プ

ロ
は
今
や
生
鮮
食
品
と
同
じ
で
、
た
っ
た
数
カ

月
前
の

「
新
製
品
」
が
早
く
も

「
旧
製
品
」
と
な
っ
て
投

げ
売
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は

音
声
で
入
力
す
る
ワ
ー
プ

ロ
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
う
な

る
と
、
い
よ
い
よ

「
何
を
書
く
か
、
何
を
表
現
す
る
か
」

と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

●
橋
本
宙
八
氏
は
、
私
と
は
別
人
で
す
。
た
ま
た
ま
名
字

が
同
じ
と
い
う
だ
け
で
、
親
戚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
念
の

た
め
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（橋
本
政
憲
）
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種   別 年 会・費 徴特

A 正 会 員 12,∞0円
月刊機関誌 (年間H回発行)1部送呈。
農薬玄米配布のカムカムクラブ大会可。
プ5%引 き (図 書券で)

会員証、会員パッジ。各種行事割引。料理教室、無
各種相談を受けられる。日本CI発行の図書・テー

B 賛助会員
12,000FЧ

を2日以上
機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。日本CI発行の図書・テープ10%引 き (図 書
券で)

C 誌  友 5,lll10円 月刊機関誌1部送呈。料理教室、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。

D 法   人
30,000円

(2分割可 )

④に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所・電話。営業時間・申し込み回数・その他を広告。
「新しき世界へ」5部配布 日本CI友の店シール配布

●下記の用紙または振替用紙に記入 し、会費を添えて、〒151東 京都渋谷区大山町‖-5 日本Ci協会会員係 にご送付 ください。

月刊『新しき世界へ』購読案内

.慧 曇E∃  財 団 日 本 CI協 会 入 会 申 込 書 皓書で書いてください。)

私は日本 CI協会の会員になりたく、次の通り申し込みます。 (会員別の符号を○でかこんでください。)

|   1年 [正三]月号から[正三]年間分

A.正 会 員   B.賛 助会員    C.誌   友
(12,∞ 0円)   (12,∞ 0円 を 口) (5,000円 )

■いったん納入された会費、誌代は、返却できません。 昭和

D。 法人 (店舗 )

(30,000円 を  回。 2分割可)

日付

日
本

Ｃ
‥
協
会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
が
創
立
し
た
、

マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
運
動
の
国
際
セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

・
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体
で
す
。
会
長
、
桜
沢
里
真
。

活
動
内
容
は
、

①
実
用
弁
証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法

の
研
究

。

実
践

・
普
及
。

②
桜
沢
如

一
ほ
か
、
右
の
内
容
に
関
連
し
た
図
書

・

出
版
物
の
刊
行
。

③
講
演
会

・
講
習
会

・
研
究
会

・
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

。
海
山
ス
キ
ー
な
ど
の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行
の
開
催
。

④
正
食
医
学
に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会

の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

・
講
演
会
な
ど

の
斡
旋
。

⑥
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
事
業
部
門
と
し
て
オ
ー
サ
ワ
ジ
ヤ

パ
ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

。
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

。
洗
剤
、
石
け
ん
等
の
普
及
販
売
。

⑦
関
連
活
動
団
体
、
各
地
セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

フリガナ

氏  名

職 業 (

男・女 生年月日哭
日召

年 月

)

日生

住  (〒     )(°
°号室)(○○様方)と 詳しく

所 TEL

ご家族 ① 独身 ② 既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴 備 考



■
昭
和
６‐
年
１
月
現
在

■
＊
印
は

「桜
沢
如

一
著
」
で
す
。

初
め
て
の
方
に
お
勧
め
す
る
本
。

＊
一魔
法
の
メ
ガ
永
，　
無
双
原
理
の
物
の
考
え
方

＊
ユ奎
還
の
小
４
十
　
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
／

＊
食
養
人
生
読
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

＊
生
命
現
象
と
環
境
　
ゃ
さ
し
い
ェ
コ
瞑
ン
ー

＊
新
番
曇
里
琴
法
　
正
全
身
心
改
造
法

＊
無
双
原
理

・
易

＊
宇
宙
の
秩
序
　
最
重
大
Ｐ
Ｕ
書

＊
病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

中
心
臓
を
入
れ
替

へ
る
法
　
悪
魔
の
書

＊
人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の

（カ
レ
Ｌ

＊
生
体
に
よ
る
原
子
転
換

（ヶ
ル
ヴ
ラ
と

＊
自
然
の
中
の
原
子
転
換

（ヶ
ル
２
フ
と

霙

囃
叫
却
『
縛

ツ
鈍

鮮

言

十
〒

異

食
養
料
理
カ
ー
ド
（１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八８
円
　
一Ｔ
茜
ｏ

食
物
の
陰
陽
表
　
色
刷
り
一枚
　
　
　
　
　
　
　
一一８
円
　
一工
舌

正
食
医
学
の
救
急
手
当
法
　
色
刷
り
一
枚
　
　
　
一一８
円
　
一工
舌

食
物
に
よ
る
健
康
法

。
料
理
法
特
集
翁
新
し
き
世
界
へ
Ｌ
き
号
）

二
、０８
円
（送
料
共
）

Ｆ
ヨ

〓‐
二〇
〇

一Ｔ
二五
〇

亭‥二〇〇

一Ｔ
二五
〇

一、
三
〇
〇
［間
　
一Ｔ
二
五
〇

一、
〇
〇
〇
【間
　
一Ｔ
一６
０

七
吾
円
　
一〓
一８

二
、
三
８
円
　
一〓
一吾

二
、
０
８
円
　
一〓
一８

〓一、〓
〇
〇
口
］
　
一Ｔ
三
〇
〇

三
、
三
８
円
　
一〓
一８

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊
我
が
生
命
線
爆
破
さ
る

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

＊
中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

＊
不
思
議
な
世
界

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
Ｐ
Ｕ
中
国
四
千
年
史

＊
パ
ス
ト
ウ
ー
ル
の
審
判

＊
千
二
百
年
前
の

一
自
由
人

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
コ
ン
パ
文
庫
５

＊
コ
ン
パ
文
庫
６

＊
Ｐ
Ｕ
歌
集

＊
人
間
の
秩
序

〈８
円
　
一■
一８

合
ｏ
円
　
一〓
一８

一、三
８
円
　
一〓
一吾

一、０８
円
　
一〓
一８

八
〇〇
【間
　
一Ｔ
一あ
〇

八８
円
　
一工
一８

一三
８
円
　
一■
一吾

〈
８
円
　
一工
一８

一、一一δ
Ｏ
ｍ間
　
一Ｔ
一一五
〇

二
、０８
円
　
一〓
一吾

一、二８
円
　
一Ｉ
一８

一、七〇
〇
【間
　
一Ｔ
一一三
〇

二
、〈８
円
　
一〓
一吾

〓面
ｏ
ｍ肖
　
一Ｔ
一あ
〇

一、
一一〇
〇
日間
　
一Ｔ
一あ
〇

＊
永
遠
の
子
供
　
　
　
　
　
　
　
　
一一、
三
８
円
　
一〓
一吾

＊
食
養
講
義
録
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、二
８
円
　
一Ｉ
一８

＊
新
し
い
栄
養
学
　
　
　
　
　
　
　
一一一、三
８
円
　
一〓
一８

＊
世
界
恒
久
平
和
案
「意
志
」教
育
五
十
年
の
実
験
報
告

一、０８
円
　
一〓
一８

＊
桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
〓８
円
　
〒
舌
ｏ

石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
食
書
の
原
典
／
七
、吾
〇
円
　
一〓
一８

桜
沢
里
真
著

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
　
豪
華
カ
ラ
ー
　
　
七
、
三
〇
〇
円
　
一工
孟
ｏ

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
米
上
院
栄
養
委
吾
ｏ
円
　
一Ｔ

里

桜
沢
如

一
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

判
断
力
の
話

　
　
　
　
∞
分
κ
ｌ
本

一一、六
〇
〇
口
‐Ｊ
　
一Ｔ
一七
〇

座
間
講
演
　
　
　
　
　
６０
分
×
２
本

一一、
〇
〇
〇
【門
　
一Ｔ
一西
〇

Ｇ

・
０
母
を
語
る
　
　
　
∞
分
×
１
本

二
、六
８
円
　
一工

占

大
森
英
桜
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

生
命
と
食
物
の
歴
史

　

６０
分
×
２
本

二
、さ
〇
円
　
一〓
一日

食
物
の
陰
陽

６０
分
×
２
本

一一、六
〇
〇
円
　
〒
一一四
〇

宇
宙
の
秩
序
解
説

　

　

６０
分
×
２
本

二
、大
８
円
　
一〓
一日

子
供
の
病
気
と
食
養

　

”
分
×
２
本

四
、古
〇
円
　

Ｔ̈
茜
ｏ

眼
病
の
治
し
方

　
　
　
６０
分
×
２
本

〓一、０
８
円
　
一〓
一日

ｏ
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
出
版
物
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌

巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
①
現
金
書
留
、
ま
た
は
②
振
替
東
京
？
冗

里
量
日
本
Ｃ
ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
①
の
場
合
は
１０
日
、
　
②
の
場
合
は
、
２
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

　

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
〇

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
エハ
百
円



「
E型望I乳

=鼠
翼_11幣ゴ約

玄米と野菜と海草のもつ素材を最大限にひき出

し、砂糖・化学調味料はいつさい用いません。

⊂憂∋昭和61年 4月 19日0～20日 lB)1泊 2日

(主催・ 会場 )日本CI協会 (インターマック )本部 4月 19日田

〒151東京都渋谷区大山町 11-5 ● (03)469-7631

初級 、中級一緒に勉強します。 3回で初級修了、

それ以後 4回の受講で中級を修了し意す。

⊂亜⊃桜沢里真 、吉成知江子

(特典 )所定のコースを修了された方には希望により

リマ・クツキングアカデミーの初級 、中級修了証

を授与します。

13:30

S

16:30

玄米のり巻/揚げ豆腐/蓮
根とくるみ和え煮/厚揚げ
サンド蒸し/柏餅

自 由 時 間

００

　

３０

玄米御飯小豆入り/煮込み
そば/蕗煮付/バンオサワ

∈巨亜亘ント泊-14,000円 、宿泊-15,500円 、部分参
自 由 時 間

加は 1講習 3,500円 4月 20日 佃)

(申込方法)申込書に記入し、受講料を添えて現金書 6:∞   起床、清掃、体操、歌

留で送るか直接持参する。 日本CI協会の正会員

(年 12,000円 )ま たは誌友 (年 5,000円 )になること

が必要です。

(締切 り)4月 15日関

∈亜巨⊃締切 日までの取消しは手数料 2,000円 を引

いて返還。それ以降は会の運営上 、半額返還。

C璽亜⊃筆記用具 、寝巻 、エプロン、スカーフ (頭

にかぶるもの )、 容器 、雑巾。

食 養 料 理 講 座 19(%～%)申 込 書

●

一

i::: ラ諜紹暉,量傘讐
`デ

ま塩
10:30

S

11 :30

12:∞  稲荷寿司/蓮根ボール吸物
S  /野菜シチュー/サンドウ

1510o イッチ/そ ばクレープ

質 疑 応 答

1.CI会館に宿泊=15,500円  2.外泊します-14,000円  3.部分参加 料理一、二、三、四 (各 3,500円 )

:́、 リカイを

男

。
女

( )歳

日

生

月年

明

大

昭

耕
・
麟

正会員(の家族)です。番号
誌友(の 家族)です。 番号
入会申し込みます。

氏 名

ら、リカ子を

(〒 )

住 所 道
県

都
府

自宅 市外局番

電話 (  )
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  )

月 日日本 CI協会御中

円を添えて申込みます。 今までに食養料理集中講座を受講された

方は、記入してください。



①正食編■ 2月 1・ 2日 ⑤各論編III‐

`月

17● 31日 ●主催/日 本CI協会 〒151東

京都渋谷区大山町115
803-469-7631(10
●会場/天理教鎮西大教会 〒815

福岡市南区大橋 4丁 目27の 20

●研修費/19,500円 (宿泊費含)

●持参品/食器―茶 わん、汁わん、

中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具

●申込方法/申込書 に記入し、研

修費 を添えて日本CI協会あて現

金書留で送るか直接持参する。日

本CI協会の正会員 (年、12,000

円)ま たは誌友 (年 、5,000円 )

になることが必要です。
●締切 り/開講 4日 前の火曜日
●取消 し/締切 り日までの取消し

は手数料 2,000円 をひいて返還し

ます。それ以後の場合は会の運営

上、半額返還となります。

*食事は日本CI協会の料理部が

調理する玄米正食料理です。

*①～⑥まで受講された方には、

「正食医学講座修了証」を発行い

たします。

1.無双原理解説

2.人間の成りたち

3.穀物 (主食)の陰陽、効用

4.野菜、海草 (副食)の陰陽、効用

5。 調味料、加工品の陰陽、効用

6.食べ方、宿便と反応

名種病気の原因、症状と療法

1.生殖器

2.脳 と神経

3.目

4.耳、鼻、歯、口、のど

5.骨、関節、外傷

6.皮膚、血液

②基礎編1 3月 1・ 2日 ⑥各論編ⅢI■ 71月 5・ 6日

1.動物性食品、果物、飲料の陰陽

2.体質、年齢、性、労働、環境別食養法

3.救急手当法の用い方、実習

4.食物療法食用品の作り方、用い方

5.消化の生理と造血、物質転換

6.食の段階と病気の七段階

各種病気の原因、症状と療法

1.内分泌、アレルギー

2.こ ころの病気

3.子供の病気、老化

4.ガン (胃 、子宮、事L)

5.ガ ン (白 血病、肺、その他)

6.寄生虫、食中毒、感染症

③基礎編■14月 5● 6日
1日 目l■l、 時間割

12:30～ 1:00 受付

1:00～ 3:00 講義 1

3:30～ 5:30 講義 2

5:30～ 6:00協会説明

6:00～ 7:30 夕食

7:30～ 9:30 11t義 3

11:00～    消灯、就寝

2日 目lE)、 時間割
6:00～ 7:00 起床、清掃、歌

7:00～ 9:00 F韓義 4

9:30～ 11:30 講義 5

11:30～ 1:00朝 食

1:00～ 1:30 写真、次回分受付

1:30～ 3:30 講義 6

1.人体発生学と臓腑の陰陽

2.五行説と気と経絡

3.望診法 (人相、手相 )

4.望診法 (体、性格、便尿、その他 )

5.自 律神経とバイオリズム、心療法

6.症状にみる陰陽判断の仕方

会場 (天理教鎮西大教会 )

博多駅→地下鉄で天神駅→ (乗 りか

え)→西鉄大牟田線福岡駅→大幅駅

④各論編1 5月 3・ 4日

各種病気の原因、症状と療法

1.呼吸器 (気管支、肺)

2.循環器 (心臓、血管)

3.消化器 (食道、胃)

4.消化器 (十二指腸から肛門)

5.肝、胆、膵、牌臓

6.泌尿器 (腎、膀洸 )

(講師 )大森英桜 大正 8年 11月 、静岡県熱海生まれ。
昭和23年、偶然、桜沢如一著『宇宙の秩
序』『新食養療法』にふれ、以来、正
食の研究30余年。

一                                キ リ

日    正食医学講座 (D申込書

(協力 )サニー健康食品 〒&3福岡市東区千 1ヽ5-10-5

8 092-681-0883

あ ま の が は 〒&6福岡県大野城市栄町2-4-16

● 092-581-4916

ト リ 線

(1986年 2月 ～86年 7月 )

l 各回参カロ=19,500円

(外泊の場合も変わりません)

2 部分参加 1 2.3 4 5 6
1講義 3.300円  f置義番;}に 〇をつけて さヽ

TEL
男

女

( )歳 職  業

氏 名
自 4七 明

大 年 月 日 生
B召勤務先

フリガナ 1 正会員 (の家族)です 番号_
2 誌友 (の 家族)です  番号_____
3 人会中し込みます

一Ｔ )

ft,折

*今回で全6回 を1蓼 了する方は

ここにサインをしてください円を添えて申込みます

*講義の録音はご遠慮下さい *会場に宿泊 (有 ・無 )



4/26-27 皇霧諾露

菫窟インターマツタ菫■

4/26 3:00-3:30 ゲスト講師

主催 ●日本CI協会  ●

“

-469-763i

0151東京都渋谷区大山町11-5

研修贄●宿泊-19,500円

外泊-18,000円

持参品●茶わん、汁わん、中皿、はじ

雑巾、学習用具

配布テキスト●未発売テープ「丁ES
講義録」

申込方法●申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で送るか直接持参する。日本CI

ジョルジュ・オーサワ (桜沢如―)の残した宇自の秩序
0万物転換陰陽綸・最高判断力の生理的基礎・食養綸 0

世界平和への道などを継承・発展させる場

―― A・ N・ S新オーサワ塾

3:30-5:30

6:00-7:30

7:30-9:30

4/27 7:00-9:00
9:30-11:30

12:00-1:30

i:30-3:30

宮沢秀明「元素周期表の見方」

夕 食

佐々井醸「病気と体のメカニズム」

『生体による原子転換』 (佐々井 )

「イノチとは ?」 (佐々井 )

食事 0写真 0次回分受付

買疑・座談 (佐々井譲 )

昭 和

協会の正会員 (年 12,000円 )または誌友 (年 5,000円 )になることが必要です。

締切り●4月 22日側

取消し●締切日までの取消しは手数料 2,000円をひいて返還します。

それ以後の場合は会の運営上、半額返還となります。

)食事は日本C!協会の料理部が日理する玄米正食料理です。

>家族割引一夫婦などで参加する場合、1名 につき 2,000円 割引きます。

(配布テキストは 1部だけになります)

>全 6回を受晴された方には、修了記念をさしあげます。

… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 一 一 一 一 一 一 ―
― 一 一 一

ヽ

キ  リ  ト  リ  線

月  日 第1期 A・ N・ S新オーサワ塾④申込書 (19841～ 6月 )

各回参加=19,500円

(外泊の場合は、18,∞ 0円 )

2.部分参加 1.2.3.4.5
1講 義 3,300円 講義番号に○をつけて下 さい

フリガナ TEL 男

。
女

( )歳 職 業

氏 名
自 宅 明

大 年 月 日 生
昭勤務先

フリガナ 正会員 (の家族)です

誌友 (の家族)です

入会申し込みます

〓
号

号

番

番
(〒 )

住所

円を添えて申込みます

ホ講義の録音はご遠慮下さい *会場に宿泊 (し ます。 しません。)



LIMA
C00KING ACADEMY

リマ・クツキングアカデミー

昭和61年度夏期 (%・ %～%)募集 。ノ

受 講 料

コ ー ス 曜 日 ク ラス 時   間 講 師 授 業 日

嘲
暉
コ・ス

火

A 11:00～ 14:00 桜沢里真
4  月 5 月 6  月 7 月

22

６

１３

２０

２７

３

１０

１７

２４

１

８

１３B 18:00-20:30 桜沢里真

初 級

コ ー ス
水

C 11:CXl～ 14:llll 浮津宏子

23

７

１４

２‐

２８

４
■
１８
２５

２

９

１３

D 18:00--20:30 桜沢里真

入 学 金 一 括 納 入 納分 単一受講

¥3,000

(入学時のみ)

A.B.C.D
クラス

¥22,lXXl

日本CI協会の会員 (正会員、誌友など)

で、入学金を納めた方は、月ぎめの分納

(一回分 2,000i円)力 で`きます。

一回

¥2.I10

昭和61年度夏期

リマ・ クッキングアカデミー申込■

1正会員 (の家族)で

―2誌友 (の家族)で

―3CIの雑誌購読していません

希望クラス A・ BoC・ D

たし

を

ま
状
し

免
得

の
取

級
級
級

初
中
上

１
２
３

氏
名

継続/前回のコース名 (

日
生

月

歳

年

＜
明
大
昭

住所
(〒

自宅 市外局番

電話 ( )
勤務先 市外局番

電 話 ( )

円を添えて申込みます。

職 業

勤務先

日本 CI協 会 御 中



LIMA
C00KING ACADEMY

健康と幸福と美を創るマクロビオティックの料理教室

リマ・クツキング/7カデミー
昭和61年度夏期 (%・ %～%)募集 .ノ

玄米 をはじめ各種 の穀物や野菜、海草な,ど の持 っている素朴

な味 を最大限にひ き出 し、肉体 と精神の養いとす るお料理 を勉

強 しましょう。天然醸造の味噌、醤油、自然塩 、純正のゴマ、

菜種の油 などで調味 し、砂糖や化学調味料はいっ さい用いませ

ん。

●初級コースー 昭和61年 4月 23日 開講

マクロビオティックの料理基礎 (基本食、

食箋料理など)

●中上級師範コースー昭和61年 4月 22日 開講

桜沢流普茶、懐石料理。フランス、インド

など世界各国の民族風自然食料理。美容食、

治療食を含む応用コース

●校長一桜沢里真 (日 本CI協会会長)

●定員一各クラス40名 (年齢・性別に制限あ

りません)

●特典―規定の回数出席し、試作会に出品さ

れた方に免状を授与いたします。

●原則として授業に30分以上遅刻した場合は、

出席回数には入りません。 (た だし、受講

はできます。)

●いったん納入された受講料はお返 しできま

せんので、ご了承ください。

●申込み一申込用紙に記入し、受講料を添え

て、下記へ。

●持参品一筆記用具、エプロン、スカーフ(手

拭い)タ ッパーウエアやサランラップなど

(料理を持ち帰る場合は、各自でご用意く

ださい。)

●日本C!協会の会員 (正会員、年 1万 2千

円など)ま たは誌友 (『新しき世界へ』購腕、

年 5千円)に なること。

日本CI協会クッキングアカデミー係

〒 151 東京都渋谷区大山町11-5 803(469)7631



メ

“

■ ■毎木曜日は休館です。

小田急饉

(各駅停車)

4月 2日困 2時半～ 4時半 お産と育児の勉強会

講師/大森―懸 会費/1000円  みんなの経験を出

し合って、正食による子育てを話し合いましょう。

今回は、離乳期の問題 をとり上げて意見交換します。

4月 5日 0～ 6日 lH)正食医学講座③ (基礎編I)

博多会場 講師/大森英桜 九州、中国方面の方は

この機会にぜひご参加下さい。詳細は別紙参照。

4月 11日 0 12時～ 3時 子供を持つ母親の会

*お弁当とお茶を持参 して下さい。

4月 12日国 2時～ 5時 正食医学による健康相談

講習会 (公開)講師/大森英桜 正しい食べ物、正

しい食べ方による、各病気、各体質にそった食箋指

導の公開講習会です。相談希望の方は必ず予約して

下さい。聴講はどなたもできます。会費/相談をす

る人 (正会員)=10,000円 聴講=正会員2000円、 ヽ

誌友 。一般=2500円

午後 6時～ 8時 講演会「現代望診法入門」講師/
大森英桜 会費/正会員 =1200円  誌友 。一般=15

00円

4月 13日 伯)食養料理教室リマ・クッキングアカデ

ミー春期修了試作会 校長/桜沢里真 昼の部11時

持参、12時～2時。夜の部 3時持参、 4時～ 6時。

試食・聴講だけの参加もできます。

4月 19日国卜20日 (日)食養料理集中講座 19 初級 。

中級 講師/桜沢里真、吉成知江子 詳細は別紙を

ご覧下さい。

4月 20日 {H1 10時～ 3時 子ども行事 羽根木公園

プレイパーク (4ヽ 田急線梅ケ丘下車5分)に て。詳

細は協会、沢田。大竹まで。

4月 20日 lH)11時～ 4時 正食相談 講師/橋本宙

八 *毎月第3日 曜。体質を改善し病気を治す食事

指導。相談希望 (有料)の方は正会員になり、予約

して下 さい。

4月 22日ω、23日

" 
食養料理教室リマ・クッキン

グアカデミー夏期開講 校長/桜沢里真 詳細は別

紙をご覧下さい。

4月 26日 0-27日 (日)A・ NoS新オーサワ塾④

講師/佐 井々饉 ゲスト講師/宮沢秀明 無双原理

(1階の食品店は、本曜と行事のない祝日が定休日)

日 本 cI協 会
〒151東京都渋谷区大山町1卜 5

0会員でなくても参加歓迎です    ● 03・ 469・ 7631 11tl

●鋒書はご遠慮ください。   小田急線 。東 1ヒ 沢駅下車2分

の判断力を問う学校、参加者には桜沢如一先生のT
ES講義テープを配布 します。詳細は別紙をご覧の

うえ参加下さい。

5月 3日 (土・祝)～4日 lH)正食医学講座④ (各論編

I)博多会場 講師/大森英桜 九州、中国方面の

方はこの機会にぜひご参加下さい。くわしくは別紙

を参照。

5月 3日 (土・祝)-4日 lH)12時～4時 お産と育児の

ティーチインー妊娠から7歳まで 講師/山西みな

子 大森―慧 会費/3500円 (1日 のみ 2∞0円、お

茶とおやつ付)*1日 目は山西先生の講演、大森・

山西対談。 2日 目は大森先生の講演、参加者の発言。

5月 10日 0 2時～ 5時 正食医学による健康相談

講習会 (公開)講師/大森英桜 %参照

午後 6時～ 8時 講演会「左脳 。右脳のハタラキと

超能力」講師/大森英桜 会費/正会員=1200円

誌友・一般=1500円

5月 11日 (日)11時～ 3時半 手づくリバン講習会

講師/甲田幹夫 (ル ヴァン株式会社)会費/1500円

特製パンとタンポポコーヒー、パン種付。申し込み

はオーサワジャパン東Jヒ沢店へ。●465-5021

5月 18日 lEl ‖時～ 4時 正食相談 講師/橋本宙

八 毎月第 3日 曜。体質を改善し病気を治す食事指

導。相談希望 (有料)の方は正会員になり、予約し

て下 さい。

5月 18日 lH)1時～ 4時 中国精進料理試食会 講

師/南喬生 (み なみたかお、台北市出身)会費/50
00円  7品デザート付、14日 l■lま でに電話で予約。

5月 24日 0～25日 (日)A・ NoS新オーサワ塾Э

講師/大森英桜、川嶋正治 ゲスト講師/宮沢秀明

くわしくは別紙をご覧のうえ参加下さい。

5月 31日国 2時～ 桜沢如―先生20周年記念祭、

桜沢里真先生米寿パーティ チサンホテル浜松町に

て、詳細は本誌4ページをご覧ください。

*健康薔遺教室は、都合により日会します。

*4月 29日関、30日 l■lの料理教室リマ・ クッキング

アカデミーはお休みです。
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オーサワキャンデー
“梅肉"“純"“ 生姜" 1009各 300円

「キャンデーは砂糖と化学物質の塊」とい

う常識を見事にくつがえしたO」 のオリジ

ナル商品です。

原材料には無農薬・無化学肥料・無除草剤

で栽培 された最高品質のもち米を使用して

います。そのもち米を麦芽で糖化し、鉄鍋

でマキを燃料として煮つめた、昔ながらの

純粋な米あめです。砂糖はもちろん、化学

的添加物はいっさい使用していません。

米あめだけの“純"、 しょうがが入った“生

姜"、 梅肉が入った“梅肉"の 三種類がありま

す。他にもタンポポコーヒー、コーレン、ゆ

ず等が予定されています。お楽しみに!!

新 商
‐
品

●(特選)一本漬たくあん Mサイズ 330円

Lサ イズ 350円

無農薬天日干し大根を無農薬米糠と自然

海塩“海の精"で漬け、三陸産の納豆昆布

を混ぜてウマ味を増 した特選品です。な

お、発売にともない、従来の一本漬けた

くあん (天塩使用)は中止させていただ

きます。

●たんぼぽエキス入り水飴  1459 600円
タンポポの根を乾燥 させて炒ったもの (た

んぽぽコーヒー)を煮詰めてエキス状に

し、うるち米を麦芽で糖化させた米飴と

ブレンドしました。

使用法①水、湯で薄めてタンポポコーヒ

―に②そのままなめる③パ ンにぬる④ク

ッキーやケーキの生地に⑤水に溶いて凍

らせキャンデーに⑥寒天で固めてコーヒ

ーゼリー等にお使いいただけます。
●無農薬大根千葉   10o9袋 人 300円

大変長らくお待たせいたしました。待望

の千葉が入荷 ! 無農薬栽培の大根の葉

を陰干しし、布袋に入れてあります。 1

袋 (1009)に 2～ 3株入っています。

●潮こいくち善油 1.8′   1280Fl

国内産丸大豆、国内産丸麦、自然海塩 “海

の精"を使用し、木樽で2年間熟成させた

昔ながらの醤油です。

●天塩詰替用′jヽ袋 やきしお loo9 160円

百  菜  609 160円

使って便利 !大変お徳な詰替用小袋です。

価格変更商品
風味が良 く歯ごたえがあり、味噌汁、 酢

のもの、和えものに最適です。

●カムカムクラブ特別会員 (籾米)募集中.4′

詳細は同封の案内書をご覧ください。

ご要望におこたえし再募集いたします。
●オーサワ手づくリバン講習会 (要予約)

5/11日)11時～15時半 会場/日 本CI
3F。 申込は5/6ま でに東Jヒ沢店。会費/15
00円 (ル ヴァン製パン、タンポポコーヒー、

パン種付きヽ講師/甲田幹夫l■lル ヴァン

●たんぽぽコーヒー (粒)

●タンポポ100

●タンポポゴール ド

●潮・ 玄米みそ

●潮 。米みそ

●潮 。麦みそ

15092000円 (値下 )

15092000円 (″ )
10091900円 (″ )

l k9 920円 ( ″ )

l k9 790円 ( ″ )

1町 780円 (″ )

他のそ

再入荷商品
●オーサワわかめ  1009    430円
九州玄界灘でとれた天然のわかめです。
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ど
っ
ぶ
り
と
ソ
ー
ス

に
つ
か
っ
て
＝
年

昭
和
２‐
年
か
ら
「ホ
ン
モ
ノ
」を
追
い
求
め

て
き
た
人
生
が
あ
る
。
徳
島
県
鳴
門
市
で
ソ

ー
ス
を
つ
く
り
つ
づ
け
て
き
た
島
田
利
雄
、そ

の
人
で
あ
る
。
「ど

）ヽに
で
も
あ
る
ソ
ー
ス
は

作
り
た
く
な
Ｌ
買
う
買
わ
な
い
は
お
客
が
決

め
る
一ア
ン
に
、製
造
者
は
た
だ
良
い
も

の
を
つ
く
れ
ば
い
ど
と
言
い
切
る
ｃ

原
料
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
入
念
に

吟
味
し
、仕
込
む
。
一
切
の
化
学
添
加

物
・調
味
料
を
使
わ
な
い
。速
製
法

を
用
い
■
一
日な
が
ら
の
タ
ル
で
じ
っく

り
と
ね
か
せ
、熟
成
す
る
の
を
待
２

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
を
積
み
重

」

ね
て
、絹
一正
・無
添
加
の
超
特
級
ソ

出
　

―
き
が
生
ま
れ
た
。

―
―
世
界

一
の
ソ
ー
ス
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
ら
、

売
れ
る
ハ
ズ
の
な
い
ソ
ー
ス
が
で
き
た

ソースにかける男
島田利雄

洸
並
並
並
並
洸
洸
穆
並
並
鰤
鰤
鰤

無
添
加
を
こ
え
た

自
然
農
法
て

ソ
ー
ス
づ
く
Ｌ
で
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
の

願
い
を
持
つ
島
田
は
、あ
る
時
、街
で
自
然
農

法
を
し
て
い
る
旧
友
に
出
会
”λ

，」の
出
会
い

が
さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
っ
た
。

自
然
農
法
の
野
菜
も
果
実
も
コ
ク
が
あ
っ

て
ウ
マ
イ
。・ヽ
れ
こ
そ
「ホ
ン
モ
ノ
・
ソ
ー
ス
」の
原

点
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。か
と
い
っ
て
、お

い
そ
れ
と
農
家
も
す
ぐ
に
作
っ
て
く
れ
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。何
年
も
か
か
っ
て
説
得
Ｌ

や
っ
と
の
こ
と
で
農
家
も
腰
を
あ
げ
て
く
れ
、

野
菜
・果
実
の
自
然
農
法
栽
培
契
約
を
結

ボ

）と
が
て
き
た
。こ
ワ
し
て
、つ
い
に
世
恐
て

も
例
の
な
い
「無
農
薬
・無
化
学
肥
料
」′ヽ／１

ス
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

食
養
に
砂
糖
と
オ
フ
メ
ル
は
い
ら
な
い
。オ

ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
と
の
接
触
で
、食
養
ソ
ー
ス

ヘの
新
た
な
取
組
が
は
じ
ま
った
。
ソ
ー
ス
の
世

界
で
無
砂
糖
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、最
高
の
原
料
を
使
え
ば
値
段
は
法
外

な
も
の
に
な
る
―
―
し
か
し
、商
品
開
発
は

ス
タ
ー
ト
し
た
。世
界

一
の
ソ
ー
ス
を
め
ざ
し

て
情
熱
は
燃
え
た
。

野
菜
と
果
実
の
量
を
倍
に
し
、砂
糖
の
代

り
Ｌ
口口
価
な
米
飴
を
入
れ
て
み
る
。甘
さ
と
ト

〓

がヽ
で
て
き
た
。原
塩
を
自
然
塩
に
し
、醸

造
酢
を
純
米
酢
に
変
え
、そ
ヽ
に
⑫
中
Ｑ
Ｑ

天
然
醸
造
し
ま
ワ
油
を
加
え
る
。

で
き
た
。
そ
の
独
特
の
風
味
、典
雅
な
香

り
、世
界
中
広
し
と
い
え
ど
、い
ま
、ヽ
」の
イ
共

に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
い
と
確
信
し
た
。

で
き
て
し
ま
え
ば
、簡
単
な
よ
・２
て
あ
る
だ

並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
っ
た
。夜
、眠
れ
な

い
日
が
続
く
。深
夜

と
び
起
き
て
は
味
を
み

る
、工
大
に
工
夫
を
重
ね
て
つ
い
に
完
成
さ
れ

た
も
の
だ
。

開
発
し
た
島
―――
利
雄
、販
売
を
ひ
き
う
け

た
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
と
も
に
ほ
め
ら
れ
て
し

か
る
べ
き
だ
。し
か
し
、そ
れ
以
上
に
、こ
の
ソ
ー

ス
を
買
っ
た
人
、無
名
の
お
客
さ
ま
こ
そ
も
っ

と
も
ほ
め
ら
る
べ
き
か
も
知
れ
な
Ｌ
生
産
者

ガ
ス
つ
。お
客
さ
ま
バ
ス
サ
４
。
オ
ー
サ
ワ
ジ

ャ
パ
ス無

農

薬

野
菜
・果
実

か
ら
作
っ
た

嗣ヽ
樹
創
層
解
川
「
珈硼
　
・

東北沢店 (売店 )

東京都渋谷区大山町‖-5

〒i51 803-465-5021
4~―サワジッ ンヾ株式会社

本社 (注文先 )

東京都板橋区小茂根5-4

¬
「

173 t,03‐ -958‐-7!12

（年
間
、
正
会
員

一
万
三
千
円
、
誌
友
五
十
円
）


